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当調査研究センターは、ত࿨56年̐月に設ཱされ、今年33年目をܴえようとし

ています。この間、京都府内の公ڞ事ۀに൐う埋蔵文化財の発掘調査を行ってま

いりました。ۀ຿の਱行にあたり、օ様ํの͝ཧղと͝ྗڠに、ްくँײਃし上

͛ます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成24年౓に京都府ܯ察本部のґཔ

をडけて࣮ࢪした平安宮跡・聚楽第跡、国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہ京都国道事຿

所のґཔをडけて࣮ࢪした長岡京跡右京第1046次、京都府建設ަ通部のґཔをड

けて࣮ࢪした出屋敷遺跡の発掘調査報告を収録したものです。

本書が、地Ҭの埋蔵文化財へのཧղと関心をਂめるうえで、多くのํʑに͝活

用いただければ޾いです。

発掘調査をґཔされた国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہ、京都府ܯ察本部、京都府建

設ަ通部をはじめ、京都府ڭҭҕһ会、京都市文化市ຽہ、財団法人京都市埋蔵

文化財研究所、長岡京市ڭҭҕһ会、公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター、

木津川市ڭҭҕһ会などの各関܎機関、ならͼに調査に͝ࢀ加、͝ྗڠいただき

ました多くのํʑにްくྱޚਃし上͛ます。

平成ùü年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 長　　上 ా ਖ਼ ত　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　（１）平安宮跡・聚楽第跡

　（２）京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡

　　　　長岡京跡右京第1046次（7"/3),-12地区）

　（３）出屋敷遺跡

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下表のとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

１. 平安宮跡・聚楽第跡 京都市上京区上長
者町通裏門東入ル

平成24年̑月25日
～12月27日

京都府ܯ察本部 দ　อؠ
ӳو岡؛
古川　ঊ
小ࢁխ人
ҏ野近෋

２. 長岡京跡右京第1046
次

長岡京市調子２丁
目

平成24年̓月19日
～̔月30日

国土ަ通ল近ـ地
ํ੔備ہ京都国道
事຿所

দ　อؠ
඙޹ా૿

３. 出屋敷遺跡 木津川市加茂町大
野地内

平成24年̑月24日
～̒月20日（ᶗ区）
平成24年̔月23日
～̕月14日（ᶘ区）

京都府ࢁ城南土木
事຿所

竹原Ұ඙

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、ํ

位は࠲ඪの北をさす。なお、現地調査ٴͼաڈの調査との੔߹性のため日本測地系を࢖用し

ている৔߹もある。また、国土地ཧ院発行地形ਤのํ位は経౓の北をさす。

̐ɽ土層அ面等の土৭は೶ྛ水࢈ল೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事຿؂ہमのʰ新൛ඪ४土৭஽ʱを࢖用

した。

̑ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝ࢿྉ܎が行った。

̒ɽ現৔ࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝ࢿྉ܎主೚調査һా中

জが行った。
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 （2）石垣Ｓ̬105　地఺（2）土層堆積ঢ়گ（東から）

ਤ൛第18 （1）石垣Ｓ̬105　地఺（3）土層堆積ঢ়گ（東から）

 （2）石垣Ｓ̬105　)・*地区検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第19 （1）石垣Ｓ̬105　F・(・)地区検出ঢ়گ（南西から）

 （2）石垣Ｓ̬105　F 地区検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第20 （1）石垣Ｓ̬105　%・&地区検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　$・%地区検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第21 （1）石垣Ｓ̬105　#・$地区検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　̗地区検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第22 （1）石垣Ｓ̬105　石３̸ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石̷̒ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石̶̑ࡐ検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第23 （1）石垣Ｓ̬105　石11̶ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石12̶ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石̶̐ࡐ検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第24 （1）石垣Ｓ̬105　石１̵ࡐ検出ঢ়گ（北から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石３̵ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石̵̕ࡐ検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第25 （1）石垣Ｓ̬105　石̵̔ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石̵̔ࡐ検出ঢ়گ（北から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石11̵ࡐ検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第26 （1）石垣Ｓ̬105　石２̴ࡐ検出ঢ়گ（北から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石２̳ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石２̳ࡐ検出ঢ়گ（北から）

ਤ൛第27 （1）石垣Ｓ̬105　石３̳ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石̳̔ࡐ検出ঢ়گ（南西から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石̳̕ࡐ検出ঢ়گ（北から）

ਤ൛第28 （1）石垣Ｓ̬105　石１̲ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （2）石垣Ｓ̬105　石２̲ࡐ検出ঢ়گ（南から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石２̲ࡐ検出ঢ়گ（北から）

ਤ൛第29 （1）石垣Ｓ̬105　石̲̓ࡐ検出ঢ়گ（南から）
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 （2）石垣Ｓ̬105　石̲̓ࡐ検出ঢ়گ（北から）

 （3）石垣Ｓ̬105　石̱̐ࡐ検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第30 （1）土坑Ｓ̠25遺物出土ঢ়گ（東から）

 （2）土坑Ｓ̠75遺物出土ঢ়گ（南から）

ਤ൛第31 （1）柱穴Ｓ̥22掘࡟ঢ়گ（南から）

 （2）土坑Ｓ̠25南北土層（東から）

 （3）土坑Ｓ̠75東西土層（南から）

ਤ൛第32 （1）土坑Ｓ̠10東部掘࡟ঢ়گ（北から）

 （2）土坑Ｓ̠10南北น（東から）

 （3）土坑Ｓ̠10西部検出ঢ়گ（南東から）

ਤ൛第33 （1）井戸Ｓ̚111検出ঢ়گ（南東から）

 （2）礎石Ｓ̥45・溝ＳＤ50検出ঢ়گ（東から）

 （3）礎石Ｓ̥45・溝ＳＤ50南北土層（東から）

ਤ൛第34 土坑Ｓ̠60出土遺物　土師器ࡼ

ਤ൛第35 井戸Ｓ̚90出土遺物　土師器ࡼ

ਤ൛第36 （1）土坑Ｓ̠60出土遺物　੨磁・ന磁（内面）

 （2）土坑Ｓ̠60出土遺物　੨磁・ന磁（֎面）

ਤ൛第37 （1）土坑Ｓ̠60・井戸Ｓ̚90出土遺物　੨磁・ന磁（内面）

 （2）土坑Ｓ̠60・井戸Ｓ̚90出土遺物　੨磁・ന磁（֎面）

ਤ൛第38 （1）井戸Ｓ̚90出土遺物　瓦質ു

 （2）土坑Ｓ̠60出土遺物　瓦質ു

ਤ൛第39 土坑Ｓ̠26・30・38・44・60・101・井戸Ｓ̚90出土遺物

 陶磁器・瓦質土器・土師器

ਤ൛第40 土坑Ｓ̠42・79・੔地層Ｓ̭20・ງＳ̭110・井戸Ｓ̚01出土遺物　ݢ瓦

̎ɽ京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹ௕Ԭ京跡ӈ京第1��6࣍ʢ�"/3),�1�஍۠ʣ

ਤ൛第１ （1）調査前のঢ়گ（北西から）

 （2）１トレンチ上層遺構（溝ＳＤ01）全ܠ（東から）

ਤ൛第２ （1）１トレンチ上層遺構（溝ＳＤ01）全ܠ（南から）

 （2）１トレンチ下層遺構（溝ＳＤ02）全ܠ（南から）

ਤ൛第３ （1）１トレンチ下層遺構（溝ＳＤ02）全ܠ（北から）

 （2）１トレンチ溝ＳＤ01அ面（南西から）

 （3）２トレンチ全ܠ（南東から）

ਤ൛第̐ （1）３トレンチ全ܠ（南東から）

 （2）３トレンチ柱穴検出ঢ়گ（北西から）
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 （3）３トレンチ溝ＳＤ03近ܠ（南西から）

ਤ൛第̑ （1）３トレンチ溝ＳＤ04近ܠ（北西から）

 （2）３トレンチ溝ＳＤ03அちׂりঢ়گ（南西から）

 （3）３トレンチ北西นஅちׂりঢ়گ（南から）

ਤ൛第̒ 出土遺物

̏ɽग़԰ෑ遺跡

ਤ൛第１ （1）ᶗ区調査前全ܠ（西から）

 （2）第１トレンチ東部北น土層அ面（南西から）

 （3）第１・２トレンチ全ܠ（西から）

ਤ൛第２ （1）第３トレンチ全ܠ（東から）

 （2）第３トレンチ東น土層அ面（西から）

 （3）第３トレンチ西น土層அ面（東から）

ਤ൛第３ （1）第̐トレンチ全ܠ（西から）

 （2）第̑トレンチ全ܠ（東から）

 （3）第̑トレンチ西部北น土層அ面（南東から）

ਤ൛第̐ （1）ᶘ区調査前全ܠ（東から）

 （2）第̒トレンチ全ܠ（西から）

 （3）第̒トレンチ西୺部北น土層அ面（南から）

ਤ൛第̑ （1）第̓トレンチ全ܠ（北から）

 （2）第̓トレンチ南୺部西น水際堆積土層அ面（東から）

 （3）第̔トレンチ全ܠ（東から）

ਤ൛第̒ （1）第̔トレンチ土坑Ｓ̠１（南から）

 （2）第̔トレンチ中ԝ部北น水際堆積土層（南から）

 （3）第̔トレンチ遺物出土ঢ়گ（東から）

ਤ൛第̓ （1）第̕トレンチ全ܠ（北から）

 （2）第̕トレンチ南น土層அ面（北から）

 （3）第10トレンチ全ܠ（北から）

ਤ൛第̔ （1）出土遺物１

 （2）出土遺物２
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１.平安宮跡・聚楽第跡発掘調査報告

̍ ɽ͸ ͡ Ί ʹ

̍ʣ調査ʹࢸΔܦҢɾ調査ମ੍

今回の調査は京都府ܯ察本部のґཔにより࣮ࢪしたもので、西ਞ଴機॓舎の建設に൐う埋蔵文

化財調査である（第２ਤ）。調査地は、平安京の৚๥෮原によると平安宮の北東部、内裏の北東に

位置し、ʮ梨本ʯと記されたՕ所にあたり、安土౧ࢁ時代の聚楽第があった৔所である。

梨本院についてはよく分かっていないが、聚楽第は関ന๛ਉल٢が京都の公ఛとしてఱਖ਼14

（1586）年に構えたఛ୐である（第３ਤ）。今回の調査ର৅地は、ैདྷの聚楽第研究によると、本丸

南辺෇近にあたり、中࣠ઢよりやや西ଆに位置している。敷地の南ڥ界෇近には、本丸をғう濠

が位置しているものとਪఆされた（第̐ਤ）。

調査は建物建設ൣғを全面にわたって࣮ࢪしたが、掘࡟によるഉ土を৔内でॲཧする関܎から、

ର৅地内を̑回に分ׂして調査を࣮ࢪした。当ॳ、南辺の敷地ڥからे分なۭ間をۭけて調査ト

レンチを設ఆしていたが、ͦの後、西南۱の下୺を約３ｍ南の調査ର৅ൣғ南୺まで掘࡟して調

査を行ったところ、地表下3.5ｍで、Ұ辺１ｍऑの石ࡐを用いた石垣を東西に̓石、࠷大３ஈを

検出するにࢸった。石垣は東・西ଆにଓいており、建物建設༧ఆ地内のະ調査部分にあたる、ط

調査の南ଆにྡ઀して石垣が遺存しているものと૝ఆされた。ͦの遺存ঢ়گを確認するために、

石垣の東ଆにおいて230㎡の௥加調査を࣮ࢪしたところ、調査ର৅地の東୺まで石垣がଓいてい

ることを確認した。 

現地の公։は、10月̓日（日）と12月24日（月）の２回࣮ࢪし、ͦれͧれ、910名、2,300名のࢀ加

者をಘた。ͦの後、石垣は土೯ାでཆ生した後埋め໭し、12月27日に調査をऴྃした。

検出した石垣は、関܎機関のٞڠの݁Ռ、現ঢ়のままอ存されることとなった。　

現地調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、京都市文化市ຽہ、財団法人京都市埋蔵文化財研

究所をはじめ、地ݩ自࣏会の͝ྗڠをಘた。また、多くのઌ生ํからઐ門తな͝ࢦಋをいただい

た。記してँײします。

なお、調査に܎る経අは、京都府ܯ察本部が全ֹෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝՝長　水୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝調査第２܎長　ؠদ　อ

　   　　同調査第２܎調査һ　古川　ঊ

調ɹ査ɹ৔ɹॴɹ京都市上京区上長者町通裏門東入須浜町

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成24年̑月25日～12月27日ɹ
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調 査 ໘ ੵ 1,330㎡

（দ　อؠ）

̎ʣҐஔͱڥ؀

平安宮大内裏は平安京中ԝ北部にあり、ேಊ院・๛楽院以下ೋ׭ീলの׭ᦰとډߖたる内裏が

あった。׸෢ఱߖは、延暦11（792）年̕月と11月に׉野܊に༡ྌし、ཌ年のਖ਼月15日には大ೲݴ

౻原小ࠇຑ࿊・ࠨ大หل古ࠤඒを׉野܊Ӊ多村に೿ݣし、ͦの̒日後にఱߖは長岡宮の内裏から

東院へҠっている。このようにे分な時間をֻけ、延暦13（794）年10月に׸෢ఱߖは長岡京から

平安京にҠり、ભ都がなされた。調査地の位置は、平安宮内裏東ํのʮ梨本院ʯ（梨下院）にൺఆ

される。梨本院は、৬ޚ૤࢘北ྡの40ৎํ࢛の区ըで、h 類聚国࢙ʱ巻28によると、ఱ長 （̕832）

年̐月２日内裏म଄の際に、३࿨ఱߖがここにҠޚしている。またh 文ಙ࣮録 でɦは、ਔण３（853）

年２月14日৚にઌ代のਔ明ఱߖの別宮であったと記され、当代の文ಙఱߖは、この日からཌ੪ߧ

。所としている࠲年̐月まで、梨本院を（854）ݩ

平安宮内の建物は延暦年間に଄営され、以後、ম๢・࠶建が܁りฦされるが、ঃʑに࠶建され

ることがແくなり、平安宮は荒地となっていく。内裏は、ఱಙ （̐960）年にॳめてমけ、以後、

第１ਤ　平安宮跡・聚楽第跡位置ਤ（4�1/250,000）
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１.聚楽第跡
２.平安宮跡
３.大ক܉ീਆ社ڥ内
̐.上京遺跡
跡ډ土ޚ.̑
̒.๟ਸ਼遺跡
̓.聚楽遺跡
̔.ೋ৚城北遺跡
̕.内હ町遺跡
ೋ৚城跡چ.10
11.ҥּࢁ古墳܈　
12.ོ߳寺跡
13.平野ਆ社ڥ内
14.北野遺跡

15.北野廃寺
16.北野ఱຬ宮ڥ内
17.北野ఱຬ宮ڥ内経௩
18.北野ௗډ前町遺跡
19.北ࢁ࿇୆寺ڥ内
20.Ҿ઀寺ڥ内
21.大報Ը寺ڥ内
22.北野右近馬৔城跡
23.ଚॏ寺跡
24.世ଚ寺跡
院跡ࡈ野ࢵ.25
26.൵ా院跡
27.寺ϊ内چҬ
28.新町ߍ地遺跡

29.ֵಊ跡（行ئ寺）
30.ࣨ町殿跡
31.本ຬ寺の構え跡
32.出Ӣ寺跡
33.上ྶޚ遺跡
34.Ұ৚ࣨ町殿跡
35.相国寺ڥچ内
36.寺町چҬ
37.ৗ൫井殿町遺跡
38.公Ո町遺跡
39.新在Ո構え跡
40.平安京跡
41.西ϊ京遺跡
42.ਗ生遺跡

43.ງ川ޚ஑遺跡
本能寺の構え跡چ.44
45.本能寺城跡
寺城跡ݦົ.46
47.ົ֮寺城跡
48.ೋ৚殿ޚ஑城跡
49.ӊ丸ޚ஑遺跡
50.Ӛ༄町遺跡
   （南൮寺跡）
51.等࣋寺跡
52.三৚๥門殿跡
53.௖ົ寺の構え跡
54.ӊ丸丸ଠ町遺跡

　第２ਤ　調査地఺位置ਤ（4�1/25,000）
　（国土地ཧ院　京都市東北部、京都市西北部、京都市東南部、京都市西南部）
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15回のՐࡂにૺっている。安ః（1227）ݩ年̐月に࠶建中の殿舎がՐࡂによってমࣦし、以後࠶建

されることなく、宮城内の内裏は׬全に廃ઈし、平安宮の跡地はʮ内野ʯとশされる荒地として

์置された。ʮ内野ʯはʰ今ੲ物ޠʱやʰྊਖൿ抄ʱにもࡌっており、12世ل຤までには平安宮

の地の大半は荒地となっていたようである。

この後、平安宮の跡地は以下のような記事が散見されるだけで、๛ਉल٢が聚楽第を଄営する

まで荒地であった。 ఱ෱（1233）ݩ年に、ນ府はޚՈ人が馬৔として利用することをېじている。

中世には京都名࢈のҰつとして、内野෥があ͛られており、ാ地として利用されたようである。

南北ே時代にはこの地で߹戦が行われている。建෢２（1336）年には଍利ଚࢯのฌが名࿨長年をഊ

、こっている。またىを౼った明ಙの乱がࢯ名ࢁさせており、明ಙ２（1391）年には଍利ٛຬがࢮ

ࣨ町時代には京都に߈めࠐんだ土Ұᎋが、内野に集まっている。大内裏跡は 全ମとしては荒廃

がਐんだが、ଠ੓׭庁、ਆٚ׭庁、ਅݴ院はम଄・࠶建に౒められ、15世ل中༿にはਆઘԓとあ

わせてʮ大内ྶ৔ʯʮ࢛Օ所ྶ৔ʯとশされるࢪ設として門・ங垣を備えるࢪ設として存ଓし、

ّ式・ਆ事がࣥり行われていた
ㅭ㉅１ㅮ

。

また、調査地の位置する梨本院北ํの大॓௚では、大内裏ম๢以前から大内裏ਰඍにしたがっ

て次第に人Ոが建つようになり、14世لまでには৫ख（৫物ٕज़者）が集ॅしていた
ㅭ㉅２ㅮ

。鎌倉時代以

第３ਤ　聚楽第ਤሯ෩（部分・三井記೦ඒज़ؗ所蔵）
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降は大॓௚跡を中心にॅډҬが֦大し、梨本院跡もʮ大॓௚ʯ都市Ҭにؚまれるようになる。৫

खが集ॅする大॓௚跡Ұଳは後の西ਞの原ܕとなるものであった。また、ࣨ町時代にはखۀ޻者

にཹまらͣ金༥ۀ者であるञ屋、土倉の存在も確認されるൟ՚なҰଳとなり、ٚ Ԃ祭に際してʮ大

舎人のּ࡝๶ʯをԋ出した。Ԡਔ・文明の乱が࢝まると、ൟӫしていた大॓௚の地ҬはҰ৚大宮

の戦いによってጶࡂし、৫खୡは཭散する。Ԡਔ・文明の乱後は෮ڵがࢼみられෳ਺の寺院が営

まれるが、16世ل前半の戦国時代の京都をඳいたʮྺതߕ本　བ中བ֎ਤሯ෩ʯ等にはҰଳはా

ാとしてඳかれている。ֆըࢿྉが࣮ମを表しているとすれば、16世لのૣいஈ֊でこれらの寺

院は廃ઈしたのであろう。

ఱਖ਼10（1582）年に上བ中の৫ా৴長が明ஐޫलに本能寺で౼たれ、ໟ利ࢯを߈めていたӋࣲल

٢は଎やかに࿨ກを݁んで京に໭り、࡚ࢁの߹戦で明ஐޫलを౗した。ल٢は、ཌ年のఱਖ਼11

（1583）年にࣲాউՈをᩮϲַの戦いで౗して、৴長の後ܧ者の地位を確かなものとしていく。同

年に石ࢁ本ئ寺の跡地に大ࡔ城の଄営をணखし、京都・大ࡔへの地൫をݻめていく。

このஈ֊では、ल٢は京都のډ所としてົݦ寺（ົݦ寺城）を用いていた。ົݦ寺城は、日࿇फ

のົݦ寺の地にఱਖ਼11（1583）年に建ཱした城で、ೋ৚西ಎ院にあった。ल٢は、ఱਖ਼13（1585）年

̓月に関നにब೚したことから、京都での੓庁・ډ城として、内野の地に聚楽第を建଄した。聚

楽第は、関ന・ल٢のݖҖを広くࣔތする߽՚Ҁᗞな城ֲで、ॾިに建ங用ࡐを՝し、थ木、ఉ

石を所ʑからह集して଄営され、ఱਖ਼15（1587）年に׬成した。ఱਖ਼16（1588）年̐月には後ཅ成ఱ

、を་しࢫ下のॾ大名、෢কにேఊへଚਸをਚくす΂きࡿされ、૯ಈһされた࠵が޾の聚楽第行ߖ

ͦしてल٢への׬全なるਉैを後ཅ成ఱߖの前で੤わせた。聚楽第の近ྡには大名屋敷֗が੔備

され、ఱਖ਼19（1591）年にはޚ土ډの଄営が։࢝され、京都の市֗は聚楽第の城下町と化した。

ఱਖ਼19（1591）年に、ल٢は、ཆ子のल次に関നの地位と聚楽第をৡるが、文࿣ （̐1595）年にな

ると、ल٢とल次の関܎がۃ౓にѱ化する。ࣦ٭したल次は聚楽第をୀڈし、同年̓月にߴ野ࢁ

で自ࡴした。ཌ月の̔月にल٢の໋により、ʮҰӉも࢒さͣ、基礎にいたるまでࣩくᆝたしめʯ（δ

アン・Ϋϥセʰ日本西࢙ڭ
ㅭ㉅３ㅮ

）ɦとあるように、聚楽第はపఈతにഁյされ、建物の多くは଄営中の

෬見城（木഼ࢁ෬見城）や寺院にҠされた。

ഁ٫後の聚楽第跡は୹期間でۭき地となり、ܚ長期から׮Ӭ期にかけてはܳ能ڵ行の৔として

活用された。׮Ӭ年間の後半になるとॅډがڐされຽՈで埋まるが、聚楽第の濠跡がԜみとして

現代まで࢒るなど、このҰଳの都市化はچ地形に੍約されたもので、江戸時代のֆ地ਤをࢀরす

るݶりۭき地も多かったようである。

江戸時代຤になるとນ府のݖҖがゆらいで৘੎がෆ安ఆ化し、京都は࠶ͼ੓࣏の表෣୆となる。

ͦのため各ൡは京屋敷をॆ࣮させฌһをறཹさせた。聚楽第跡のҰଳはೋ৚城の北、ޚ所の西ํ

に位置するཱ地৚݅からࠤ、 լൡುౡՈ、ઋ୆ൡҏୡՈといった༤ൡの京屋敷が近ྡにཱちฒͼ、

調査地には大࿨ࢁ܊ൡ༄୔Ոの京屋敷がஙかれた。近代に入ってから調査地は京都府ܯ察本部の

所༗地となり、現在にࢸっている。

（দ　อ・古川　ঊؠ）
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江戸時代には、ಙ川ক܉Ոが໓΅した๛ਉࢯの事੷に৮れる事はݫしく੍ݶされܐേのର৅と

なっていたが、江戸ນ府のݖҖがਰえたఱอ14（1843）年になって、名倉ݴرが聚楽第の考ূ研究

を行っている。名倉は当時存在した聚楽第関࿈のֆਤをࢀরし、また現地に࢒っていた濠のࠟ跡

の位置、聚楽第༝དྷの町名を検౼してʮ๛公ங所聚楽城ᅿ形উʯと୊するֆਤにまとめた。同ਤ

は明࣏時代の模ࣸが現存し、聚楽ڭҭ会に所蔵されている。

近代に入ってから、本֨తな聚楽第跡の現地調査が࣮ࢪされるようになる。ᅘ໼となったのは、

京都府࢙੼উ地調査ҕһ会による調査である
ㅭ㉅̐ㅮ

。この調査では、h ۨ井日記 、ɦh 聚楽行޾記ʱなど

の記ࡌ内༰を঺հし、さらに、聚楽第跡の地表のۼみやஈࠩに஫目し、濠や஑の跡とਪ測してい

る。ত࿨40年代になると、新たに存在が஌られるようになった文ݙ・ֆըࢿྉを࢖ۦした研究が

中村利ଇ・࢚ߞされ、内౻ণ・大野ࢪ࣮
ㅭ㉅̑ㅮ

とᓎ井成広
ㅭ㉅̒ㅮ

が聚楽第の平面規模、形ଶの෮原Ҋをఏࣔし

ている。

ͦの後、聚楽第の࠷ॳの大規模な発掘調査となったのが、当センターによって1991年に࣮ࢪさ

れた聚楽第東濠跡の発掘調査（第̐ਤ・෇表１第31地఺）である。以降、଍利྄݈
ㅭ㉅̓ㅮ

、ඦ੉ਖ਼߃
ㅭ㉅̔ㅮ

、৿

ౡ߁༤
ㅭ㉅̕ㅮ

、ֿ川හ෉
ㅭ㉅10ㅮ

、馬੉ஐޫ
ㅭ㉅11ㅮ

などが、発掘調査の成Ռをऔり入れた෮原Ҋをఏࣔしている。平安

宮跡ともॏなる聚楽第跡の発掘調査は、年ʑ確࣮にσータが஝積されている。聚楽第跡では現在

೺Ѳされているݶりで、73ܭ回の発掘調査が࣮ࢪされている（第̐ਤ）。本報告では෇表１のとお

り、各地఺に番号を෇༩した。今回の調査地఺の周辺では、南ྡのୢາࣇಐ公Ԃ内の第10地఺、

第49地఺で発掘調査が࣮ࢪされ、本丸南濠が検出されている。また、ஐ恵ޫ院通をはさんで西に

近઀する第37・41地఺では、本丸南濠の南北ݞが検出されており、෯43.5ｍであることが判明し

ている。

以下、聚楽第跡周辺のࣨ町時代から安土౧ࢁ時代にかけての遺跡を֓観したい。

ࣨொ
ㅭ㉅12ㅮ

఼ɹӬಙ（1381）ݩ年、଍利ٛຬより଄営されたఛ୐で、ʮՖのޚ所ʯともݺばれる。ํೋ

町Ҭの広がりをもち、相国寺にྡ઀して位置する。̒代কڭٛ܉、̔代কٛ܉੓、12代কٛ܉੖

の時に、ͦの都౓࠶建された。平成14年౓の同ࢤ社大ֶפകؗ地఺の調査では、16世ل中ࠒの石

敷き、柱ྻが検出され、଍利ٛ੖が建設したࣨ町殿（Ֆのޚ所）に関܎するࢪ設のҰ部と考えられ

ている。

্京遺
ㅭ㉅13ㅮ

跡　北は上ྶޚ前通、西はஐ恵ޫ院通、東はほ΅ӊ丸通、南はҰ৚通りにғまれた約１

kmํ࢛にٴͿ遺跡である。ࣨ町時代後半にはক܉Ոや公Ոの屋敷、寺院などが集まり、市֗地ʮ上

京ʯが形成された。ʮ上京ʯの周ғでは、ত࿨61年౓の調査で戦国時代の自然石を積んだࢪ؛ޢ

設をもつ濠跡がみつかっている。また、平成16年調査ではࣨ町ນ府のࡉ؅ྖ川ࢯの஢Ոにあたる

యӛՈのఛ୐に相当する区Ҭの調査が行われ、ྻࡤや溝とともに、布掘り基礎をもつญがみつか

っている。

ຊᅳࣉ
ㅭ㉅14ㅮ

跡　ࣨ町時代の都市集落であるʮ上京ʯやʮ下京ʯにあった法՚फの寺院のҰつである。

ఱ文 （̑1536）年̓月22日から28日、ൺӥࢁ延暦寺と法՚फとの߅૪に୺を発したఱ文法՚の乱の
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第̐ਤ　周辺の聚楽第関࿈調査地（4�1/5,000　馬੉ஐޫ2010をҰ部վม）
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OP� 調査஍఺ 調査ؔػ ॴࡏ஍ʢ্京۠ʣ 調査೥౓ ໘ ʢੵᶷʣ උߟ จݙ

1 西೭丸南濠 府ڭҕ 下長者町通ড়෱寺東入ࠕ町（ߴࠕ町
のਤ子） ত࿨ 39 ʵ 濠の྆ଆのݞ部を確認 1

2 本丸東濠 市文อ՝ Ұ৚通大宮下る下石ڮ南半町 ত࿨ 48 10 Ֆቋؠ製の礎石を確認 2

3 ֎ֲ西濠東ଆ 平തؗ 土屋町通出水上るหఱ町 109、110 ত࿨ 49 145 ʵ 3

4 本丸 平宮発団 ஐ恵ޫ院通中ཱച西入多門町 ত࿨ 50 168 金箔瓦が出土 4

5 本丸 市埋文研 ஐ恵ޫ院通中ཱച西入多門町 ত࿨ 52 160 5

6 本丸 市埋文研 中ཱച通দ屋町西入新ന水丸町 462 ত࿨ 54 237 7

7 本丸東濠 市文อ՝ Ұ৚通大宮下る下石ڮ南半町 ত࿨ 54 ʵ 6

8 本丸 Ֆ大日研 ஐ恵ޫ院通中ཱച西入多門町 ত࿨ 59 ʵ 29

9 ֎ֲ南濠ᶃ南ଆ 市埋文研 下ཱച通ઍ本東入ా中町 468 ত࿨ 59 140 8

10 本丸南濠 市埋文研 ஐ恵ޫ院通下長者町上る西ୢາ町（ୢ
າࣇಐ公Ԃ） ত࿨ 61 12 11

11 ֎ֲ南濠ᶃ南ଆ 市埋文研 下ཱച通ઍ本東入ా中町 445 ত࿨ 62 40 9

12 北೭丸北濠 市埋文研 Ұ৚ஐ恵ޫ院通東入ڸ石町 12・14・
15 ত࿨ 62 ʵ 北ଆに落ちࠐΉ濠のݞ

部を確認 10

13 本丸南濠 市埋文研 下長者通大宮西入東ୢາ町 129-2 ত࿨ 63 13 12

14 ֎ֲ南濠ᶄ 市埋文研 ஐ恵ޫ院通出水下る分ಔ町 555-1、
557 ত࿨ 63 5 12

15 南ೋ೭丸 市埋文研 ஐ恵ޫ院通出水下るఱട丸町 180 平成ݩ 13

16 本丸北濠 市埋文研 ஐ恵ޫ院通Ұ৚下るന水丸町 462-17・
18 平成 2 14

17 ֎ֲ南濠ᶄ 市埋文セ ஐ恵ޫ院通出水下る分ಔ町 557 平成 3 18 15

18 ֎ֲ西濠東ଆ 市埋文セ ড়෱寺通出水上るനۜ町 260-1 平成 3 7 15

19 本丸東濠 府埋文セ 大宮通下る࿨ઘ町、新ݩ町 平成 3 379 濠と大量の金箔瓦を検
出 16

20 ֎ֲ南濠ᶃ北ଆ 市埋文セ 出水通ஐ恵ޫ院西入ా村備前町 231-2 平成 3 6 濠ঢ়遺構を確認 17

21 西೭丸南濠 市埋文セ 下長者町通ড়෱寺東入るߴࠕ町 79 平成 4 15 濠の南ݞ部を確認 17

22 ֎ֲ南濠ᶃ北ଆ 市埋文セ 出水通土屋町東入東ਆ明町 272 平成 5 5 18

23 本丸西濠 市埋文セ 裏門通中ཱച下るߴ୆院୦町 210 平成 5 ʵ 濠ঢ়遺構を確認 18

24 ֎ֲ南濠ᶄ 市埋文セ ஐ恵ޫ院通出水下る分ಔ町 565 平成 6 26 19

25 本丸東濠 市埋文セ 中ཱച通দ屋町東入新ݩ町 216 ଞ 平成 6 7 19

26 ֎ֲ南濠ᶄ南ଆ 市埋文研 日฻通下ཱച上る分ಔ町 556 平成 7 1,060 金箔瓦が多量に出土 21

27 本丸 市埋文セ দ屋町通Ұ৚下る下ڸ石町 211-3、
211-4、211-8 平成 7 8 20

28 南ೋ೭丸南濠 市埋文セ ஐ恵ޫ院通出水上るఱട丸町 191 平成 7 7 20

29 北೭丸北濠 市埋文セ দ屋町通Ұ৚下西入下ڸ石町 23 ଞ 平成 9 94 濠と石垣基ఈ部の石ྻ
を確認 22

30 ֎ֲ南濠ᶃ 市埋文セ ஐ恵ޫ院通出水下る分ಔ町 575 平成 9 17 22

31 本丸東濠 市埋文セ 中ཱച通大宮西入新ݩ町 217 平成 10 66 東濠の西ଆݞ部を確認 23

32 ֎ֲ西濠 市埋文セ 出水通ઍ本東入西ਆ明町 335-1、หఱ
町 311-1 平成 11 28 濠ঢ়遺構の西ଆݞ部を

確認 24

33 本丸南濠 市埋文セ 下長者町通ஐ恵ޫ院東入る西ୢາ町
113、114 平成 12 13 38

෇表１　聚楽第跡発掘調査Ұཡ
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34 ֎ֲ濠 市埋文セ 中ཱച町通ড়෱寺東入西ୢາ町 420 平成 12 13 38

35 南ೋ೭丸西濠 市埋文セ 下長者町通ஐ恵ޫ院西入ࢁ本町 94、
96 平成 12 26 38

36 ֎ֲ濠 市埋文セ 中ཱച町通ড়෱寺西入加լ屋町 387
ଞ 3 ච 平成 12 26 38

37 本丸南濠 市埋文セ 下長者町通ஐ恵ޫ院西入ࢁ本町 100
ଞ 平成 12 25 濠の南ݞ部を確認 26

38 ֎ֲ濠 市埋文セ 中ཱച町通ড়෱寺西入加լ屋町 389-
1、391、671 平成 13 16 26

39 本丸 市埋文セ 上ஐ恵ޫ院通中ཱച下るࢁཬ町 238-
2、238-3 平成 15 15 28

40 本丸南濠 市埋文セ 裏門通上長者町下るُ木町 219、220-
2 平成 15 19 28

41 本丸 市埋文セ ஐ恵ޫ院通上長者町下る下ཬࢁ町 243 平成 9 20 22

42 ֎ֲ南濠ᶃ南ଆ 市埋文セ 小ࢁ町 908-32 平成 13 23 27

43 ֎ֲ南濠ᶄ南ଆ 市埋文セ 下ཱച通大宮西入ුా町 605 平成 16 9 30

44 本丸南濠南ଆ 市埋文セ 大宮通下長者町下るਗ਼ݩ町 722-1 平成 16 10 30

45 南ೋ೭丸南濠 市埋文セ 日฻通出水上るടޱ町 158-14 平成 17 16 31

46 本丸 市埋文セ 中ཱച通日฻東入新ന水丸町 459、
461 中ཱച通দ屋町東入新ݩ町 平成 17 25 31

47 ֎ֲ西ଆ 市埋文セ 中ཱച通ઍ本東入ೋ丁目ా丸町 367-2 平成 17 12 31

48 ֎ֲ濠北ଆ 市埋文セ ড়෱寺通Ұ৚下る東西ඨ屋町 655 平成 18 4 33

49 本丸南濠 市文อ՝ ஐ恵ޫ院通下長者町上る西ୢາ町（ୢ
າࣇಐ公Ԃ） 平成 18 ʵ 32

50 ֎ֲ南濠 市文อ՝ 下ཱച通ஐ恵ޫ院西入下丸屋町 495 平成 18 8 33

51 ֎ֲ濠 市文อ՝ ড়෱寺通Ұ৚下る東西ඨ屋町 656、
661 平成 18 9 33

52 ֎ֲ濠 市文อ՝ ড়෱寺通Ұ৚下る東西ඨ屋町 656、
661 平成 18 8 33

53 南ೋ೭丸西濠 市文อ՝ ஐ恵ޫ院通出水下るఱട丸町 183 平成 19 75 濠のݞ部を検出ˎ報告
では 52 次と表記 34

54 本丸 市文อ՝ 中ཱച通日฻東入新ന水丸町 462-82 平成 20 20 34

55 南ೋ೭丸 市文อ՝ ஐ恵ޫ院通出水下るఱട丸町 182-1 の
Ұ部 平成 20 15 ˎ報告では 54 次と表

記 34

56 ֎ֲ南濠 市文อ՝ 下ཱച通りઍ本東入るా中町 465、
463、461-1 平成 20 10 34

57 西೭丸南濠 市文อ՝ 下長者町通裏೭門西入ߴࠕ町 82、
85-2 平成 20 7 濠のݞ部を検出ˎ報告

では 55 次と表記 34

58 本丸南濠 市文อ՝ 下長者町通ஐ恵ޫ院東入西ୢາ町 111 平成 21 9 濠のݞ部を検出 35

59 ֎ֲ南濠ᶄ南ଆ 市文อ՝ 下ཱച通日฻西入中村町 543、546 平成 21 113 35

60 ֎ֲ西ଆ 市文อ՝ 中ཱച通ઍ本東入୮೾屋町 360 ଞ 平成 21 91 35

61 本丸北濠 市文อ՝

中ཱച通日฻東入新ന水丸町 462-7 の
Ұ部、462-51 のҰ部、462-13 のҰ部、
裏門通Ұ৚下る今新在Ո町 265-5 のҰ
部、206-7、206-18、206-33

平成 21 33 濠のݞ部を検出 35

62 本丸 市文อ՝ 中ཱച通裏門東入多門町 444-1 平成 21 16 35

63 ֎ֲ西ଆ 市文อ՝ ઍ本通中ཱച上るۄ屋町 41 平成 21 14 35

64 ֎ֲ南濠ᶄ南ଆ 市文อ՝ 分ಔ町 560 ଞ 平成 21 7 濠の北ݞ部を検出 35

65 ֎ֲ南濠ᶃ北ଆ 市文อ՝ 東ਆ明町 278-1 平成 21 17 35

66 南ೋ೭丸 市文อ՝ 下長者町通ஐ恵ޫ院東入ୢາ町 108
のҰ部 平成 21 12 35
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67 本丸東濠 市文อ՝ 中ཱച通大宮上るࢳ屋町 198、198-6 平成 21 16 35

68 本丸西濠西ଆ 市文อ՝ ড়෱寺通中ཱച下るඛ丸町 179 平成 21 39 35

69 本丸 市文อ՝ 上長者町通裏門東入須浜町 570 のҰ
部 平成 21 17 35

70 ֎ֲ南濠南ଆ 市文อ՝ 下ཱച通りઍ本東入るా中町 477-8 平成 21 6 36

71 本丸北濠 市文อ՝ Ұ৚通দ屋町西入ڸ石町 6 平成 22 10 36

72 本丸 市文อ՝ ஐ恵ޫ院通日฻東入新ന水丸町 462-
13 のҰ部、15 のҰ部 平成 23 14 37

73 南ೋ೭丸西ଆ 市文อ՝ 出水通ஐ恵ޫ院西入ా村備前町 232、
236 平成 23 14 37

以下ུ号表記　
市文อ՝：京都市文化市ຽہ文化財อޢ՝、市埋文セ：京都市埋蔵文化財センター、市埋文研：財団法人京都市埋蔵文
化財研究所、府埋文セ：公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター、Ֆ大日研：ՖԂ大ֶ日本ֶ࢙研究会、平宮
発団：平安宮跡発掘調査団、平തؗ：平安ത物ؗ、府ڭҕ：京都府ڭҭҕһ会

൪߸ จɹɹɹݙ ೥ߦൃ

1 ʮ平安宮跡発掘調査֓報ʯh 埋蔵文化財発掘調査֓報　1965 　ɦ京都府ڭҭҕһ会　ত࿨ 40 年 1965

2 ʮ聚楽第跡ཱ会調査֓報ʯh 平安宮跡　1974  （京都市埋蔵文化財年次報告ʵᶗ）ɦ　京都市文化観ޫہ　ত
࿨ 50 年 1975

3 ʮ平安宮ਪఆ内裏འྛ๥跡発掘調査の֓要ʯh 古代文化ʱ第 27 巻 11 号　ত࿨ 50 年 1975

4 ʰ聚楽第跡発掘調査報告  ɦ平安宮跡発掘調査団　ত࿨ 52 年 1977

5 ʰ平安宮主殿ྈ跡ɼ聚楽第跡ʵ長୩川株式会社ɼ社屋新設に൐う発掘調査の֓要 　ɦ（財）京都市埋蔵文
化財研究所　ত࿨ 54 年 1979

6 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査報告　ত࿨ 54 年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　ত࿨ 55 年 1980

7 ʰ平安宮஡Ԃ跡ʵס商事新設༧ఆ地の発掘調査֓要 　ɦ（財）京都市埋蔵文化財研究所　ত࿨ 57 年 1982

8 ʮ平安宮内裏ʯh 平安京跡発掘調査֓報　ত࿨ 60 年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　ত࿨ 61 年 1986

9 ʮ平安宮内裏（2）ʯh 平安京跡発掘調査֓報　ত࿨ 62 年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　ত࿨ 63 年 1988

10 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　ত࿨ 62 年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　ত࿨ 63 年 1988

11 ʮ平安宮梨本ʯh ত࿨ 61 年౓　京都市埋蔵文化財調査֓要 　ɦ（財）京都市埋蔵文化財研究所　平成ݩ年 1989

12 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　ত࿨ 63 年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成ݩ年　 1989

13 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　平成ݩ年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 2 年 1990

14 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　平成２年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 3 年 1991

15 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成３年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 4 年 1992

16 ʮ平安京跡（聚楽第跡）発掘調査֓要ʯh 京都府遺跡調査֓報ʱ第 54 冊　平成 5 年　（財）京都府埋蔵文
化財調査研究センター 1993

17 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成̐年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 5 年 1993

18 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成̑年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 6 年 1994

19 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成̒年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 7 年 1995

20 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成̓年౓ 　ɦ京都市文化観ޫہ　平成 8 年 1996

21 ʮ平安宮内ञ殿・ז所・ैࣆ所跡ʯh 平成̓年౓京都市埋蔵文化財調査֓要 　ɦ（財）京都市埋蔵文化財研
究所　平成̕年 1997

22 ʮ平安宮跡・聚楽第跡ʯh 京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成̕年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 10 年 1998

23 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 10 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 11 年　 1999

෇表２　調査文ݙҰཡ
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24 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 11 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 12 年　 2000

25 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 12 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 13 年 2001

26 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 13 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 14 年 2002

27 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 14 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2003　ہ 2003

28 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 15 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽہ　平成 16 年 2004

29 ʮ聚楽第跡の෮ݩ - 考古ֶత考察ʯh 古代文化 Wol.57 　ɦ財団法人古代ላڠ။　2005 2005

30 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 16 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2005　ہ 2005

31 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 17 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2006　ہ 2006

32 ʰ京都市内遺跡ཱ会調査報告　平成 18 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2007　ہ 2007

33 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成 18 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2007　ہ　 2007

34 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成 20 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2009　ہ　 2009

35 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成 21 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2010　ہ 2010

36 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成 22 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2011　ہ 2011

37 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成 23 年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ2012　ہ 2012

時に、寺院が城࠹化したものと考えられている。ൣғはほ΅ํೋ町Ҭにわたり、平成̒年の発掘

調査では、南北34mにわたりງが検出されている。なお、Ӭ࿣12（1569）年の三޷三人ऺと明ஐޫ

लとの࿡৚߹戦の෣୆にもなったといわれている。

ຊೳࣉ৓
ㅭ㉅15ㅮ

跡　16世ل中ࠒ、ఱ文法՚の乱により京都を௥์されていた法՚फెの௥์がղআさ

れ、日࿇फの寺院として建ཱされた。ͦの敷地はほ΅南北２町Ҭにまたがる。Ӭ࿣11（1568）年の

৴長の入བ以降、京の॓所となり、ఱਖ਼ （̔1580）年にはී੥が行われた。ఱਖ਼10（1582）年̒月に

は、ʮ本能寺のมʯがىこり、建物はমࣦした。

平成19年౓の発掘調査において、16世ل中ࠒの石垣を൐う̡ܕࣈにۂがる溝が検出され、ম土

や大量の瓦とともに本能寺のʮ能ʯのҟମ文ࣈを瓦当文様にもつݢ丸瓦が出土した。これは、ʮ本

能寺のมʯの࣮ଶをࣔすوॏなࢿྉである。

૬ڥچࣉࠃ
ㅭ㉅16ㅮ

಺　ྟࡁफ相国寺೿の大本ࢁで、Ӭಙ２（1382）年、ࣨ町ນ府の三代ক܉଍利ٛຬに

より建ཱされた寺院である。։ࢁをເ૝ૄ石とし、ࢸಙ３（1386）年̓月には、ఱཾ寺に次͙ࢁޒ

の第ೋ位にྻせられた。Ԡਔの乱ではࡉ川উݩのਞ所となり、ࢁ名ํのܸ߈をडけるにࢸりՀཟ

はほ΅փᗙにؼすなど、これまでたͼたͼমࣦしてきた。平成23～24年౓の発掘調査では、ఱ文

法՚の乱の際に๷ޚのために掘࡟された多਺のງやڥ内を南北に૸るࣨ町時代の石敷き道路が検

出され、ڥچ内の࣮ଶが明らかになりつつある。

ೋ৚چ
ㅭ㉅17ㅮ

৓　Ӭ࿣12（1569）年、৫ా৴長によりࣨ町時代後期に形成されたʮ上京ʯとʮ下京ʯと

いうೋつの都市集落の間に、ক܉଍利ٛতのډ城として建設された。ত࿨50年代の地下鉄ӊ丸ઢ

の޻事に൐う調査においてງと石垣が検出されたことにより、３町ํ࢛Ҭの大きさであったと考

えられている。
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なお、文࢙ݙྉなどからは、࢛周をງと石垣でғい、南と西に࿌が建てられ、さらに、ೋॏの

ງ、三ํの֎ֲ、三ॏ࿌など、平城ܕの城ֲの発ୡした構଄をಡみとることができる。

平成̑年の発掘調査では、چೋ৚城で石ࡐとして࢖用されていたと考えられる石෹が20਺ମ出

土した。ُݩ （̐1573）年、ٛতが௥์されて以降はଈ時ഁ٭され、ͦの後、ງも埋められたと記

録にある。

ࣉݦົ
ㅭ㉅18ㅮ

৓　ࣨ町時代に法՚फの寺院として૑建されたົݦ寺は、ఱ文 （̑1536）年のఱ文法՚の

乱によりমࣦするが、ͦ の後࠶建され、濠が८らされたと考えられている。ఱਖ਼11（1583）年には、

๛ਉल٢がこの寺院をҠసさせ、ງ川Ԋいの跡地に城の଄営を։࢝する。これがົݦ寺城である。

文ࢿݙྉからఱਖ਼13（1585）年には、ʮງʯやʮఱ主ʯの存在をӐうことができる。なお、ఱਖ਼15（1587）

年には聚楽第が׬成するため、わͣかな期間のډ所と考えられている。平成19年౓の発掘調査で

は、ງ川ଆに։く形ঢ়からʮધ入ʯの可能性がある濠ঢ়の遺構が検出された。

౔ޚ跡࢙
ㅭ㉅19ㅮ

๛ਉल٢がఱਖ਼19（1591）年に京の町全ମをғΉようにஙいた土ྥで、延長約　ډ

22.5kmにٴͿ。これによりབ中とབ֎がִてられ、要所には出入りޱが設けられた。Ұ部確認

されたところでは、ޚ土ډの基ఈ部ٴͼ濠の෯は20mにもなる。平成18年౓にこの土ྥに෇ਵす

る濠のҰ部の調査が行われた。濠の埋土堆積のঢ়گから、明࣏期に埋められる前のঢ়گが明らか

となった。

ࣉ޿跡ํ࢙
ㅭ㉅20ㅮ

跡　๛ਉल٢により三े三間ಊの北ଆに଄営がすすめられた寺院である。ͦの寺Ҭ

の大部分は現在の京都国ཱത物ؗの敷地にあたる。ఱਖ਼16（1588）年に大෹殿の建ཱがணखされる

が、文࿣ （̑1596）年のܚ長大地਒により大෹が౗յする。ͦの後、଄営がଓけられるが、ܚ長19

（1614）年のᑓ৊໏文の໰୊により։ڙ؟ཆは延期されたままとなる。ํ広寺のՀཟは、江戸時代

のֆਤなどからͦの様子をӐうことができるが、これまでの発掘調査により、大෹殿基ஃや୆࠲

の遺構、回࿓・南門・石ྥ・石垣などが検出されている。

ೋ৚৓ʢ࢙跡چೋ৚཭ٶ
ㅭ㉅21ㅮ

ʣ　ಙ川Ո߁がক܉上བ時の॓所などを目తとして、ܚ長 （̔1603）年に

建଄した。ͦの規模は現在のೋ৚城の東ଆ３分の２ほどで、石垣と濠がҰॏに८らされた。ͦの

後、׮Ӭ３（1626）年̕月̒日から10日間かけて行われた後水ඌఱߖの行޾に向けて、大規模なվ

मが行われ、全ମが西ଆへ֦ுされた。ͦの時、本丸・ೋの丸が分けられ、෬見城のఱकをೋ৚

城のఱकにҠஙしたとされる。平成21年౓に行われたʮࡩのԂʯの発掘調査では、江戸時代前期

の੔地層、建物礎石などが検出され、ޚ水ඌఱߖのೋ৚城行޾にΉけて଄営されたޚ殿の遺構で

あることが明らかとなった。また、平成13年౓の調査では、ෆଗいな自然石を積み上͛た૑建期

の石垣が確認された。

෬ݟ
ㅭ㉅22ㅮ

৓　ʮ෬見城ʯとশされる安土౧ࢁ～江戸時代の城ֲとして、ʮࢦ月෬見城ʯとʮ木഼ࢁ෬

見城ʯがある。文࿣（1592）ݩ年にल٢のӅډ屋敷としてஙき࢝められた城ֲであったが、文࿣２

（1593）年のलཔ஀生後、ल٢が文࿣３（1594）年に自らの本城としてվஙし、本֨తな城ֲとなっ

た。しかし、文࿣ （̑1596）年̓月13日の大地਒で౗յし、新たに木഼ࢁ෬見城が଄営されること

となる。ࢦ月෬見城の࣮ମはෆ明な఺が多いが、北辺に૝ఆされるཱച通の調査で濠の可能性が
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。月෬見城の遺構と考えられているࢦ、みや石垣が検出されࠐい落ちߴ

木഼ࢁ෬見城は文࿣ （̑1596）年に࠶建された新たなʮ෬見城ʯで、ल٢が൩年をա͝したډ城

である。ܚ長 （̑1600）年の関ϲ原の戦いの前঍戦で西܉の໠߈をडけて落城し、׬全にমࣦして

いる。関ϲ原の戦いの後にಙ川Ո߁が࠶建にとりかかり、ͦの後はಙ川੓ݖの上ํにおけるڌ఺

となった。三代Ոޫまで、ಙ川ক܉はこのʮ෬見城ʯでক܉એ下式をࣥ行している。木഼ࢁ෬見

城跡は現在ʮ౧ุྕࢁ地（౧ޚࢁྉ地）ʯのҬ内にありҰൠのཱち入りはېじられているが、城ֲ

に൐う地形が良޷に遺存していることが判明している。

ल٢の木഼ࢁ෬見城と聚楽第の関࿈をࣔす࢙ྉとして、京都市ྺࢿ࢙ྉؗ蔵ʮ๛ਉࢯไ行ऺ࿈

ॺไ書ʯが͛ڍられる。石ా三成ら๛ਉޒࢯไ行が聚楽第のޚ殿を෬見にҠすよう໋ྩした文書

である。また、h 日本西࢙ڭʱにも聚楽第（຋༁ではʮ宮殿ʯと表記）がഁ٫された際に、ʮ関ന（˞

ल次をࢦす。ච者஫）所༗の金ۜٴͼՈ۩のوॏなるものは宮殿の遺ࡐとڞにօ෬見にӡൖせし

めたり
ㅭ㉅23ㅮ

ʯと記ड़されている。聚楽第からのҠஙと఻えられる建଄物は西本ئ寺ඈӢֳや大ಙ寺౜

門など各所に現存するが、主要な建଄物は෬見にҠされ、ܚ長 （̑1600）年の木഼ࢁ෬見城の落城

に൐ってমࣦしたようである。

（ӳ・古川　ঊو岡؛）

̎ ɽ調 査 ͷ ํ ๏ ɾ ஍ ܗ ɾ ૚ ং

̍ʣ調査ͷํ๏（第̑ਤ）

調査ର৅ൣғは、京都府ܯ察本部西ਞ଴機॓舎敷地内の大部分を઎める南北に長いʮ-ʯࣈ形

のൣғである。前ड़のように、調査は全ൣғを̑回に分ׂして࣮ࢪした。発掘ۀ࡞にあたっては、

調査ର৅ൣғを世界測地系（日本測地系2000）第ᶜ系の࠲ඪ値を基४に、̐ｍ୯位の東西・南北ྻ

で区分し、ͦして྆者のަࠩからҰ辺̐ｍのਖ਼ํ形区ׂりを設ఆした。報文でもこの区ׂりを౿

ऻし、基本తには東西のアルϑΝϕοトと南北の਺ࣈの૊み߹わせで地区名を表記することとす

る。ྫえばʮ̘̑地区ʯは、東西のʮ̘ྻʯ（:�-23,072～76ｍ）と南北のʮ̑ྻʯ（9�-108,332～

36ｍ）のަࠩする、̐mํ࢛のൣғをࢦす。

遺構、地形の平面৘報については上記で౷Ұするが、トレンチน土層の記録と上ۭからのࣸਅ

して報告すࡌܝӨしているので、各区ຖにਤ、ࣸਅをࡱ・Өは上ड़のとおり̑回に分けて記録ࡱ

る。トレンチの区分けについては、調査のணखॱに設ఆした。なお、本ߘで用いるʮトレンチʯは、

அりのないݶり今回の調査ର৅全ൣғをࢦすこととし、上記の分ׂしたൣғをࣔす৔߹は、ʮト

レンチ第１～̑区ʯの番号で区別し、表記することとする。

̎ʣ調査஍ͷ஍ܗͱ遺ߏ෼෍（第̒ਤ）

調査ର৅ൣғの現地表面はඪߴ約51ｍで、敷地内ではほ΅Ұఆであるが、遺構面のඪߴと堆積

ঢ়گは地఺によって大きなࠩがある。

調査地఺北部では現地表面から約0.5ｍ掘࡟した時఺で、近世の੔地層を検出した。੔地層上

面ではগ਺のϐοトを検出した。੔地層௚下では自然堆積の࠭᛽層を検出し、この自然堆積層上
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第̑ਤ　調査トレンチ地区ׂਤ（4�1/400）

面で中世の土坑Ｓ̠30・33およͼ近世の柱穴Ｓ̥22、土坑Ｓ̠25～29・38・40をؚΉ遺構܈を確

認した。このൣғ以֎は֧乱をඃり、੔地層・遺構の࢒存が良޷なのは̚11～̞11地区の෯2.5m

のଳঢ়ൣғにݶられる。ちなみに、近世の੔地層は調査地఺の大部分を෴った大規模な଄成層の

Ұ部である可能性がߴいが、平面తに検出できたのはこのൣғのみである。なお、この周ғの֧

乱はͦれほどਂくないことから、本དྷ存在した遺構はઙく小規模だったと考えられ、10ྻ以南の

遺構܈とは様相をҟにする。

中ԝ部北よりの̓～10ྻでは࠷も多くの遺構が分布し、全て自然堆積の࠭᛽またはシルト層上

面で検出した。東西で様相がҟなり、西ଆの(・)̓～10地区は大部分が土坑Ｓ̠76・77・96と

いった近世の大規模なՐࡂॲཧ土坑・廃棄土坑で埋めਚくされている。東ଆの&・F̓～10地区

では土坑Ｓ̠47・83、井戸Ｓ̚84等の近世の廃棄土坑、井戸が਺多く分布し、町屋裏खの様相を
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ࣔす。東୺の%̓～11地区ではൺֱత小規模な土坑がີにॏෳし、主な遺構では中世の土坑Ｓ̠

60、近世の土坑Ｓ̠42・44・75・101等を検出した。

中ԝ部南よりの̐～̒ྻでは、東ଆの%・&・F̐～̒地区で地表面からのਂさ̑ｍ近くの大

規模な֧乱が存在し、遺構は確認できなかった。中ԝ部西よりの(̐～̒、)̑～̒地区では、

自然堆積のシルト層上面で中世の井戸Ｓ̚90をはじめとする遺構をগ਺検出した。このൣғは遺

構検出面のඪߴが約48.̑～48.8ｍと以北の遺構検出面より１ｍ以上௿い。西ଆの̞̑～̒地区で

は近世の土坑Ｓ̠120等を検出した。このൣғでは、遺構検出面のඪߴが約50mで北ଆの̓～12

ྻとมわらないが、南ଆではܹٸにඪߴが下がり、̞̑地区から̞̐地区にかけて、約２ｍ以上

のஈࠩが生じる。

南ଆの２～３ྻでは、遺構検出面のඪߴが47.5～48.5ｍとなり、̐ྻ以北とൺֱすると約1.5～

2.5ｍのߴ௿ࠩがある。東西でもࣼ܏し、遺構検出面である自然堆積層上面のඪߴがトレンチ東

୺から西୺にΉかってঃʑに下がり、࠷大１ｍ以上のߴ௿ࠩがある。遺構を検出した自然堆積層

上面はԫ׊৭のਫ਼良な೪土である。น土や楽মの陶土として௝ॏされるʮ聚楽土ʯは、聚楽第跡

で採掘されるこの種の೪土をࢦす。東ଆの"・#・$２～３地区では、聚楽第所用の金箔瓦がࠞ

入していた近世の井戸Ｓ̚01を検出したが、このଞに、土坑Ｓ̠02・04等の、２～１ܘｍの平面

ԁ形のઙい土坑܈を多਺検出した。これらの土坑܈は、೪土層を掘りൈき、下位のݻݎな࠭᛽層

に౸ୡしたஈ֊で掘࡟をऴྃすることから、聚楽土採掘坑と考えられる。中ԝ部の%２・３～F２・

３地区にかけては、聚楽土採掘坑܈よりҰஈ֊古い、長ํ形の大ܕ土坑Ｓ̠10を検出した。(２・

３地区を見ると、(２地区では土坑Ｓ̠67・71といった聚楽土採掘坑܈が఺在するが、(３地区

では、̛３地区の土坑Ｓ̠52・53等の聚楽土採掘坑܈の西ଆに઀して、北ଆの̑ྻ以北のඪߴの

が上ঢするҌঢ়の自然堆積層の地形を検出した。)２・３地区では聚楽ࣼ܏い平ୱ面に向かいߴ

土採掘坑に੾られる人޻తな଄成層Ｓ̭55を検出した。̞２地区では੝土層Ｓ̭100を検出し、

Ｓ̭100をഁյして掘られた土坑や井戸がॏෳして分布していた。

。南୺の１・ʵ１ྻでは調査トレンチの東西をԣஅする中世຤期の石垣Ｓ̬105を検出した࠷

̝１・ɻ １地区では、石垣Ｓ̬105とॏෳする井戸Ｓ̚111等の近世の遺構がෳ਺分布し、&１・ɻ

１地区でも現代の井戸を検出した。調査地南୺部はඪߴが࠷も௿く、聚楽第本丸南濠の掘࡟をؚ

め、自然༙水利用のための土地利用がなされたようである。

本調査地での遺構はほ΅全て自然堆積層上面で検出されたが、自然堆積層の層ংは、おおまか

に上層の࠭᛽層、中層のシルト・೪土層、下層の᛽層から構成され、ほ΅水平に堆積している。

上層の࠭᛽層はࡉ～中ཻ࠭を主ମとして大ܕの᛽を多量にؚΉకりのऑい層であるが、下層の᛽

層は小ܕの᛽を多量にؚΉݻݎな層である。中層はシルト層と೪土層にさらにࡉ分され、シルト

層が上位に堆積し、下位になるにैって઴Ҡతに೪土層にҠ行する。この೪土層がʮ聚楽土ʯと

考えられるが、中層内でのシルト層と೪土層の堆積は地఺によって質、層ްにかなりのมಈがあ

る。上層の層ްは約１～1.5ｍ、中層の層ްは約１～1.5ｍ、下層の層ްは３ｍ以上である。トレ

ンチ北部から中ԝ部の̒ྻ以北の遺構は上層の上面で検出され、トレンチ中ԝ部から南部の̒ྻ



京都府遺跡調査報告集　第 øüý 冊

-øý-

第̒ਤ　トレンチ全ମ遺構分布・地形ਤ（4�1/300）
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以南の遺構は中層の上面で検出されている。

̏ʣ૚ং

南東部のトレンチ第１区東น（第̓ਤ）では、地表面のඪ50～51ߴｍまでが広ٛの表土層で、ͦ

の௚下では北部̚11～̞11に分布する近世の੔地層とࣅた質の᛽層（第14層）を検出した。この層

を࠷上層とする第17層までは、᛽やϒϩοΫ質土をؚΉࠇ・փ৭土層で୹期間に形成された近世

の଄成層と考えられる。ඪ49～50ߴｍまで１ｍの層ްをࣔす。第17層の下面から自然堆積層上面

まではさらに１m下がるが、この間の堆積層はෳ਺の土坑がີに੾り߹ったঢ়ଶをࣔし、上位の

堆積層が基本తに安ఆした水平堆積であるのとରরతである。東น෇近の#・̘２～３地区では

聚楽土採掘坑܈がີに分布することから、東นにみられる土坑܈のॏෳも聚楽土採掘坑をࣔすも

のであろう。ͦして、これらの層上面のඪߴが49ｍ෇近であることから、近世前半ஈ֊の地表面

ඪߴはこの෇近と考えられる。

トレンチ第１区南น（第̔ਤ）では現代の֧乱が著しいが、ඪ50～48.5ߴｍまで堆積する第̓～

14層が東นの近世଄成層に相当する堆積である。下位には東นと同様に聚楽土採掘坑܈をࣔす第

15～23層が堆積する。第24・25層は土坑Ｓ̠10の埋土である。南นはＳ̠10の南น面にほ΅ॏෳ

するため、Ｓ̠10の掘形ଆ面が観察できるが、自然堆積層に約２ｍ間ִでॎ1.0～1.5ｍ、Ԟ行0.4

～0.5ｍのਨ௚の੾りࠐみঢ়のࠟ跡が３か所ࠁまれている。ৄࡉな性֨はෆ明であるが、ྫえば

土坑掘࡟に際してのۀ࡞୯位をࣔすものとਪ測される。

南西部のトレンチ第２区南น（第̕ਤ）では、ඪ48.0～49.5ߴｍ෇近まで近世の଄成土が堆積し

ている。この上面から掘࡟される第11～12層は位置関܎から井戸Ｓ̚111の埋土ٴͼ裏ࠐ土層と

考えられる。ඪ48.0ߴｍの෇近の面から聚楽土採掘坑が掘࡟され、第55・61～67層が相当する。

南西部ではトレンチ第２・̐区の西น（第10ਤ）を同Ұนとして記録した。現代の堆積層第１層

の形成によって࡟平されるが、近世の଄成土（第11～36層）がްく堆積し、特に南୺の第11層から

第29層までは࠭質と೪質の層がࡉかい୯位でޓ層ঢ়にࣼめに堆積している。この地఺は聚楽第本

丸南濠に近く、聚楽第のഁ٫後もԜ地であったとਪ測されるため、特に଄成にあたって޻法に഑

ྀしたことをࣔす堆積である。第37～60層は、聚楽第ഁ٫後から上記の଄成が։࢝されるまでの

時期の堆積である。西นの中ԝ部から北にかけて堆積する第38～49層は、ඪߴのߴい北ଆから南

ଆに向かって土࠭が自然に流れ、؇やかなࣼ面が形成されたことをࣔしている。西น中ԝから南

にかけての堆積層の৭調はやや੨ຯをଳͼるが、特に南୺部の第54～58層はݦ著にάϥΠ化して

おり、ඪߴが࠷も௿い調査トレンチ南西۱に水がཷり࣪地化していたことをࣔす堆積である。上

ड़の近世଄成土の堆積ঢ়گともݺԠするڥ؀であろう。第61～63層は聚楽第所用の金箔瓦をؚΉ

聚楽第本丸南濠Ｓ̭110の埋土で、第64・65層はͦれͧれ੝土Ｓ̭100、଄成層Ｓ̭55である。各

遺構については後ड़する。

トレンチ第２区北น（第11ਤ）では、表土௚下の第̒～16層が近世の଄成土と考えられ、ඪ49ߴ

～51ｍ෇近までްく堆積している。ͦして、第17～25層は聚楽土採掘坑か井戸と考えられる遺構

の埋土である。この地఺の土層で特徴తなのが第26～43層で、大量の᛽がࠞじる࠭層がෳ਺の୯
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第̔ਤ　第１区　南น土層ਤ（4�1/100）
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第10ਤ　第２・̐区　西น土層ਤ（4�1/100）
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第12ਤ　第３区　北น土層ਤ（4�1/100）
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位で堆積し、෯6.5ｍ、ߴさ1.0ｍにわたり、ෆ自然に୆ঢ়に੝り上がる。人ҝతに形成された堆

積層のようである。௚下の第45～47・49層はトレンチ第２・̐区西น（第10ਤ）の第43・46・50・

51層と同Ұ層で、第48層をؚめ、聚楽第ഁ٫後に北ଆから自然に流れこんだ堆積層と見られる。

したがって、第26～43層は聚楽第ഁ٫後にҰఆ期間たってから形成されたことが分かる。聚楽土

採掘坑܈と同時期の可能性がある。また、このൣғのみ自然堆積層のඪߴがߴく、聚楽土がൺֱ

తްく堆積していた。この自然堆積層のߴまりは南に向かってઉঢ়に৳ͼる（第̒ਤ̜２・３地区）

が、ͦの上面に大量の᛽が堆積し、南へ向かって؇やかに下降するࣼ܏面を形成していた。トレ

ンチ南部の１～ʵ１ྻのൣғが上ड़のように聚楽土採掘、井戸掘࡟で土地利用されていることを

ؑみると、第26～43層はඪߴのߴい北ଆから降りるため近世ஈ֊に形成されたҌঢ়の通路のҰ部

とਪఆされる。

トレンチ第２・̐区西นから北は֧乱が著しいためলུし、トレンチ第３区北น（第12ਤ）にҠ

る。トレンチ第３区では現代の多層建ங物に൐う֧乱が著しく、近世の଄成土は土層นからは確

認されなかった。自然堆積層上面のඪߴは、࠷も࢒りの良い地఺で50.5ｍであるが、ඪ50ߴｍよ

りਂく掘࡟された地఺では遺構が遺存していない。چ地表面のඪߴを෮原するखがかりとなりಘ

る。

トレンチ第３区東นは第１～11層までが近現代の堆積である。また、第12・13層が近世の଄成

土の可能性のある堆積である。第12・13層௚下では中世～近世の遺構埋土が堆積している。自然

堆積層である࠭᛽層上面を検出したඪߴは࠷もߴい地఺でඪ50.7ߴｍであるが、૯じてඪ50.0ߴ

ｍあたりで検出されている。トレンチ第３区南୺では遺構面が大規模な֧乱で࡟平されている。

以上の検౼からトレンチ全ମの堆積ঢ়گを模式తにࣔしたのが第14ਤである。東นを北୺から

見ると、̘12～̒地区まではඪ50ߴｍの自然堆積層上面で安ఆతに遺構が検出されるが、֧乱を

はさんだ"３～ʵ１地区では自然堆積層上面のඪߴは48ｍに下がっている。ඪ49ߴｍのچ地表面

から集中తに掘りࠐまれる聚楽土採掘坑による地形վมの݁Ռであろうが、本དྷతにچ地形のඪ

をडけていないはͣの西นでよりڹのӨ࡟௿ࠩは、聚楽土掘ߴが௿かった可能性がある。このߴ

௿ࠩが2.0ｍ存在し、本ߴ著である。自然堆積層の落ࠩは2.5ｍ、଄成層Ｓ̭55の上面からでもݦ

調査トレンチの大きな地形త特徴をࣔしている。自然堆積層が安ఆして水平堆積することから自

然地形とは考えがたく、平安宮や聚楽第଄営との関࿈性が஫目される。西นは̞̔～̞12地区に

かけて大きな֧乱をඃっているが、この間に所在するトレンチ内遺構面のඪߴから、東นと同様

にඪ50ߴm෇近が自然堆積層上面とਪఆされる。トレンチ第１～̐区では中近世の遺構上面に分

ްい଄成層の堆積を確認した。この層の性֨は、上面のඪߴが上ड़の自然堆積層とほ΅同じであ

ることから、上ड़のچ地形のߴ௿ࠩをղফし੔地するのが目తであったと考えられる。南นでは

̝・̞２地区でこの層を掘りࠐんで形成される近世の井戸Ｓ̚111を確認しており、同じ近世で

も଄成前と後で遺構の性֨のࠩが؃औされる。なお、トレンチ第̑区の南นは敷地ڥ界に近く、

安全確อのため土層の記録は行わなかった。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（古川　ঊ）
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第15ਤ　土坑Ｓ̠80・85・104平・அ面ਤ（4�1/40）

̏ ɽݕ ग़ 遺 ߏ

̍ʣח૔ ʙࣨொ࣌୅

౔�5̨̠޵（第15ਤ）　トレンチ東୺部のＤ̔地区で検出した土坑である。この地఺ではＳ̠

80・85・104の土坑が検出され、Ｓ̠85は࠷も古い時期の土坑である。土坑は調査トレンチ内で

存規模は࢒せͣ、トレンチ以東に延ͼる。北半分が江戸時代の土坑に੾られ、トレンチ内の݁׬

南北1.0m、東西1.3ｍ、遺構面からのਂさ0.45ｍである。ただしॏෳする土坑Ｓ̠80・104に埋土

上層が੾られるため埋土࢒存ߴは0.2ｍで、࡟平のため平面形ଶはෆ明である。以上のように遺

構の࢒存ঢ়گはѱいが遺物の出土量は多く、主に土師器ݸ15ࡼମ以上、ଞには瓦器࿶、ന磁࿶、

੨磁࿶、陶器ᙈ、瓦が出土している。埋土には、全長̑～15Dmの᛽もগ量ؚまれていた。Ｓ̠

85の性֨は、遺物の出土ঢ়گから廃棄土坑と考えられる。

なお、Ｓ̠85より新しいＳ̠104は、さらに新しい土坑Ｓ̠80の形成によって大部分が࡟平され、

平面形ଶ・規模はෆ明である。গ量のࡉยしか遺物が出土していないが、土師器ࡼの特徴から15

世ل代にൺఆされる。

౔̨̠޵��（第̒ਤ）　トレンチ北部の̛11地区で検出した。江戸時代の土坑Ｓ̠32とॏෳし、

南部は֧乱によって大規模に࡟平されている。࢒存規模は東西0.5ｍ、南北0.4ｍ、遺構面からの

ਂさ0.1ｍである。平面形ଶはԁ形の可能性がある。土師器ࡼ、東೻系須恵器ുが͝くগ量出土

した。土坑Ｓ̠85よりやや古く13世ل後半と考えられる。

今回の調査では平安宮梨本院の時期の遺物がগ量出土しているが、平安時代の遺構は検出され

ていない。したがって、13世ل後半～14世ل代にൺఆされる土坑Ｓ̠33・85が࠷も古い時期の遺

構である。
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౔̨̠޵��（第15ਤ）　トレンチ東୺のＤ̓地区で検出した土坑である。上ड़の土坑Ｓ̠85・

Ｓ̠104とॏෳして検出した。Ｓ̠80はこの中では࠷も新しい戦国時代の土坑である。土坑は調

査トレンチ内で݁׬せͣ、トレンチ以東に延ͼる。北୺およͼ西୺が江戸時代の土坑に੾られる

が全ମతに࢒りは良޷で、トレンチ内の࢒存規模は南北0.65ｍ、東西1.2ｍを測る。遺構検出面か

らのਂさは0.5ｍで、平面形ଶはପԁ形の可能性がߴい。埋土の上層からは土師器ࡼが̔ݸମ以

上出土した。土師器ࡼは大部分が小ย化しておりܭ測できないഁยも多く出土したことから、土

師器の਺量はかなり多かったとਪ測される。上層の遺物出土ൣғはトレンチนଆに集中している

ことから、土坑の本ମはトレンチ以東と考えられる。また、下層からは、上層の遺物出土ൣғの

西ଆにྡ઀する地఺で瓦質ುの上半部が出土した。遺物の出土ൣғが上層と下層でҟなることか

ら、別の遺構である可能性も考ྀしたが、埋土の堆積ঢ়گからは同Ұ遺構埋土の上・下層とਪఆ

されるため、この遺物もＳ̠80に൐うものとする。瓦質ುはยํのഁยが෬せられたঢ়ଶで出土

したが、もうยํのഁยが内面を上に向けたԣ位で出土したことから廃棄したようである。

౔̨̠޵��（第16ਤ）　調査区北西୺෇近の̝11・12地区で検出した土坑である。東部が江戸

時代の土坑Ｓ̠40とॏෳしている。また、土坑の中ԝ部から西部にかけて֧乱をඃって著しい࡟

平をडけており、遺構のఈ部෇近しか࢒っていない。࢒存長は南北1.4ｍ、東西1.3ｍ、遺構検出

面からのਂさは0.15ｍを測る。平面形ଶはෆ明である。土坑中ԝ部で大ܕの瓦質Րുが出土した

（第38ਤ161）。࡟平のӨڹをडけている可能性があるが、遺構のఈ部からएුׯいて検出された

ことから廃棄された遺物と考えられる。

౔6̨̠޵�（第17ਤ）　東部北دりのＤ̔地区で検出した土坑である。北୺部と南西部が上層

第16ਤ　土坑Ｓ̠30・40平・அ面ਤ（4�1/40）
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の江戸時代の遺構によってഁյされているが、全ମతな遺存ঢ়گは良޷である。南北の࢒存長

2.0ｍ、東西の長さ1.3ｍ、遺構検出面からのਂさ0.8ｍを測る。平面形ଶはପԁ形か۱丸ํ形と考

えられる。検出面から土坑ఈ部まで、全長̑～20Dmの᛽と主に中世の遺物が出土した。遺物の

内༁は土師器ݸ75ࡼମ以上、瓦質ು・ז・ു、陶器すりു、੨磁࿶、ന磁࿶・ᆵ、鉄ఝ等である。

土坑の平面形ଶがఆ形తであるため調査当ॳは土ᆮุ等の可能性も考ྀしたが、遺物の出土ঢ়گ

には特に規ଇ性が認められͣ出土量も大量であることから、遺構の性֨は廃棄土坑と考えられる。

特徴తな遺物として、土坑Ｓ̠30からの出土ࢿྉとよくࣅる大ܕの瓦質Ր （ു第36ਤ91）が埋土下

層から出土した。なお、ݢ瓦をؚΉ瓦もҰఆ量出土したが、Ｓ̠60より古い平安時代に૎る時期

のもので（第34ਤ27）、平安宮梨本院に෇ଐする瓦෪建物が調査地の近ྡに存在した可能性をࣔし

ている。

Ｓ̠60の堆積土には୸化物が多量にؚまれ、埋土の৭は૯じてࠇ৭系をఄしԫ׊৭ཻ࠭をؚΉ

層もあることから、୹期間で人ҝతに埋められたと考えられる。なお、Ｓ̠60の記録にあたって、

遺構内の南北࣠、東西࣠を基に̐区ըを設ఆし、出土位置の཈えられる遺物はこの区ըຖにऔり

上͛た。

Ҫ̨̚ށ��（第18ਤ）　トレンチ中ԝ部南よりの̜・̝̐地区で検出した井戸である。Ｓ̚90

の周辺は自然堆積層上面のඪߴが北ଆ、西ଆとൺ΂て１m以上௿く、࡟平をडけているものとਪ

ఆされる。井戸の東୺部は大規模な֧乱にྡ઀するが、࡟平等のӨڹはඃっていない。平面規模

は東西2.0m、南北1.95ｍを測るԁ形の井戸で、埋土を約2.3ｍ掘࡟したஈ֊で多量の༙水が生じた

ため掘࡟をऴྃした。埋土は୸化物を大量にؚΉ層とシルト層がޓ層ঢ়に堆積するが、୸化物層

をはさんで上下に堆積するシルト層は৭調・土質がほとんど同Ұである。したがって、Ｓ̚90は

第17ਤ　土坑Ｓ̠60平・அ面ਤ（4�1/40）



京都府遺跡調査報告集　第 øüý 冊

-ú÷-

シルトと୸化物をަޓに井戸内に౤入する行ҝにより୹期間に埋め໭されて廃ઈされたようであ

る。遺物の出土ঢ়گには明ྎな܏向が認められͣ、埋土内の上下の層を໰わͣ大量に出土した。

井戸の廃ઈに൐い廃棄されたものであろう。特に土師器ࡼが多く出土し、690ݸମ以上を確認した。

このଞには੨磁࿶・ࡼ・ു、ന磁࿶、੨Ֆ࿶、大ܕの瓦質Րു、ఝなどの鉄製品が出土している。

瓦質Րുは上ड़の土坑Ｓ̠30・60出土ࢿྉとの関࿈性が૝ఆされる。なお、Ｓ̚90の記録にあた

って、遺構内の南北࣠を基に東西の２区ըを設ఆし、出土位置の཈えられる遺物はこの区ըຖに

औり上͛た。

Ｓ̚90の周辺には江戸時代の井戸が఺在し、戦国時代、江戸時代で同様の土地利用がなされた

ことがӐえる。位置がچ地形平ୱ面の南୺部にあたることがӨڹしているのであろう。またＳ̚

90の掘࡟により、遺構面から約2.0ｍのਂ౓で自然堆積層がԫ׊৭೪土からݻݎな᛽にม化する

ことが判明した。この時఺で༙水が生じ、さらに掘࡟すると༙水がよりݦ著になったことから、

この᛽層が地下水のಁ水層と考えられる。᛽層上面のඪߴは46.5ｍで、トレンチ南部の石垣Ｓ̬

105土層観察地఺（1）～（3）で検出した同層上面のඪߴとほとんどมわらない。

౔̨̠޵��（第̒ਤ）　トレンチ中ԝ部東よりの̛̓地区で検出した。江戸時代の土坑Ｓ̠49・

97によって東西୺が࡟平されている。࢒存規模は東西0.9ｍɼ南北0.45ｍ、遺構面からのਂさ0.5

ｍである。平面形ଶは۱丸ํ形の可能性がある。土師器ࡼが਺఺出土した。土坑Ｓ̠30・60・

80、Ｓ̚90と同じく、戦国時代の遺構と考えられる。

̏ʣ̓ ౔౧࣌ࢁ୅

଄੒૚̨̭55（第19・20ਤ）　トレンチ南西部の)・*２～̐地区にかけて検出した଄成層である。

本調査地఺の自然堆積層は主に明ԫ׊৭೪土層（聚楽土）、࠭᛽層で構成されるが、自然堆積層上

第18ਤ　井戸Ｓ̚90平・அ面ਤ（4�1/40）
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面の検出ඪߴをみるとトレンチの南部と北部で約２ｍのߴ௿ࠩがあり、଄成層Ｓ̭55北部の

9�-108,340ｍ෇近でܹٸなஈࠩが形成されている。଄成層Ｓ̭55は、このஈࠩのࣼٸ面と下ஈの

平ୱ面にまたがって検出した。トレンチ内での検出ൣғは南北約10.0ｍ、東西5.5ｍである。

଄成層Ｓ̭55はԫ׊৭೪土層、ԫ׊৭シルト質೪土層、׊ࠇ৭࠭層、׊৭࠭層から構成される。

ԫ׊৭系の堆積土は、自然堆積層の明ԫ׊৭೪土層（聚楽土）をݯىとし、׊ࠇ৭・׊৭࠭層は自

然堆積の࠭᛽層とچ表土から構成されると考えられる。଄成層Ｓ̭55は、上記の土質の堆積層が

な堆積層である。下ஈ部平ୱ面における଄成層ݻݎめて形成されたݻ層ঢ়にಥきޓかい୯位でࡉ

Ｓ̭55の分布ൣғは、自然堆積層上面のඪߴが東ଆの(２・３地区以東にൺ΂て࠷大で約１ｍ௿

い位置である。トレンチ南西部（トレンチ第２・̐区）西น（第20ਤ）では、自然堆積層上ஈ部から

下ஈ部にかけてのࣼ面部にも଄成層Ｓ̭55の堆積を確認した。ࡉかい୯位で積まれた土層が安ఆ

したঢ়ଶで堆積しているため、上部から่れて流入した土層とは૝ఆしがたく、原位置をอって

いるようである。

଄成層Ｓ̭55の形成にはඞ要な土量の多さとಥきݻめに要する多大な࿑ྗから、相当量の人һ

がಈһされた、と考えるのが自然であろう。଄成層Ｓ̭55からは遺物が਺఺出土しており、聚楽

第ங城௚前の時期の土師器がؚまれている。後ड़する੝土Ｓ̭100、石垣Ｓ̬105との位置関܎か

らҰ࿈の遺構と判அされ、聚楽第ங城に൐う଄成層と考えられる。

଄成層Ｓ̭55の性֨として第Ұに૝ఆされるのは、̞２・３地区におけるچ地形のඍࡉなߴ௿

ࠩをղফし、ͦして̞̐地区のࣼٸ面のԜತを平面తに੔えนঢ়に形成した可能性である。ͦし

て第ೋにߴ௿ࠩ２ｍ以上のܹٸなஈࠩを埋めて平ୱ面を南に設けた可能性、第三に第ೋの޻ఔに

加えさらにߴく土を積み上͛た可能性が͛ڍられる。なお、第ೋ、三の৔߹は当然̝地区以東に

もＳ̭55が堆積していたはͣであるが、چ地形がԜんでいたトレンチ西୺部以֎の଄成層は、聚

楽第ഁ٫等によって׬全にআڈされている、とのղऍが可能である。

੝౔̨̭1��（第19・20ਤ）　トレンチ南西୺෇近の̞１・２地区で検出した堆積層で、଄成層

Ｓ̭55を構ஙした後の੝土である。トレンチ内での検出ൣғは南北約3.6ｍ、東西約0.9～1.2ｍで

ある。଄成層Ｓ̭55をҰ୴掘りࠐんでからͦの上部に形成された堆積層で、上面がＳ̭55より約

0.1mߴくོىしていたため、੝土と表記した。଄成層Ｓ̭55と同様に、೪質・࠭質の土層がࡉ

かい୯位でޓ層ঢ়にୟきకめられて構成されるが、଄成層Ｓ̭55とൺ΂て᛽を多くؚみ、堆積୯

位もҟなるため区別が可能である。แؚされる᛽は丸みをଳͼている。੝土Ｓ̭100は南୺部で

地ࢁ面を掘りࠐんでいることを確認しており、相当なॏ量に଱えることを主؟に形成された堆積

層と考えられる。

੝土Ｓ̭100の東ྡりには江戸時代の井戸、೪土採掘坑がॏෳするため、本དྷの分布ൣғはෆ

明であるが、੝土Ｓ̭100にؚまれるものと近ࣅした形ଶの᛽がྡ઀する江戸時代の土坑Ｓ̠

114・井戸Ｓ̚56の埋土内にؚまれていた。੝土Ｓ̭100は、土質が଄成層Ｓ̭55と近ࣅすること、

トレンチ南西部（トレンチ第２・̐地区）西นの堆積ঢ়گ（第20ਤ）から੝土Ｓ̭100と଄成層Ｓ̭

55の下୺がほ΅同じඪߴであることから、଄成層Ｓ̭55とҰ࿈の堆積層と判அされる。また、੝
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第20ਤ　଄成層Ｓ̭55・੝土Ｓ̭100・石垣Ｓ̬105南北土層ਤ（4�1/50）
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土Ｓ̭100の南୺部は石垣Ｓ̬105裏ࠐの掘࡟地఺とほ΅઀することから、石垣の構ஙとの関࿈性

を૝ఆできる。ྡ઀する଄成層Ｓ̭55をؚめ、聚楽第本丸南辺石垣を構成する堆積層の可能性が

。いߴ

ੴ̨̬֞1�5ɾ11̨̭߼�（第21ਤ）　石垣Ｓ̬105は聚楽第本丸南辺の石垣で、̗１・ʵ１地

区から̞１・ʵ１地区にわたって約32ｍ検出した。ただし、安全を確อするために東୺部は石積

みの延長を確認した௚後に埋め໭しており、ਤࣔできたൣғは長さ約30ｍ分である（第21ਤ）。検

出面のඪߴが現地表面より約3.0～3.5ｍਂく、検出地఺が多層֊建物の௚下であったにもかかわ

らͣ良޷なঢ়گで遺存していた。ैって、調査地఺以東・以西でも石垣は遺存している可能性が

い。濠Ｓ̭110は石垣Ｓ̬105に面する聚楽第本丸南濠である。今回の調査成Ռと敷地南ྡのୢߴ

າ公Ԃ内の第10、49地఺の発掘調査成Ռから（第̐ਤ）、෯約40ｍの濠とਪఆされる。本トレンチ

では、濠の北辺部を検出した。

石垣Ｓ̬105・濠Ｓ̭110の報告については、本調査トレンチの地区ׂを用いる。ただし、南北

ྻの਺ࣈは表記せͣ、東西ྻのアルϑΝϕοトのみを用いる。各地区͝とに主要な石ࡐに番号を

つけ、区ׂりのアルϑΝϕοトと石ࡐ番号の૊み߹わせで報告するが、アルϑΝϕοトを小文ࣈ

で表記する。なお、石垣48105の構଄と検出ঢ়گより、西から東に向かってアルϑΝϕοトの

。ॱに̞地区から報告することとするٯ

石垣の石ࡐには、Ұൠに石垣本ମを構ஙするʮங
ㆤㆌㆂ㆗

石ʯ、石垣࠷下ஈのʮࠜ
ㆭ ㆂ ㆗

石ʯ、ங石間のۭܺを

埋めるʮ間
ㆾ ㆥ ㇁ ㆂ ㆗

٧石ʯʮ٧
ㆤ㇁ㆂ㆗

石ʯ、より大きなܺ間を埋めるʮ間
ㆀㆂㆂ㆗

石ʯ、ʮங石ʯを安ఆさせӍ水等をഉ水す

るために裏
ㆄ㇉㆔㇁

܀をॆరするʮࠐ
㆏㇊ㆂ㆗

石ʯ、ਾわりを調੔するためにʮங石ʯの࿬にਾえるʮ಑
ㆩㆄㆉㆂㆂ㆗

հ石ʯ、ʮங

石ʯの石
ㆂ㆗㆘㇊

৲にਾえられるʮ৲
㆗㇊ㆉㆂㆂ㆗

հ石ʯ等が存在する。なお、この石ࡐの区分は৫๛系城ֲの૊৫త

なங଄が全国తにల։して以降の֓೦であり、ॳݯ期の平城である聚楽第にద߹しないものもあ

るが、ศٓతに用いることとする。また報文で৮れる石ࡐの種類は、அりのແいݶりʮங石ʯと

する。

̜ɾ̝ɾ̞஍ （۠第22ਤ）

̞地区では２ஈのங石ྻを確認した。西୺部北ଆには੝土Ｓ̭100がྡ઀している。上ஈにな

らͿ石３～１̸ࡐは大きさがほ΅ଗっている。下ஈは、石̸̐ࡐがやや大きくਖ਼面形ଶも੔って

いるのにରし、石̸̑ࡐはෆఆ形で、྆ྡの̸̐と̷２の間には間石を用いている。裏ࠐめのް

さ（ங石の石৲から自然堆積層までのڑ཭をࢦす。以下同）は、石３・２̸ࡐのഎ面で約1.0ｍで

ある。ங石̸２は緑փ৭をఄし、ଞの石ࡐとはҟなる特徴を༗する。࠷も可能性がߴいؠ石種は

文
㇂㇓㆗㇇ㆄㆯ㇓ㆋ㇓

৅ ൗ はߴの可能性もわͣかにある。遺構を検出した自然堆積層上面のඪؠであるが、流໲ؠ

47.2～47.4ｍである。

̝地区では࠷大̐ஈのங石ྻを確認した。石１̷ࡐ～̐と̷̑～̕の間はங石が現存せͣ、江

戸時代の井戸Ｓ̚111の掘࡟に൐いআڈされている。井戸Ｓ̚111は石૊井戸であるが、石垣Ｓ̬

105からൈきऔった石ࡐをҰ辺0.15ｍ～0.3ｍまでࡅき、井戸の石૊のҰ部としている。また、石

３は・１̷ࡐ利用され、石࠶は井戸Ｓ̚111の石૊のҰ部としてͦのまま̕～̷̑、̐・１̷ࡐ
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東ଆ面が井戸Ｓ̚111のۂઢにԊってׂられている。井戸Ｓ̚111からの༙水が著しいため石垣ఈ

部までの掘࡟はஅ೦したが、ਂ࠷部のඪ45.2ߴｍまでで、石１̷ࡐ～̐の̐ܭஈを確認した。井

戸Ｓ̚111によって石１̷ࡐは本དྷの位置よりやや東に下ってࣼ܏し、石̷̓ࡐは現代建ங物の

基礎ߌଧ設に൐ってやや北にҠಈしているが、当ॳの構ஙঢ়گをおよͦอったঢ়ଶで検出した。

̝地区では井戸Ｓ̚111以֎にも江戸時代の井戸、土坑が石垣Ｓ̬105にྡ઀するため、自然堆積

層上面のඪߴはߴ࠷地఺が47.8m、࠷௿地఺が46.75ｍとࠩがある。裏ࠐめのްさは石̷̑ࡐのഎ

面で0.7mを測る。

̜地区では̐ஈのங石ྻを確認した。石ࡐの構ஙঢ়گが࠷も良޷に遺存する地区である。各ங

石の前面の形ଶが自然石でありながら長ํ形に近く、前面下辺がほ΅水平にਾえられている。ま

た、࠷上ஈの石３̶ࡐ・̑の上面のඪߴが自然堆積層上面よりややߴく、トレンチ内では࠷も࢒

存ঢ়گが良޷である。ங石は̞・̝地区とൺֱすると大Ϳりである。ங石同࢜は、前面୺部では

なく಑部で઀するため前面の間ܺが大きくなり、各ங石間には間٧石、٧石を഑する。また̶１

と̶̒の中間に഑される̶２は、間石の可能性がある。ங石前面のࣼ܏は石ຖにまちまちである

が、全ମではࣼ܏が安ఆしங石のԣ目地が各ஈでͦろっている。石垣Ｓ̬105のங石は、観察し

うるݶり基本తに෯にൺしてԞ行きが長くなるように積まれるが、石１̶ࡐのみԞ行きが୹い。

積みํのもうҰつの特徴としてங石の前面と上面が平らになるように向きを調੔する܏向があ

り、̶１はこの৚݅にԊうように഑置した݁Ռ、Ԟ行きが୹くなったものとਪఆされる。裏ࠐめ

のްさは石１̶ࡐのഎ面で1.35ｍ、̶３のഎ面で0.6mを測る。

̙ɾ̚ɾ̛஍ （۠第23・24ਤ）

̛地区では、３～̐ஈのங石ྻを確認した。西部は̜地区の延長で良޷に遺存しているが、地

区中ԝ部で֧乱をඃっており、石̵̓ࡐ・̕の上ஈ石ࡐがআڈされている。̵̓より南ଆの濠Ｓ

̭110埋土内からやや小ͿりなՖቋؠが出土しているが、่落した石垣石ࡐと考えられる。また、

石̵̐ࡐと̵̓の中間には᛽ࠞじりシルトが堆積しており、この層からは江戸時代の遺物が出土

した。東にྡ઀する石̵̔ࡐは石垣Ｓ̬105を構成する石ࡐでは࠷大である。下に積まれる石ࡐ

̵10・̵11も大ܕで、石8̵ࡐ上୺部から̵11下୺部までのߴ௿ࠩは約1.6mである。石11̵ࡐよ

り下位には石ࡐが確認されないことから、石11̵ࡐは石垣Ｓ̬105の࠷下ஈすなわちࠜ石と考え

られる。同地఺では井戸内からの༙水のため、石11̵ࡐ下୺から約0.2ｍ下のඪ45.8ߴｍのਂ౓で

調査に൐う掘࡟を中அした。裏ࠐめのްさは石̵̔ࡐのഎ面で0.65m、̵ 11のഎ面で0.2ｍを測る。

石11̵ࡐから石１̴ࡐまでは෯2.1mに౉ってங石が存在しないが、現代の井戸の掘࡟でআڈさ

れたようである。

̚地区では２ஈのங石ྻを確認した。̚地区では石１̴ࡐから̳１までが小Ϳりで、特に石ࡐ

̴２はްさが0.2ｍとඇৗにബい。̴２・３と̳̓の間には間٧石、٧石と考えられる小ܕ石ࡐ

がෳ਺഑される。ங石が全ମతに小Ϳりであるにも関わらͣ石ࡐのܺ間が大きく、この地఺の石

積みはややૈさをײじる。裏ࠐめのްさは石２̴ࡐのഎ面で0.75ｍを測る。

Ｄ地区の東部から、全ൠに石ࡐが大ܕ化する。Ｄ地区西部の石１̳ࡐ～̒は̚地区以西の石ࡐ
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と大きさがมわらないが、東部の石̳̔ࡐは෯1.65ｍを測り、石̵̔ࡐについで２番めに大きい。

石̳̔ࡐの前面東辺にはॎํ向にはつったࠟ跡が確認できる。各ஈのங石前面をͦろえるため、

かいԜࡉの上面には̳̔ࡐしたものと考えられる。なお、石ڈを用いてಥ出部をআ۩޻能等のݰ

ತがあり、上面を平ୱに੔形したࠟ跡の可能性がある。石̳̔ࡐの東の石̳̕ࡐは間石で、東に

ྡ઀する石２̴ࡐの石৲が西にಥ出して̳̔に઀するため、前面に生じた大きなܺ間を̳̕が٧

める໾ׂを୲っている。̳̕は྆ྡのங石よりԞ行き（߇え）が୹く、機能のࠩが明らかである。

石̳̕ࡐ以֎の石垣Ｓ̬105に࢖用される間石も同様に഑置されているようである。裏ࠐめのް

さは石２̳ࡐഎ面で0.65ｍ、石̳̔ࡐഎ面で0.9ｍを測る。

Ｄ～̛地区の石垣Ｓ̬105を検出した自然堆積層上面のඪߴは、̛地区西୺で47.6ｍ、Ｄ地区

東୺で48.0ｍを測る。̚ 地区から東では、西ଆの ・̛̜ 地区とൺֱすると石積みがҰஈ௿くなるが、

ରরతに遺構検出面のඪߴは東ほどߴくなるため、ங石上୺部からのߴ௿ࠩが次第に֦大する。

̗ ɾ̘ ஍ （۠第24ਤ）

̘地区では１～３ஈのங石ྻを検出した。࢖用石ࡐは૯じて大ܕである。ங石間の前面のܺ間

も大きくなるため、石２̱・̲̒ࡐ等の間石や間٧石が഑置される。また、̘地区以東ではங石

の石ࡐにチϟートがࠞじるようになる。石１̲ࡐは大ܕのチϟートであるが、前面に᧞ۂ構଄が

認められ、೤ม性をडけていることが分かる。̲１は、右ଆ面およͼ裏面がഁյされている。ま

た、ଞのங石と位置をൺֱするとかなり北よりに位置し、原位置からҠಈしている可能性がߴい。

石̲̓ࡐ・̔は大ܕのՖቋؠであるが上面が平׈で、さらに上ஈにங石をਾえやすくする഑ྀが

؃औできる。石１̲ࡐの南ଆと̲̓の北ଆにはやや小ͿりのՖቋؠがస落している。裏ࠐめのް

さは石１̲ࡐのഎ面で0.5m、̲̔എ面で0.75ｍを測る。

̗地区では２～３ஈのங石ྻを検出した。̘地区とൺ΂るとங石が小ܕになるが、ͦれでも石

垣Ｓ̬105西୺部の̝・̞区のங石とൺֱすると大ܕである。石̱̐ࡐはԞ行きが長く、̱̐എ

面の裏ࠐのްさは0.2ｍのみである。̱̐は全ମにڧい෩化をडけているために形ଶが丸みをଳ

ͼ、安ఆしてਾえるために西ଆ下面には಑հ石がෳ਺٧められている。

̘地区から̗地区にかけて、自然堆積層上面のඪߴはさらにߴくなり、東୺ではඪ48.5ߴｍに

ୡする。

なお、ਤࣔした石垣Ｓ̬105の東୺は石̱̔ࡐであるが、̱̔の東約２ｍの地఺まで掘࡟を࣮

。し石積みの延長を確認しているࢪ

౔૚࡯؍஍఺ʢ1ʣʙʢ�ʣ（第21・25ਤ）

土層観察地఺（以下、ʮ地఺ʯと表記）（1）は̞地区の調査トレンチ西୺部に設ఆした。石１̸ࡐ、

̸̐の南ଆの堆積層は濠Ｓ̭110埋土である。埋土࠷上層の第１層はԫփ৭のシルト質࠭ࡉۃ、

第２層は҉փԫ৭ϒϩοΫ質೪土層で、石垣Ｓ̬105の北にྡ઀する଄成層Ｓ̭55およͼ遺構面

を形成する自然堆積層とࣅた土質である。第３層は埋土の大部分を構成するが、第１層とࣅたԫ

փ৭シルトをগ量ؚΉ᛽層である。この᛽は第̓層の自然堆積層と同じ૊成であるが、第３層の

᛽はより大きく、形ଶがよりԁຏをडけている。第̐層は石垣Ｓ̬105裏ࠐである。第３層、第
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̐層にؚまれる᛽は、ؠ石૊成、大きさ、形ଶが近ࣅしている。

地఺（2）は̝地区の井戸Ｓ̚111による֧乱の西ଆの、石１̷ࡐ～̷̐の構ஙঢ়گが観察できる

地఺である。石１̷ࡐの東面と̷２の南面が井戸Ｓ̚111の掘࡟に൐いଧちܽかれ、石１̷ࡐが

わͣかに東に܏いているが、全ମతには石ࡐの位置関܎はほ΅原位置をอっている。石̷̐ࡐは

調査トレンチ南นに઀するためఈを確認できなかったが、検出したൣғでは石１̷ࡐの上୺から

௿ࠩは1.15ｍを測る。ங石̷１～̐と自然堆積層第３・̐層の間に堆積するߴ下部までの࠷̷̐

第１・２層は石垣Ｓ̬105の裏܀ࠐ石層である。上୺から下୺まで丸みをଳͼた᛽が、܀石とし

てॆరされているのを観察できたが、ઈえ間ない༙水により᛽が原位置をҠಈしたため、܀石層

の下部にあたる第２層は᛽をਤࣔしていない。᛽のαΠズは大部分が̑～10Dmのൣғに収まり、

᛽の特徴は地఺（1）とมわらない。᛽の഑置を見ると、ங石の石৲෇近の܀石とհ石に用いられ

る᛽は大Ϳりで、ͦれ以֎の地఺の᛽は小Ϳりな܏向がある。

地఺（3）は、̛地区の現代の井戸による֧乱西ଆに設ఆした。石11、10、̵̔ࡐの３ஈの構ங

ঢ়گおよͼ埋຅ঢ়گが観察できる地఺である。第１～̐層は濠Ｓ̭110の埋土である。第１層は

փ৭೪質シルトに大量の丸みをଳͼた᛽がแؚされている。第２～̐層の堆積層はԫᒵ৭、ԫ׊

փ৭の᛽まじり೪土・೪質シルト層で、แؚする೪土の質は自然堆積層の第10層の土質と良くࣅ

る。濠Ｓ̭110埋土の特徴は地఺（1）と同様である。石11̵ࡐの下部が井戸掘࡟に൐いଧちܽかれ、

わͣかにҠಈしている可能性があるが、全ମతには石ࡐの位置はほ΅原位置をたもっている。第

̑層から第̔層は、裏ࠐの܀石層である。このうち、第̓層は܀石の᛽の௚ܘが大きくなる܏向

がある。第̓層をڬんで積まれる̵̔・10は઀する఺以֎のすき間が大きく、石ࡐを安ఆさせる

ために大Ϳりの᛽がॆరされるようである。第̑～̔層の᛽はີに٧まっているが、᛽の間ܺに

は೪質のシルト土がแؚされている。第10・11層は自然堆積層である。第10層は೪土層（聚楽土）

で、第11層はݻݎな࠭᛽層である。

石ࡐとの位置関܎を見ると、石11̵ࡐの石৲がほとんど第11層のࣼ܏面に઀しており0.2ｍし

か཭れておらͣ、また石11̵ࡐの下位に઀するங石が存在しない。したがって石11̵ࡐは石垣Ｓ

̬105の࠷下ஈ、すなわちࠜ石と考えられる。石11̵ࡐの下位に堆積する第̕層は、᛽を多くؚ

Ή೪土層で、石11̵ࡐを安ఆしてਾえるために自然堆積層を掘りࠐんだ層と考えられる。この地

఺で観察するݶり、同層内には石11̵ࡐをࢧえる಑木やߌ、ࣺ石の類は確認されなかった。第̕

層を検出したඪ45.8ߴｍから下は༙水により掘࡟がෆ可能であったため、第̕層の下に存在する

自然堆積層上面は検出できなかったが、おͦらく第11層が堆積し、石垣Ｓ̬105のॏ量をࢧえて

いるのであろう。

ϘʔϦϯά調査（第26ਤ）

発掘調査のணख前に、調査༧ఆ地の敷地南西۱地఺で新ங建物基礎の設ܭのため、Ϙーリンά

調査が࣮ࢪされた。このσータをϘーリンά調査地఺から東に̐ｍ཭れた地఺（1）とর߹、߹成

すると第26ਤのようになる。土層の特徴と検出ඪߴから、第１・２層は遺構面上層の江戸時代の

堆積層、第３、̐層は濠Ｓ̭110の埋土と考えられる。ͦして、第̑層はඪ44ߴmから下位に਺
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ｍにわたって堆積するݻݎな᛽層で、自然堆積層とਪఆされる。すなわち第̑層上面が石垣Ｓ̬

105のఈと考えられるのである。地఺（1）の掘࡟は、安全確อのためங石を２ஈ検出したඪ46.1ߴ

ｍ෇近でऴྃしているが、さらに約２ｍ下が濠のఈ面となるため、࢒存する石積みは̑ܭ～̒ஈ

とਪ測される。

地఺（1）から2.5m東の地఺（2）では、上ड़のとおり̐ஈのங石を検出している。Ϙーリンά調

査地఺の݁Ռを௚઀౤Өすれば、あと１～２ஈ下がࠜ石となる。ただし、さらに11.5ｍ東の地఺（3）

で確認した石垣のࠜ石である石11̵ࡐのఈ面ඪߴは、Ϙーリンά調査地఺より1.5m以上もߴい。

石垣Ｓ̬105を検出した自然堆積層上面のඪߴが西ଆほど௿くなることと߹わせて考ྀすると、

石垣Ｓ̬105下面の自然堆積層の東西のߴ௿ࠩは聚楽第଄営以前のچ地形のࣼ܏を൓өしている

可能性がある。ただし、石垣構ஙにあたってはࠜ石ྻのඪߴをほ΅Ұఆにͦろえるはͣなので、

おͦらくچ地形のࣼ面を੾土し、Ϙーリンά地఺と地఺（3）の中間地఺で濠ఈにஈࠩを設けてい

る、と考えられる。

ੴ̨̬֞1�5࢖༻ੴࡐͷ࢈஍ಉఆ　

石ࡐの࢈地については、ਆ戸大ֶ名༪ڭतా݁ঙ良তࢯに͝ྗڠいただいて
ㅭ㉅24ㅮ

、現地での೑؟観

察によるؠ石種の同ఆと、̭ޫܬઢ分ੳ݁Ռの検౼から原࢈地を同ఆしていただいた。̭ޫܬઢ

分ੳについては、奈良ڭҭ大ֶڭҭֶ部੨木ஐࢯ࢙およͼ京都市ٕۀ࢈ज़研究所ԣࢁ௚ൣࢯ、ా

。った（෇表̐・̑）ࣀをྗڠに͝ࢯഹޱ

ా݁ঙࢯによる現地での石垣Ｓ̬105石ࡐの೑؟観察より、以下の特徴が؃औされた。

第Ұに、石ࡐの大部分はՖቋؠを中心とするՐ成ؠであるが、チϟート、࠭ 。もগ量ؚまれるؠ

チϟートは層ঢ়となり、࠭ؠはϗルンϑΣルε化し、いͣれも೤ม成をडけている。第ೋに、Ֆ

ቋؠは、カリ長石がൗঢ়をなし、石ӳのಠཱ性がڧい。中～ૈཻのൗঢ়Ֆቋؠはカリ長石がϐン

Ϋ৭をఄす。第三に、Ֆቋؠ以֎のՐ成ؠとして、石ӳൗؠ（Ֆቋൗؠ）、ώンؠ（Ր຺ؠࡅ系）を

গ量༗する。

第Ұの特徴から、石垣Ｓ̬105のங石に用いられる大ܕの堆積ؠは全て೤ม成をडけており、

Ֆቋؠを主ମとするՐ成ؠの຺ؠと堆積ؠの຺ؠがྡ઀する୯Ұの地఺から採औされたとਪఆさ

れる。第ೋの特徴であるՖቋؠの೑؟観察から૝ఆされる࢈地は、࣎լݝ南部のా上ࢁ周辺とਪ

ఆされる。第三の特徴である石ӳൗؠ、ώンؠは、ా上ࢁ周辺と、京都ຍ地東ࢁのൺӥࢁࢁ࿢周

辺のՖቋ࢈ؠ地でも採集が可能である。

また、̭ޫܬઢ分ੳの݁Ռと各࢈地のՖቋؠの૊成をൺֱすることにより、以下の܏向がࢦఠ

できる。

よりԘ基性で、̴̛や̘̰等に෋み、4̸に๡しい。こؠՖቋࢁやൺӥࢁྉの૊成は、ా上ࢼ

の特徴とࣅた化ֶ૊成を࣋つのはా上ࢁՖቋؠମの周辺に分布する観Ի寺Ֆቋર緑ؠである。主

に܀東市に分布する。ங石にはՖቋؠのほか、Րࡅ流の༹݁ڽփؠ、石ӳൗ຺ؠ、୮೾ଳの中・

古生層、さらにՐ຺ؠࡂが࢈しており、これらؠ石の૊߹わせは観Ի寺周辺に見られる。
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第26ਤ　事前Ϙーリンά調査位置ਤ・土層模式ਤ（4�1/500・1/200）

第27ਤ　石垣Ｓ̬105　石֯ࣼ܏ࡐ౓測ఆਤ（4�1/200）

ੴ̨̬֞1�5ͷશମతͳಛ௃（第27ਤ・෇表３～̑）

石垣Ｓ̬105の検出地఺は、৿ౡ߁༤、馬੉ஐޫのఏࣔした聚楽第෮原Ҋの本丸南辺ਪఆ位置

からわͣかに南の、敷地ڥ界ઢ上に位置する。また、石垣Ｓ̬105のํ位はਖ਼東西をࢦ向する。

聚楽第跡の現行地ׂは南ೋ೭丸以南と北೭丸北西部のํ位が乱れるが、本丸周辺の地ׂはํ位に

ଈしている。特に本丸周辺の現行地ׂは、聚楽第のچ地形をあるఔ౓౿ऻしている可能性がある。

石垣Ｓ̬105のޯ഑について、２ஈ以上ங石が積まれる23か所をΫリϊϝーターによってܭ測

した。各地఺の平ࣼ܏ۉは55.4°で、聚楽第の଄営・存ଓ時期であるఱਖ਼年間～文࿣年間の城ֲ

によく見られるޯ഑である。

ங石の石ࡐは西から東へঃʑに大ܕ化する。࠷も多い石ࡐは෯0.5～1.0ｍ、Ԟ行1.0ｍ前後で、

ॏ量0.4～0.6̓のൣғに収まるが、東部の石ࡐには、෯1.0～1.5ｍ、Ԟ行１ｍ以上で、ॏ量が1.0̓

をӽえるものが多くؚまれ、この時期の城ֲとしてはಥ出して大ܕのங石を用いている。ங石の

Ԟ行とߴさをൺֱすると、ॏ量0.4～1.0̓のங石のԞ行はߴさの1.4～2.5ഒにほ΅収まり、このൣ

ғをҳ୤する਺値はॏ量0.3̓以下と1.5̓以上の石ࡐに集中する。ͦして、大部分のங石は上面

とਖ਼面が平ୱ面をなしている。こうした܏向から、石積み޻法に見߹った規֨తな形ঢ়の石ࡐ調

ୡが૝ఆされる。なお、ங石ٴͼ間٧石、٧石には、表面がࠇ৭化したものが見られるが、前面

がݦ著にࠇ৭化したものはなく、ଆ面やഎ面、特に後世の井戸に઀する面に著しい。༙水が著し
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いことから、地下水にؚまれるマンΨンや鉄分によってண৭されたものとਪఆされる。

石垣Ｓ̬105のす΂ての࢖用石ࡐは表面が෩化し、形ঢ়が丸みをଳͼる。石੾り৔から੾り出

した石ࡐではなく、ࢁ中かՏ原のస石を採औしたものと考えられる。また、࢖用石ࡐの表面には

໼穴やࠁ印、๽書が存在せͣ、石̳̔ࡐ୺部のはつりࠟ以֎には明ྎな加ࠟ޻跡を確認していな

い。間٧石、٧石や裏ࠐの܀石にங石石ࡐのഁยが͝くগ量しかؚまれないことも、石ࡐがほと

んど加޻されていないことをࣔす。上・下・ࠨ・右のங石は಑の部分で઀しており、઀するՕ所

の前面にはܺ間が生じる。大きなܺ間には間石、小さなܺ間には間٧石をΉらなく丁ೡにかませ

ている。以上の特徴から、石垣Ｓ̬105は基本తに自然石を用いた野面積みに分類される。ͦ して、

石積みの޻法は、ԣ目地の通りが部分తにͦろうՕ所があるものの全ମతには乱積みに分類され

る。

ここで各地఺の自然堆積層をൺֱすると、ඪ46.5ߴｍより上位が江戸時代以降にʮ聚楽土ʯと

শされるਫ਼良な೪土層で、下位がݻݎな᛽層である。Ϙーリンά調査の݁Ռから、このݻݎな᛽

層は石垣Ｓ̬105の௚下までଓくことが分かる。地఺（2）では࠷下ஈのࠜ石̵11の下に಑木等が確

認されなかったが、ͦのཧ༝は石垣Ｓ̬105の基൫面がݻݎな安ఆした᛽層であるため、石垣の

ෆ等௜下を༧๷する޻෉がෆඞ要であったこととਪఆされる。　　　

石垣Ｓ̬105では、裏ࠐの܀石として15～̑ܘDm大の᛽を用いている。通ৗの城ֲ石垣に用い

られる裏ࠐの܀石とൺֱするとඇৗに小Ϳりである。裏ࠐ石の഑置にはͦれほどߴい規ଇ性が見

出だせないが、ங石の石৲෇近にやや大Ϳりな܀石を഑し、北ଆの自然堆積層ଆには小Ϳりな܀

石を഑する܏向がある。ங石のਾわりを安ఆさせるための޻෉をࣔすのであろう。܀石のܺ間に

は೪質シルトが入っているが、全てが上層から

の流れࠐみとは考えがたい堆積ঢ়گであること

から、構ஙの当ॳから܀石層には土がࠞじって

いたようである。܀石の᛽はほ΅全てが୮೾ࢁ

地からڅڙされる堆積ؠで、֎形はかなりԁຏ

をडけている。京都ຍ地内のՏচから採औされ

た᛽とਪఆされる。前ాݰ以ࠇ印ঢ়（名古屋市

ത物ؗ所蔵）にはʮ当所Տ原にて、くり石三े

ՙଈ在所೭人଍にて今明日中に聚楽にࢸて可ඃ

相ಧީ໵、三月े三日ݰ以（ࠇ印）　下י　໾者

中ʯと記され、京都所࢘代の前ాݰ以が聚楽第

ங଄に際し、下י社に܀石の調ୡを໋じたもの

とされる。石垣Ｓ̬105裏܀ࠐ石の様相は、こ

の記ࡌ内༰と੔߹తである。

石垣Ｓ̬105の࢖用石ࡐにڞ通する࠷大の特

徴は、種別を໰わͣҰ੾స用石ࡐが確認されて 第28ਤ　石̷̑ࡐ・̓埋຅ঢ়گ（南西から）
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いないことである。܀石は上ड़のように京都ຍ地内から調ୡしたものがؚまれるが、ங石は自然

石でありながらも、上ड़のように大まかな規֨にଇした石ࡐをબ別して用いている。石ࡐの原࢈

地については、Ֆቋؠの分ੳからൺӥࢁ、ా上ࢁ、ా上ࢁ東ํに位置する観Ի寺の３ީิがڍが

っている。ؠ石の特徴は観Ի寺に࠷も近ࣅするが、観Ի寺はଞの２ީิとൺ΂て京都からԕく཭

れたࢁ中にあり（第１ਤ）、ӡൖはۃめてࠔ೉とࢥわれる。現ஈ֊での判அはཹอし、今後の調査・

研究にҕͶたい。ただし、聚楽第の石垣石ࡐがా上ࢁ・観Ի寺のようなԕִ地からӡൖされた可

能性はे分にある。

ൺӥࢁは聚楽第௚近のՖቋ࢈ؠ地であるが、聚楽第とൺӥࢁは京都市֗地をはさんで東西に位

置する。ൺӥࢁから石ࡐを聚楽第にӡൖする৔߹、京都の都市機能ҡ࣋とのཱ྆に഑ྀするඞ要

があり、୯なるӡൖとは別のࠔ೉が生じたはͣである。ところで、聚楽第の東ଆを南北に流れる

ງ川（第１ਤ）では、ल٢が聚楽第以前に京都でのఛ୐としたົݦ寺城跡でस入の可能性のある遺

構が近年に検出されている
ㅭ㉅25ㅮ

。この݁Ռをडけ、ງ川水ӡと聚楽第଄営の関࿈性がࢦఠされている
ㅭ㉅26ㅮ

。

聚楽第ங城に際し、ງ川、י川をはじめとする当時の水上ަ通໢を࢖ۦしたとすると、ԕִ地か

らの石ࡐ調ୡもෆ可能ではなかったであろう。以上はਪ࿦のҬを出ないが、文࢙ݙྉに記ࡌされ

る事࣮として聚楽第はண޻からわͣか半年で׬成しており
ㅭ㉅27ㅮ

、୹期間のங城に際して要した࿑ྗ、

財ྗ、ݯࢿがۃめて๲大なものであったことは確࣮である。

石垣Ｓ̬105のཱ地は本丸南濠に面することから、୯なる๷Ӵ機能だけでなく公෢の௖఺にཱ

つ関നल٢のҖ৴をࣔす֮ࢹతޮՌがٻめられたはͣである。調査で௚઀検出した石垣Ｓ̬105

のߴさは約2.3ｍ、Ϙーリンά調査を考ྀすると࠷大࢒存ߴ約̐ｍであるが、࣮際にはߋにߴか

ったことはྺ然としている。文࿣ （̐1595）年の聚楽第ഁ٫によって上部の構଄物はഁյされてい

るが濠Ｓ̭110はこの時にほとんど埋まったようである。今回の調査で検出したのは北୺部の෯

１ｍఔ౓であるが、金箔瓦をؚΉ多量の࠭᛽の堆積を確認した。土層観察地఺（1）、（3）の濠Ｓ̭

110埋土がこの堆積に相当する。土࠭は石垣Ｓ̬105の上部にも堆積しており、石垣Ｓ̬105のங

石と裏܀ࠐ石層は、濠Ｓ̭110埋土と同じ質の᛽ࠞじりシルト層に௚઀෴われたঢ়ଶで検出した

（第28ਤ）。この層にؚまれる᛽は、大きさ、形ঢ়の特徴から、本དྷは石垣Ｓ̬105の裏܀ࠐ石と

ਪఆされる。聚楽第ഁ٫によって、現存ߴよりߴく積まれていた石垣を࣋ࢧし、構ஙした裏ࠐ層・

੝土層が濠Ｓ̭110に向かって่され、ͦして石垣Ｓ̬105の࢒存部の上位にも堆積したとਪఆさ

れるのである。

̐ʣ࣌ށߐ୅

ப̨̥݀��（第29ਤ）　̚・F11・12地区で検出した۱丸ํ形の柱穴である。東西1.65ｍ、南北

1.4ｍを測り、検出面からのਂさは1.0ｍである。埋土࠷上層はଞの埋土とҟなり、Ֆቋؠのഁย

をแؚしていた。遺構の形ଶ・規模とՖቋഁؠยの存在から、礎石のൈऔࠟの可能性がある。た

だし、埋土下層は୸化物をؚΉ特徴తなシルト層から構成され、ࠜݻめの᛽はほとんどؚまれて

いない。建物の柱穴とすれば、߃ৗతな࢖用を目తとしない性֨の建物とਪ測される。　

౔�5̨̠޵（第30ਤ）ɹ̜11で検出したԁ形の土坑で、東西0.85ｍ、南北0.75ｍを測り、検出面
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からのਂさは0.35ｍである。埋土࠷上層には0.35ʷ0.2ｍ、0.2ʷ0.15ｍの᛽が土坑中ԝ部に置かれ

ている。᛽の௚下から࠷下層までは、土師器30ࡼ఺以上を中心に、ං前陶器（౜津）ࡼ、鉄ఝ等が

গ量出土した。࠷上層の᛽は土師器、陶器の廃棄とҰ࿈のّྱに൐ってਾえられた可能性がߴい。

埋土の第２・３層はԫ৭系の೪質シルトで、第̐層以下には୸化物がҰఆ量ؚまれている。

なお、柱穴Ｓ̥22と土坑Ｓ̠25は埋土がԫ৭系シルト、୸化物をؚ༗する఺で、近辺で検出し

たଞの遺構とは際ཱってҟ質なڞ通性を࣋つ。この఺から、྆遺構の性֨も近ࣅしたものとਪ測

される。Ｓ̠25出土遺物の時期から、調査地周辺が町屋Ҭと化す׮Ӭ年間以前とਪఆされる。

౔�5̨̠޵（第31ਤ）　Ｄ̕地区で検出した。東西0.95m、南北0.6ｍの土坑で、検出面からのਂ

さは0.15ｍである。上面が࡟平をडけているために平面形ଶは安ఆしない。土坑内からは土師器

のѥ֯᛽ܕ16఺以上、廃棄されたঢ়ଶで出土した。埋土はシルトで、全長10～30Dmの大ܭがࡼ

がؚまれる。この෇近の自然堆積層にؚまれる᛽のようである。

౔1̨̠޵�（第32ਤ）　南北9.3ｍ、東西13.3ｍ、検出面から土坑ఈまでのਂさが２ｍの、長ํ

形大ܕ土坑である。なお、当ॳはＳ̠05・10を別遺構としたが、ͦの後同Ұ遺構と判明したので、

報文ではＳ̠10に౷Ұする。Ｓ̠10の東辺と西辺は௚ઢঢ়に৳ͼるが、南辺は２ｍのҰఆ間ִを

おいて小さくંれۂがりながら東西に৳ͼている。土坑内部から南น面を観察すると、ંれۂが

る部分が、ਨ௚ํ向に土坑นに੾りࠐまれたように見える（第̔ਤ）。Ｓ̠10がこのような特ҟな

構଄の土坑であり、ͦして遺構の位置が聚楽第本丸南濠の૝ఆ地఺と近いことを考ྀし、当ॳは

濠本ମか、聚楽第関࿈ࢪ設の可能性を૝ఆした。しかし、Ｓ̠10を半ࡋして土層を観察すると（第

30ਤ）、埋土はϒϩοΫ質でకりがऑく୹期間で埋຅したとਪఆされる。出土遺物の多くは安土

౧ࢁ時代とͦれ以前にؼଐするものであるが、江戸時代前期の遺物もҰఆ量ؚまれていた。また、

Ｓ̠10の南にྡ઀して聚楽第本丸の石垣Ｓ̬105が構ஙされており、石垣のڧ౓をऑମ化させる

第29ਤ　柱穴Ｓ̥22平・அ面ਤ（4�1/20・1/40）
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第30ਤ　土坑Ｓ̠25平・அ面ਤ（4�1/20）

第31ਤ　土坑Ｓ̠75平・அ面ਤ（4�1/20）

ようなਂい土坑を、石垣の裏ଆにྡ઀して掘࡟するとは૝ఆしがたい。ैって、聚楽第とはແ関

。の江戸時代前期の遺構と考えられる܎

Ｓ̠10の土坑น面は、地఺によってほ΅௚ཱするか、土坑上୺が下୺よりも土坑内ଆへせり出

しており、長期間の։ޱにはෆ向きな形ঢ়である。Ｓ̠10の埋土中にؚまれる遺物の਺量は、土

坑の規模のわりにはগなく、埋土中に༗機物がほとんどؚまれていないことから、廃棄土坑とは

૝ఆしがたい。また、Ｓ̠10の掘࡟は地ࢁのԫ׊৭೪土層、いわゆるʮ聚楽土ʯの堆積層の࠷下

面まで掘りൈいたਂ౓でࢭまっている。以上のঢ়گから、Ｓ̠10は聚楽土の採掘土坑と考えられ

る。

当調査地఺では、このଞにも聚楽土採掘坑と考えられる遺構がＳ̠10の東西にෳ਺ॏෳして分

布する。これらの聚楽土採掘坑は௚２～１ܘｍのԁ形の土坑܈で、Ｓ̠10とは形ଶ、規模が大き

くҟる。検出ঢ়گからはＳ̠10が࠷も古い。

このଞに、下記の江戸時代前期の遺構を検出した。
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第32ਤ　土坑Ｓ̠10平・அ面ਤ（4�1/120）
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第33ਤ　礎石Ｓ̥45、溝ＳＤ50平・அ面ਤ（4�1/40）

Ҫ�1̨̚ށ　トレンチの南東୺෇近の#・$１地区に位置する江戸時代前期の井戸である。南

北1.5ｍ、東西1.35ｍを測る。検出面から２m掘り下͛たஈ֊で大量の༙水に見෣われたために、

安全を考ྀして掘࡟を中அした。Ｓ̚01からは大量の遺物が出土しているが、Ұ఺のみ聚楽第所

用の金箔ԡのݢ平瓦がࠞ入品として出土した。

౔10%　��̨̠޵地区の東西1.3ｍ、南北1.4ｍのԁ形土坑で、遺構面からのਂさは0.6ｍである。

౔10・̕%　��̨̠޵地区の東西1.5ｍ、南北の࢒存長1.0ｍのԁ形土坑で、遺構面からのਂさ

は0.45ｍである。

౔̨̠޵��　%̒地区で検出した。トレンチ内での検出ൣғはҰ部であるが、ํ形土坑とਪ測

される。トレンチ内の規模は東西1.0ｍ、南北0.7ｍで、遺構面からのਂさは0.35ｍである。平面

形ଶ・規模から柱穴の可能性もある。

౔1�1̨̠޵　%̔地区の東西2.0m以上、南北3.3ｍのෆఆ形土坑で、遺構面からのਂさは0.45

ｍである。廃棄土坑の可能性がある。
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౔1̨̠޵��ɾ1�5　*̒地区のॏෳする土坑２基である。時期の新しいＳ̠120は東西1.6ｍ、

南北1.1ｍの۱丸ํ形の土坑で、遺構面からのਂさは0.8ｍである。遺構下୺の۱࢛に0.1ܘｍの小

ϐοトを༗する。Ｓ̠125はํ形の土坑と考えられ、࢒存規模は東西1.3ｍ、南北0.8ｍ、遺構面か

らのਂさは0.35ｍである。　

今回の調査では、江戸時代前期から中期にかけての遺構が࠷も多く検出された。今回の報告で

はৄࡉはলུするが、町屋Ҭに൐う廃棄土坑、井戸が主で、当時の生活に൐う活発な土地利用が

Ӑえる。しかし、江戸時代後期になるとこの様相はҰมし、出土遺構はرബとなる。

ૅੴ̨̥�5ɾ10̚　�5̨̙ߔ地区の礎石およͼ溝である。現代建ங物に൐う֧乱が著しく特

にＳＤ050は͝くҰ部しか࢒っていないが、東西2.0ｍ以上、南北0.7ｍ、ਂさ0.3ｍで、埋土内に

は10～̑ܘDmの᛽がఈ部までॆరされている。Ｓ̥45は東西0.5ｍ以上、南北0.7ｍ以上の礎石ਾ

え෇け跡で、Ұ辺0.3ｍ、ްさ0.15ｍのՖቋؠ製礎石がਾえられている。礎石௚下の第２層はݻく

కまっている。Ｓ̥45・ＳＤ50の下層には多量の瓦、陶磁器をؚΉ廃棄土坑Ｓ̠83が検出されて

おり、廃棄ۭ間からӍ落溝のෟଐする礎石建ち建物へܠ観がҰมしたことをࣔしている。

（古川　ঊ）

̐ � ग़ ౔ 遺 ෺

出土遺物は、平安・鎌倉時代、戦国時代、安土౧ࢁ時代（聚楽第前後）、江戸時代前期、江戸時

代中期以降の̑期に大別される。以下、時代ॱに遺構͝とに主要な遺物を記ड़する。

̍ʣฏ҆ɾח૔࣌୅（第34ਤ）

平安時代の遺構はないが、แؚ層や後世の遺構から、एׯの遺物が出土した。27は平安時代前

期のݢ平瓦である。土師器ߴഋ（29）や緑釉陶器ย（30～33）とともにこの地が平安宮跡であること

を物ޠるࢿྉである。また、28は平安時代後期のݢ平瓦である。

鎌倉時代の遺構として、わͣかにＳ̠33（13世ل後半）とＳ̠85（14世ل）が͛ڍられるが、良޷

なࢿྉはগない。ここでは土師器ࡼ・須恵器ുなど਺఺のみࣔした。

̎ʣઓ࣌ࠃ୅（第35～38ਤ）

多くの遺物が出土したॏ要な遺構としてＳ̠60とＳ̚90がある。また、同時期の遺物がＳ̠

30・80から出土した。大量の土師器ࡼ、瓦質土器各種（Ӌז・ು・Րു）、備前のᎬുがあり、こ

れに中国製੨磁（࿶・ࡼ・൫）やന磁（࿶・ࡼ）およͼ੨Ֆ࿶などが加わる。

౔65～35　�6̨̠޵は土師器ࡼである。௚ܘで小・中・大に分けられるが、ҏ野分
ㅭ㉅28ㅮ

類̞タΠ

ϓの小が大多਺を઎める。ୀ化したへͦࡼ（̜タΠϓ）もҰఆ量ある。৭調にはന৭・੺৭がわͣ

かにあり、ෆ੔形の׊৭系がҰఆ量が見られるほかは、大半が୶い੺৭をఄする。土師器ࡼから

見る埋຅年代は15世ل຤から16世لॳ಄である。66～77は੨磁࿶である。68・75・76は֎面にྠ

ֲઢのみで෯広の࿇ห文をࢪす。77は76と同様にߴ୆内をऄの目釉Ṟぎする。73と74はやや࿇ห

の෯がڱく、᭩࿇หの名࢒りとࢥわれる。66・67・70はいͣれも֎面ແ文である。66は௚ޱ࿶、

70は୺൓り࿶、67はۄԑঢ়のޱԑになっている。78・79はࡼである。78は鎌倉時代に通༗の௳ࡼ
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第34ਤ　出土遺物࣮測ਤ１（平安・鎌倉時代　4�1/4）
Ｓ̠85（１～26）、Ｓ̠10（29）、Ｓ̠60（27・30・34）、Ｓ̚90（31～33）、表土（28）
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第35ਤ　出土遺物࣮測ਤ２（土坑Ｓ̠60　ᶃ　4�1/4）
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第36ਤ　出土遺物࣮測ਤ３（土坑Ｓ̠60　ᶄ　4�1/4）

の຤期తな形ଶで、14世ل後半から15世ل前半にかけてのものとされている
ㅭ㉅29ㅮ

。֎面に࿇ห文をඳ

き、見ࠐみに印ڕ文をԡす。ߴ୆内部はऄの目釉Ṟぎである（ਤ൛第39）。79はྏՖࡼである。ޱ

ԑ部内面に૲Ֆ文は見られない。

80～83はന磁である。80はന磁࿶で、ߴ୆内部と৞෇はແ釉である。ࡼはいͣれも15世لのも

ので、81・82は৿ా分類
ㅭ㉅30ㅮ

のＤ83、܈は̚܈とされるものである。81はႡりߴ୆である（ਤ൛第

39）。Ｄ܈の小ࡼはཕ文ଳの੨磁࿶（69ࢀর）とڞ൐することが஌られている。91は奈良Րു
ㅭ㉅31ㅮ

でઙ

ുᶜに分類されているものである。

Ҫ̨̚ށ��　この井戸からもᆿしい਺の遺物が出土した。96～128は土師器ࡼである。ҏ野分

類の̞タΠϓが主ମで、ୀ化したへͦࡼ（̜タΠϓ）が࢒る。৭調は上ड़のＳ̠60と大ࠩない。土

師器ࡼから見るྺ年代は16世ل前半である。129～139は੨磁࿶である。130には෯広の࿇ห文が
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第37ਤ　出土遺物࣮測ਤ （̐井戸Ｓ̚90　4�1/4）
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第38ਤ　出土遺物࣮測ਤ （̑戦国・安土౧ࢁ時代　4�1/4）
Ｓ̠80（147～156）、Ｓ̠70（157～160）、Ｓ̠30（161）、Ｓ̭55（162～167）、Ｓ̠38（168～170）、Ｓ̠26（171）

す。134は内面ࢪ釉される。134・135は֎面にཕ文とϥマ式࿇ห文をࢪ୆の৞෇までߴ、されࢪ

にも૲Ֆ文が見られる。136～139はແ文の࿶で、138・139のߴ୆内にऄの目釉Ṟぎが見られ、

136・137のޱԑ部は֎൓する。140はＳ̠60の78と同様の௳ࡼである。142はന磁のࡼである。

143は15世ل明代の੨Ֆ࿶である。この井戸からも奈良Ր （ു146）が出土した。ઙു̫に分類され

るが、ޱԑは内࿷せͣ、௳のように֎ํへ水平に৳ͼる。

౔̨̠޵��　この遺構からも瓦質のՐ （ു161）が出土した。約半分が࢒る。Ｓ̠60出土の91と

同形であるがやや大きく、長辺48.8Dmを測る（ਤ൛第39）。

౔̨̠޵��　土師器のࡼがややまとまって出土した。

以上の遺構はいͣれもほ΅同時期と見られる。土師器ࡼから埋຅年代は15世ل຤から16世ل前

半に位置づけられるが、この時期にڞ൐するࡉห文࿶やྏՖࡼなどの੨磁はほとんど見られない。
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第39ਤ　出土遺物࣮測ਤ （̒安土౧ࢁ時代　ݢ瓦　4�1/4）
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第40ਤ　出土遺物࣮測ਤ （̓江戸時代　ᶃ　4�1/4）
Ｓ̠25（185～211）、Ｓ̠42（212～215）、Ｓ̠44（216～220）、Ｓ̭101（221～226）、Ｓ̚01（227～236）
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。の੨磁やന磁が多いࠒ前半～中لに15世ٯ

̏ʣ̓ ౔౧࣌ࢁ୅ʢᡉָ第લޙʣ（第38・39ਤ）

聚楽第଄営に൐う଄成層Ｓ̭55から遺物の小ยがएׯ出土しており、安土౧ࢁ時代（16世ل後

半ないし第࢛̐半期）と見られる。

聚楽第本丸南濠Ｓ̭110からの出土遺物の大半は聚楽第に෪かれていたと見られる瓦類　ྨנ

。瓦13఺のうち金箔が確認できたのは̓఺であるݢ。である（平瓦182～184ݢ、丸瓦172～181ݢ）

確認はできていないが、ݢ丸瓦172と173は東濠出土ྫ
ㅭ㉅32ㅮ

のͦれͧれ43と38に近ࣅし、ݢ平瓦183は

東濠21類
ㅭ㉅33ㅮ

と同ᝎとࢥわれる。

聚楽第の時期の土器としては、近世遺構から出土した土師器３ࡼ఺（169～171）が͛ڍられる。

̐ʣ࣌ށߐ୅（第40・41ਤ）

ここでは聚楽第ഁ٫後の遺物として、17世لの遺構から出土した遺物を報告する。Ｓ̠79（18

世ل後半）やＳ̠86（19世ل前半、文化 （̒1809）年໏の遺物をؚΉ）などの18世ل以降の遺構から

ᆿしい土器・陶磁器類が出土したが、今回はׂѪしたい。ๅ暦から明࿨以降の時期の遺物である。

̨̠�5　208と209はං前陶器（౜津）のࡼである。いͣれも見ࠐみに࠭目が࢒る。185～206は

土師器ࡼである。ҏ野分類のᶗタΠϓで、内面見ࠐみの௜ઢがӶいことから、17世ل第１࢛半期

のものと考えられる。

̨̠��ɾ̨̠��ɾ̨̭1�1　いわゆる౧ࢁ陶磁が出土した。214はࢤ野の丸215、ࡼは৫部の

౵向෇、219は੨৫部の平向෇のഁยである。222は੺৫部のࡼである。鉄分の多い଻土が࢖われ

੺׊৭をఄし、َ൘とനటで෥文のֆ෇けをした後、全面にಁ明釉がࢪされている。223は平面

形がઔ形の౵向෇とࢥわれる。225は明代຤期のന磁ࡼで、ܕԡしのՖ文があしらわれている。

これらの遺構はやや古い陶磁器もؚΉが、17世ل第２࢛半期～中ࠒに位置づけられ、今回の調査

第41ਤ　出土遺物࣮測ਤ （̔江戸時代　ᶄ　4�1/4）
Ｓ̠88（237～256）、Ｓ̠75（257～270）
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区北半に町屋ができたとされる׮Ӭ期と݁ͼつけたいところである。

̨̚�1　છ෇の࿶やࡼがみられる。230は瓦質の৪୆で、見ࠐみ中ԝに柱ঢ়٭をもつडけࡼが

షり෇けられていたと見られる。

（小ࢁխ人・ҏ野近෋）

̑ ɽ· ͱ Ί

̍ʣ 遺ߏɾ஍ܗͷมભ（第42～47ਤ）

ʢ̍ʣฏ҆࣌୅

調査地఺は大内裏北東部に位置するʮ梨本院ʯの中ԝ北よりの地఺に相当する。後世の大規模

な地形վมをඃり平安時代の遺構は検出されなかったが、遺物が後世の遺構にࠞ入している。特

に土坑Ｓ̠60、濠Ｓ̭110からはݢ平・ݢ丸瓦をؚΉ平安時代の瓦がෳ਺出土し、瓦෪の建物が

近ྡに存在したことをࣔࠦする。

本調査トレンチは北部と南部で２ｍ以上のߴ௿ࠩがあり、̞̑地区ではܹٸなஈࠩを検出して

いる。このஈࠩは安土౧ࢁ時代の଄成土Ｓ̭55が௚上に堆積することから、形成時期は中世以前

である。ஈࠩの位置は梨本院を南北にೋ分する地఺にあたる。調査地をؚΉ平安宮跡の所在地は

਺ेສ年前に形成されたສ஑୩ྦྷ層で構成される安ఆした地൫のٰྕで、これまでの発掘調査成

Ռおよͼ現地表面のى෬から平安宮は南から北へひなஃঢ়に、Կஈかのஈࠩを経てඪߴが上がっ

て行く地形であることが判明している。当地఺のஈࠩもこのҰ部の可能性がある。

ʢ̎ʣח૔ʙࣨொ࣌୅（第42ਤ）

文ݙ・都市ֶ࢙の研究成Ռをࢀরする

と、鎌倉時代前半に大内裏がম๢して以

降の調査地఺は、大॓௚跡から梨本院跡

にかけてల։した都市ຽの集ॅҬにؚま

れるようである。今回の調査で検出した

この時期の遺構は、13世ل後半の土坑Ｓ

̠33、14世ل代の土坑Ｓ̠85、15世ل代

の土坑Ｓ̠104である。各土坑からは土師

器、陶磁器、瓦質土器、須恵器、鉄ఝ等

のࡶ多な遺物が出土しており、遺構の性

֨は廃棄土坑と考えられる。Ｓ̠85・104

は、調査地఺の東にྡ઀する۳ਠ通（現在

の日฻通にほ΅相当）から40ｍ西、北にྡ

઀する土ޚ門大路（現在の上長者町通）か

ら約30ｍ南の地఺で、ॏෳして検出した。

各遺構の位置が۳ਠ小路およͼ土ޚ門大第42ਤ　遺構มભਤ（鎌倉～ࣨ町時代　4�1/500）



平安宮跡・聚楽第跡発掘調査報告

-ýø-

路にରして間ޱを向ける町屋の裏खにあたることから、਺世代にわたって営まれた都市ۭ間のډ

ॅҬに൐う廃棄土坑の可能性がある。

ʢ̏ʣઓ࣌ࠃ୅（第43ਤ）

Ԡਔ・文明の乱によってॅຽが཭散するため、調査地఺は戦国時代の上京・下京といった都市

Ҭから֎れるが、土ޚ門通（現在の上長者町通）をはさんだ調査地఺の北ଆにʮռড়院ʯが面する

等、この時期の調査地఺の周辺は主殿ྈྖとしてෳ਺の寺҇が営まれている。

調査トレンチでは15世ل຤から16世ل前半の遺構が਺多く、土坑Ｓ̠30・60・70・80およͼ井

戸Ｓ̚90を検出した。土坑Ｓ̠60・井戸Ｓ̚90からは大量の遺物が出土し、特に井戸Ｓ̚90から

は大量の土師器ࡼが出土した。土坑Ｓ̠60、井戸Ｓ̚90の出土陶磁器類には༏品がؚまれ、また

Ｓ̠40・60、Ｓ̚90からは、εタンϓ文をもつ大ܕの大࿨࢈瓦質Րുが਺఺出土した。この種の

瓦質土器は、ফඅ地の検౼からྖ主ؗډや寺社で用いられたことが஌られ
ㅭ㉅34ㅮ

、本調査地఺周辺の土

地利用のありํをࣔす可能性がある。調査地఺の位置は当時の京都の都市Ҭから཭れること、Ｓ

̚90に土師器ࡼの大量廃棄が見られ出土遺物の૊成がやや特घなことから、調査地周辺はҰൠత

な都市ຽのॅډҬとは૝ఆしがたい。遺構の性֨を明確にࣔす遺物は出土しなかったが、ྡ઀す

るʮռড়院ʯ等の寺院に関࿈するࢪ設が存在した可能性がある。

ʢ̐ʣ̓ ౔౧࣌ࢁ୅（第44ਤ）

๛ਉल٢によって଄営された聚楽第の存ଓ期間はۃめて୹いが、この間になされた଄成޻事、

ഁ٫はۃめて大規模と૝ఆされる。

本調査地఺は聚楽第本丸南୺の、本丸中

心࣠からやや西ଆに位置する。この時期の

遺構は、଄成層Ｓ̭55、੝土Ｓ̭100、石

垣Ｓ̬105、本丸南濠Ｓ̭110で、本丸南濠・

南辺石垣の関࿈遺構にݶられる。遺構はඪ

の௿いトレンチ南部に集中し、本丸内部ߴ

にあたるトレンチ北部では全く確認できな

かった。

本丸南濠に઀する石垣Ｓ̬105の北ଆに

は、石垣Ｓ̬105とରをなす石垣の存在が

ਪఆされるが、ࠟ跡さえも確認されなかっ

た。また、前後の時期とൺ΂ると聚楽第の

時期の遺物はۃめてগなく、ほとんどが濠

Ｓ̭110の埋土内から出土している。ちな

みにトレンチ内には聚楽第ഁ٫௚後の時期

の遺構が良޷に遺存することから、江戸時

代以降の大規模な࡟平は૝ఆしがたい。 第43ਤ　遺構มભਤ（戦国時代　4�1/500）
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第45ਤ　遺構มભਤ（江戸時代前半　4�1/500）

以上のঢ়گから、聚楽第の地表面のඪߴ

は前後の時期よりもかなりߴかったが、文

࿣ （̐1595）年の聚楽第ഁ٫に൐って大規模

に࡟平されたとਪఆされる。h 日本西࢙ڭʱ

には、聚楽第のഁ٫についてʮҰӉも࢒さ

ͣ、基礎にࢸるまでࣩくᆝたしめ
ㅭ㉅35ㅮ

ʯと記ड़

されている。本調査地఺のঢ়گはこの記ड़

内༰をࣔすものと考えられる。

ʢ̑ʣ࣌ށߐ୅લ൒（第45ਤ　ただし中期

の遺構はলུ）

聚楽第ഁ٫後、׮Ӭ年間にࢸるまで聚楽

第跡地はܳ能の৔として活用されたことが

஌られている
ㅭ㉅36ㅮ

。江戸時代前期のབ中བ֎ਤ

ሯ෩には聚楽第跡地でՎ෣بがԋじられる

様がඳࣸされ、また、ૐᑓॢの記したʰᑓ

ॢ日記（ॢچ記）ɦ にはܚ長年間にʮ聚楽屋

敷ʯで能を見物した記事が見られる。

調査地఺では柱穴Ｓ̥22、土坑Ｓ̠25を

検出した。Ｓ̥22、Ｓ̠25は埋土の特徴か

らҰ࿈の遺構の可能性がߴい。特に、Ｓ̠

25には土師器ࡼが集中して廃棄され、Կら

かのّྱに൐う遺構と考えられ、この時期

の調査地周辺が、上記の文ݙやֆըࢿྉに

記される特घなۭ間であったことをࣔࠦす

る遺構である。

調査区南୺の聚楽第本丸南濠Ｓ̭110は

聚楽第ഁ٫時に埋め໭され、調査区南西部

では石垣Ｓ̬105およͼ଄成層Ｓ̭55の௚

上にάϥΠ化した੨փ৭土層が堆積してい

る。特に࠷もඪߴの௿い調査区南西୺には

੨փ৭೪土層が堆積している。濠の埋຅に

൐い、もともとچ地形のඪߴが௿かった南

西部は࣪地ଳと化したようである。

Ӭ年間以降、江戸ນ府は聚楽第跡地へ׮

の町人のॅډをڐ可し、調査地఺も町屋Ҭ

第44ਤ　遺構มભਤ（安土౧ࢁ時代　4�1/500）
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にؚまれるようになる。

当֘期の遺構は、トレンチ全Ҭにわたって分布し、特に中期の遺構がಥ出して多い。トレンチ

北部（Ｄ11・12～̝11・12地区）では大ܕの遺構はগなく柱穴が఺在するだけである。調査地఺北

ଆの上ཱച通に面する町屋に൐うものであろう。本དྷ地表面のඪߴがߴかったことと相まって大

規模な֧乱がগないため、遺構はൺֱత良޷に遺存している。トレンチ中ԝ部から北部の東より

（%～F̒～12地区）では、この時期の廃棄土坑、井戸等がີにॏෳして検出される。町屋の裏ख

にあたるためであろう。

トレンチ中ԝ部南よりのҰଳでは様相がҟなる。東部（%～F̐～̒地区）では大規模な֧乱に

よって遺構が׬全に࡟平されている。中部～西部（(・)̐～̒地区）は東部よりも自然堆積層の

り࢒りが良いが、戦国時代の井戸Ｓ̚90をؚめ਺基の井戸しか検出していない。自然堆積層の࢒

が࠷も良い西୺部（̞̑～̓）では、ൺֱతઙい土坑が良޷に遺存している。したがって、西୺部

の遺構検出面が本དྷの自然地形上面と考えられる。

トレンチ南部（̗１～̞３地区）では、聚楽土採掘土坑や井戸が集中する。土坑のॏෳঢ়گから、

後༿にൺఆされるＳ̠10は、ଞの聚楽土採掘坑لも古い೪土採掘坑は土坑Ｓ̠10である。17世࠷

よりಥ出して規模が大きく形ଶもҟなり、૊৫తな聚楽土の採掘をࣔࠦする遺構である。Ｓ̠10

の掘࡟をܖ機とし、ͦの後、܁りฦし聚楽土の掘࡟がҝされたようである。水がたまりॅډにద

さないこのҰଳは、೪土採掘にはదしたۭ間だったのであろう。

ʢ̒ʣ࣌ށߐ୅ޙ൒（第46ਤ）

大࿨ࢁ܊ൡの༄୔Ո京屋敷が調査地఺を

ؚΉҰଳに新たに଄成される。京屋敷の遺

構の可能性があるのは、̚10地区で検出し

た礎石Ｓ̥45、᛽がॆరされる溝ＳＤ50で

ある。྆遺構は、江戸時代中期の廃棄土坑

Ｓ̠83を੾りࠐんで形成されることから町

屋Ҭ廃ઈ後と考えられ、京屋敷の建物跡お

よͼӍ落ち溝とਪఆされる。また、トレン

チ南部は聚楽第廃ઈ後、長期にわたり௿地

であったが、大規模な଄成ۀ࡞によって埋

められ、平ୱな地形に੔地される。この上

面から掘࡟される̝１地区の井戸Ｓ̚111

は出土遺物から江戸時代中期以降と考えら

れる。埋めཱてに૝ఆされる大量の人ྗか

ら、この଄成も༄୔Ո京屋敷に൐う可能性

がߴい。

第46ਤ　遺構มભਤ（江戸時代後半　4�1/500）
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̎ʣ ᡉָ第ͱੴ̨̬֞1�5ʹ͍ͭͯ

石垣Ｓ̬105の࢖用石ࡐは、ங石・間٧石・裏ࠐ石といった種別を໰わͣ、Ұ੾స用石ࡐが確

認されなかった。石垣のస用石ࡐ利用はӬ࿣年間からఱਖ਼年間にかけて通༗に行われるが、聚楽

第の石垣Ｓ̬105は、֎面から見えないはͣの裏ࠐ石にもస用石ࡐを࢖用していない。聚楽第の

所在するʮ内野ʯは平安宮跡で、また平安宮跡北ํは都市・京都のุҬであったことから、࠶利

用可能な礎石・ุ石は当時多਺存在した、とਪ測される。৫ా৴長が଍利ٛতのډ城として建଄

したچೋ৚城の調査では大量のྠޒౝ・石෹の࠶利用が確認され
ㅭ㉅37ㅮ

、ल٢の本ڌ地であった大ࡔ城

٧めの丸では礎石およͼ古墳石׹が࠶利用されている
ㅭ㉅38ㅮ

。このような時代എܠにも関わらͣ、今回

検出した聚楽第本丸石垣Ｓ̬105はస用石ࡐを用いͣ、全ての石ࡐを࢈地から௚઀調ୡ・ӡൖし

て構ஙされている。同時代の記録には聚楽第の଄営に大量の人଍がಈһされ、ल٢自਎が޻事の

第47ਤ　地形มભ෮原ਤ（平安～江戸時代）
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ਐ௙をසൟにࢹ察したことが記されている。石垣Ｓ̬105は、聚楽第のங城にかけたल٢のฒʑ

なら͵೤ҙを୺తにࣔしている。

聚楽第本丸における石垣Ｓ̬105の位置をࢀরすると、石垣Ｓ̬105は本丸主࣠ઢ上の西ྡりに

位置する（第48ਤ）。また、石垣Ｓ̬105のங石が東へ向かうにつれて大ܕ化することは、今回の

調査地の東ଆにॏ要なࢪ設が存在したことをࣔす。大खޱ෇近の石垣のங石に大ܕの石ࡐをબ別

し、城主のݖҖをࣔすことは৫๛系城ֲではよく見られる。したがって、石垣Ｓ̬105のす͙東

に本丸ޱދが存在した可能性がある。ここで๛ਉल次の近ਉが記したh ۨ井日記
ㅭ㉅39ㅮ

をɦࢀরすると、

本丸には南、北、西の３つの門の存在が記され、調査地の位置する聚楽第本丸南辺に門があった

ことが分かる。また、江戸時代前期までに聚楽第をඳࣸしたֆਤをࢀরすると、上ӽ市૯߹ത物

ؗ蔵ʮޚ所ࢀ内・聚楽第行޾ਤሯ෩ʯ、ࡖ市ത物ؗ蔵ʮབ中བ֎ਤሯ෩ʯにはఱਖ਼16（1588）年の

後ཅ成ఱߖ行޾がඳかれているが、ࢀ内行ྻ、行޾行ྻは聚楽第の南を通աしており、ޚ所ଆの

東から௚઀入城していないことがӐえる。とりわけࡖ市ത物ؗ蔵ʮབ中བ֎ਤሯ෩ʯでは、後ཅ

成ఱߖの行޾行ྻの前ํに聚楽第本丸南ޱދのݒけڮがඳかれている。これまで聚楽第研究で࠷

も多くࢀরされてきた三井記೦ඒज़ؗ蔵ʮ聚楽第ਤሯ෩ʯ（第３ਤ）にも、ࠨ୺෇近で同様のݒけ

。のҰ部がඳࣸされているڮ

文ݙ・ֆըࢿྉと発掘調査成Ռのর߹には৻ॏさがඞ要であるが、以上の検౼から調査地఺の

位置が聚楽第本丸南ޱދの近ྡである可能性はे分にあると考えられる。石垣Ｓ̬105にస用石

の自然石を用いて੔ඒな石垣をஙいていることは、本丸への入城者にରしल٢ܕ用せͣ大࢖をࡐ

第48ਤ　調査地周辺の聚楽第関࿈遺構
（4�1/2,500　京都市都市ܭըਤ　聚楽ն）
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のҖ৴をࣔތする目తがあったのであろう。聚楽第跡の大規模な遺構が検出されたのは本調査が

ॳめての事ྫであるため、現ஈ֊ではஅยతな事৅からਪ࿦せ͟るをಘないが、この当൱は今後

の発掘調査にҕͶたい。

石垣Ｓ̬105の現存ߴはϘーリンά調査の݁Ռをࢀ考にしても࠷大̐ｍにすぎないが、文࿣̐

（1595）年のഁ٫によって石垣上部がഁյされ、現存する石垣はͦの࢒存部である。この時期は、

城ֲのഁ٫にあたってޱދと۱֯部が࠷も大きなഁյのର৅となることが判明している
ㅭ㉅40ㅮ

。本丸南

でܕ෇近とਪఆされる本調査地఺の周辺は特に大規模なഁյをडけたはͣである。ங石が大ޱދ

本丸中࣠ઢに近いトレンチ東部のங石のஈが、西部とൺֱすると௿く、࢒存ঢ়گがѱいことも地

఺によるഁ٫のఔ౓ࠩをࣔす可能性がある。こうした大規模なഁ٫によって、石垣Ｓ̬105とର

になって城น石ྥを構成したはͣの北ଆ石垣はࠟ跡さえも࢒存していない。また、聚楽第石垣の

はෆ可能であݩい෮ߴも存在しないことから、Ｓ̬105の֖然性のݙさを਺値としてࣔした文ߴ

る。ただし、ܚ長期以前の石垣はۣޯ഑のみで൓りがແいこと、Ｓ̬105の石積みの֯ࣼ܏౓が

約55 で゚あることを考ྀし、̐Ҋをఏࣔす
ㅭ㉅41ㅮ

る（第49ਤ）。

Ҋ１は、੝土Ｓ̭100を本丸南石ྥの構成層、଄成層Ｓ̭55の上面を当時の地表面とଊえるҊ

である。石ྥఱ୺部のඪߴは約50～52ｍ、濠ఈからఱ୺までのߴさは約̒～̔ｍとなる。城นの

北ଆ（裏ଆ）には෯約2.5～̐ｍのଳঢ়の平ୱ面がつき、この平ୱ面からߴ௿ࠩ２ｍ以上のࣼٸ面

がཱち上がり、本丸内部にࢸる。Ҋ１では、この２ｍ以上のߴ௿ࠩ、ࣼٸ面と平ୱ面の存在を聚

楽第の構଄上の特徴と位置づけるものである。ࣼ面以北ではඪ50ߴm෇近で自然堆積層が水平に

堆積し、本丸内部のچ地表面はඪ50ߴm以上となるため、石ྥのఱ୺は本丸内部چ地表面とほと

んどߴ௿ࠩがແいことになる。　

Ҋ２は、石垣のߴさをҊ１と同じߴさとするが、石垣Ｓ̬105を本丸南辺ࢪ؛ޢ設の構成層と

ଊえるҊである。石垣のఱ୺はͦのまま本丸内平ୱ面とҰகし、本丸内にはＳ̬105とରになる

石垣が存在しない。

Ҋ３は、଄成層Ｓ̭55のҰ部と੝土Ｓ̭100を石ྥの構成層として、Ҋ１よりߴい石ྥの存在

を૝ఆするҊである。石ྥの北ଆ石垣のࠜ石はҊ１より北に位置することとなるので、Ҋ１のよ

うなଳঢ়の平ୱ面は設ఆできなくなる。଄成層Ｓ̭55は石ྥ以北のஈࠩを׬全に埋めたものとな

る。すなわち、石ྥ基部と本丸内部とのߴ௿ࠩは、聚楽第ங城以前のچ地形をࣔすものとなる。

石ྥఱ୺部はඪ56～52ߴｍ、濠ఈから石ྥఱ୺部までのߴさは約̔～12ｍである。本丸内の平ୱ

面からは਺ｍのߴ௿ࠩがある。

Ҋ̐は、଄成層Ｓ̭55と੝土Ｓ̭100を全て本丸南石ྥの構成層と૝ఆし、石ྥのߴさを࠷大

に見積もる෮原Ҋである。城内ଆの石垣のࠜ石の位置はҊ３よりさらに北に位置し、自然堆積層

のஈの上に౸ୡする。このҊでは、ఱ୺部のඪߴが56m以上、濠ఈからఱ୺部までのߴ௿ࠩは

12m以上となる。本丸内چ地表面からのߴ௿ࠩは̒ｍ以上になる可能性がある。

Ҋ１～̐はあくまでਪ࿦のҬを出ないが、Ҋ１・２は成りཱちがたいと考える。ཧ༝の第Ұは、

Ҋ１では石ྥの北ଆに૝ఆされる平ୱ面は෯が2.5～̐ｍとかなりڱく、通路の可能性は認めら
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れるものの用をなさないと考えられるためである。ཧ༝の第ೋは、Ҋ１・２では石ྥおよͼ؛ޢ

、রするとࢀが௿すぎるためである。これまでの聚楽第の調査ཤྺをߴ設としての石垣ఱ୺部ඪࢪ

第37地఺の調査で本丸南濠ର؛の自然堆積層上面がඪ49.0ߴｍ෇近で検出されており（第50ਤ）、

聚楽第存ଓ時のچ地表面のඪߴは当然この面よりߴくなる。Ҋ１・２の石垣ఱ୺部のඪߴは、第

37地఺の自然堆積層上面とあまりมわらない。聚楽第は、๛ਉल٢が平安宮跡地のʮ内野ʯにຬ

を࣋して଄営した関ന公ఛ݉城ֲで、ޚ土ډで֎ֲをғった๛ਉ期京都の中心でもある
ㅭ㉅42ㅮ

。Ҋ１・

２では南濠ର؛から石ྥ、ࢪ؛ޢ設のఱ୺部を見౉すことができるため、当時の人ʑのࣖ目をڻ

かせた石
ㅭ㉅43ㅮ

垣とは考えがたい。

以上の検౼から、Ҋ３・̐のいͣれかと考えられる。今回の調査݁Ռからはこれ以上の検౼が

ෆ可能であるが、聚楽第の前後にங଄された城ֲ石垣のߴさをൺֱすると、後౻Ո文書に記され

るఱਖ਼11（1583）年の๛ਉ期大ࡔ城の石垣は３ஈங଄で、下のஈが̐間̑ई（9.5ｍ）、中のஈ、上

のஈが̒間（12m）とされ
ㅭ㉅44ㅮ

、文࿣（1592）ݩ年の金୔城東ϊ丸東面が全15.07ߴｍ、ӑಪ࿌下北面が

12.22m
ㅭ㉅45ㅮ

、文࿣年間からܚ長ॳ期にൺఆされる岡ࢁ城中のஈ石垣が全15～10ߴ.
ㅭ㉅46ㅮ

6ｍである。聚楽第

以前ではӬ࿣ （̒1563）年の小຀城、Ӭ࿣10（1567）年のذෞ城で上下ೋஈの石垣が用いられ、聚楽

第の近ྡではӬ࿣11（1568）年のچೋ৚城でもງに面した上下ೋஈの石垣が発掘調査で検出されて

いる
ㅭ㉅47ㅮ

。

ఱਖ਼14（1586）年にங城された聚楽第は本֨తな平城のᅘ໼となる城ֲであるが、この時期の石

垣は൓りを༗するߴ石垣へのա౉期でもある。自然堆積層に石垣を࣋たせることの可能な、ࢁ地・

第49ਤ　石垣Ｓ̬105の෮原Ҋ（4�1/300）
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第50ਤ　聚楽第跡本丸南濠と本トレンチの位置関4）܎�1/500）

ٰྕにཱ地する城ֲは別として、このஈ֊で平地におけるߴさ10ｍ前後の石垣構ஙが可能であっ

たのか、またはٕज़がͦこまで発లしておらͣैདྷ޻法のೋஈ଄りの石垣であったのか、が໰୊

となるだろう。վめて今回調査した石垣Ｓ̬105の位置する地形を見ると、石垣Ｓ̬105がもたれ

る自然堆積層の上୺のඪߴは約48ｍで、濠ఈからのߴ௿ࠩは約̐ｍである。この上୺から約12m

北で自然堆積層はさらに֯ٸ౓でཱち上がり、上୺はඪߴ約50mにୡする。Ҋ３・̐のように、

２ｍのߴ௿ࠩを埋めて଄成・地൫ڧ化することで石垣のॏ量が࠷ऴతに଄成土の後എの自然堆積

層にかかるようになり、݁Ռతに自然堆積層に௚઀石垣を࣋たせるのと近いޮՌが期଴できる。

このஈ֊で濠ఈからのߴ௿ࠩは約̒ｍにୡし、さらに石垣をߴく積Ήஈ֊で平地に石垣を構ஙす

ることとなる。

ところで、石垣Ｓ̬105の北に堆積する੝土Ｓ̭100は報文に記したとおり多量の᛽をؚΉݻݎ

な層であるが、これらの᛽は石垣裏ࠐにؚまれる܀石と近ࣅしている。すなわち、Ｓ̭100は石

垣裏ࠐ層のҰ部とਪ測される。ͦして、Ｓ̭100の検出地఺はＳ̬105から約２ｍ北に位置するこ

とから、この地఺で石垣にஈ（ʮݘ૸りʯ）が଄られた可能性がある（第49ਤ）。以上の現৔における

堆積ঢ়گの観察と߹わせ、Ծに聚楽第の時期に平城で10m近い石垣を構ஙするٕज़がະ発ୡであ

ったとしても、上下ೋஈの石垣を構ஙすることによって上にྫࣔしたॾ城と同規模の石垣を構ங

することはඞͣしもෆ可能ではなかったであろう。

以上の検౼は石垣の構ஙख法をࣔすだけでなく、聚楽第がچ地形のߴ௿ࠩを޼みに活かして構

ஙされた可能性をࣔす。平安宮跡・聚楽第跡周辺のچ地形を分ੳしたീլ৾によると
ㅭ㉅48ㅮ

、聚楽第跡

のچ地形は基本తには北西から南東に向かってࣼ܏が下がるٰྕ地形で、平安宮の内裏・大ۃ殿

など主要ࢪ設の所在地がҰஈߴく広い平ୱ面に଄成されたことが判明している。発掘調査事ྫか

ら聚楽第跡の東西、南北࣠上の自然堆積層上面のߴ௿ࠩをਪఆすると、第51ਤのようになる。な

お、地表面のඪߴについては、京都市都市ܭըਤ（1/2,500）（ધ岡ࢁ・聚楽ն）をࢀরして各調査

地఺௚近の現地表面ඪߴとԾఆした。ͦしてͦの਺値を基に各調査地఺における掘ਂ࡟౓から、

自然堆積層上面のඪߴをࢉ出した。

東西࣠அ面は、本丸北دりの各地఺でσータを収集した。聚楽第西֎ֲの自然堆積層上面は第

63地఺から第34地఺まで؇やかに下り、約1.5ｍのߴ௿ࠩがある。本丸内は、西୺の第̐地఺が

ඪߴ約51.5ｍと௿いが、全ମతにはඪ53.0～52.5ߴｍのൣғに収まり、平ୱな地形である。聚楽

第のഁ٫と後世の地形վมを考ྀしても、聚楽第当時のچ地形を൓өする可能性がߴい。

南北࣠அ面は、主に本丸中ԝ西よりでσータを収集した。南から北に向かってݦ著にࣼ܏が上
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ঢしߴ௿ࠩは࠷大̔ｍあるが、各地఺の自然堆積層上面のඪߴをൺֱするとひなஃঢ়にஈࠩが所

在すること、ஈࠩの位置が聚楽第の構଄とີ઀に関わっていることは明らかである。֎ֲ南濠、

南ೋ೭丸南濠、本丸南濠の྆ޱݞのඪߴをൺֱすると、北ଆのඪߴは明らかにߴくなり、聚楽第

の構଄上、北に向かうにつれて各ֲのॏ要性が૿すこととݺԠしている。ߴ௿ࠩは本丸内でもݦ

著で、第39、62地఺の自然堆積層上面のඪࠩߴは約3.5mである。྆地఺には約105ｍのڑ཭があ

るため、設ఆした࣠上の検౼のみではஈࠩの所在地఺が判明しないが、本丸東୺の第19・31地఺

のඪߴをࢀরすると、約３ｍのߴ௿ࠩがある。྆地఺のڑ཭は約30ｍで、第31地఺は第62地఺と

ほ΅同じ緯౓に位置する。第31・62地఺から北へ70ｍは平ୱ面がଓくが、第̒地఺以北はඪߴが

さらに上ঢする。現ஈ֊では明確なஈࠩの位置は確ఆできないが、第̒地఺から本丸北୺にかけ

第51ਤ　石垣Ｓ̬105・濠Ｓ̭110の構଄模式ਤ（4�1/1,000・1/5,000）
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て、࠷大෯55mの平ୱ面が଄成された可能性がある。

以上の検౼から、本丸には３ஈの平ୱ面が଄成され、南から北に向かってஈʑঢ়にඪߴがߴく

なっていたことが判明した。特に南୺の第１ஈから中ԝ部の第２ஈにかけてのஈࠩはܹٸで、本

丸内部での機能ࠩを୺తにࣔしている、と判அされる。三井記೦ඒज़ؗの聚楽第ਤሯ෩（第３ਤ）

を見ると、本丸南部にᐻൽ෪の建物܈とఉԂがඳかれ、北部には瓦෪きの建物や井戸がඳࣸされ

ている。ඒज़࢙、建ங࢙のࢹ఺からも本丸北部、南部の性֨についてはෳ਺の見ղが出されてお

り、今回ࢦఠした、چ地形のஈࠩが本丸内における機能のҧい、ྫえばʮ表ʯ、ʮ中Ԟʯ、ʮԞʯۭ

間といった区別をࣔす可能性がある。また、本丸北西部の࠷もඪߴのߴい地఺にはఱकがඳかれ

ているが、今回の検౼からも本丸北୺部は࠷もඪߴがߴく、この地఺にもஈ଄成がなされていた

と૝ఆされる。聚楽第跡内部はഁ٫と後世の活発な土地利用によって遺構がほとんど࢒っていな

いが
ㅭ㉅49ㅮ

、自然堆積面の検出ඪߴをൺֱするだけでも、城内の構଄にഭりಘる可能性がある。

̏ʣ͓ ΘΓʹ

これまで積みॏͶられてきた聚楽第跡の発掘調査では濠ݞの位置確ఆや濠内の構଄ղ明が主な

成Ռであったが、今回の調査ではॳめて本丸南辺石垣を検出し、聚楽第の構଄にഭれる成Ռをಘ

た。約32ｍにわたる石垣は、現ஈ֊で聚楽第跡における࠷大規模の遺構である。また石垣の検出

から、地఺によっては地下ਂくに聚楽第の遺構が遺存していることが判明したことも、今回の大

きな成Ռである。

聚楽第跡以前の遺構としては、鎌倉時代以降の平安宮跡のॅډҬ化、戦国時代のԠਔ・文明の

乱後の寺院଄営をࣔࠦする遺構を検出した。これまでの都市࢙研究の成Ռともූ߹する内༰であ

る。聚楽第以降の時期では、江戸時代ॳ期にܳ能の৔となった時期のّྱをࣔす土師器の廃棄土

坑や׮Ӭ年間以降の町屋Ҭ化と聚楽土の採掘をࣔす᜚ີな遺構分布を確認し、江戸時代後期の大

࿨ࢁ܊ൡ༄୔Ո京屋敷をࣔす礎石建物跡も検出した。今回の調査では、聚楽第跡だけでなく、ͦ

のଞの時代の遺構の調査からも、この地Ҭのॏ層తなྺ࢙を考古ֶతにࣔす成Ռがಘられた
ㅭ㉅50ㅮ

。

（古川　ঊ）

஫１ ڮߴণ明ʮ大内裏のม๴ʵ平安຤から鎌倉中期までʵʯ（h 院੓期の内裏・大内裏と院ޚ所 　ɦ文ཧֳ）

2006

஫２ ߁ڮߴ෉ʰ京都中世都市࢙研究ʱࢥ文ֳ　1983

஫３ δアン・Ϋϥセʰ日本西࢙ڭʱଠ੓׭຋༁　1878

஫̐ 西ా௚ೋ࿠ʮ聚楽第ᅿʯ（h 京都府࢙੼উ地調査။報告ʱ第１冊　京都府）　1919

஫̑ 内౻ণ・大野࢚ߞ・中村利ଇʮ聚楽第ʵ෢Ո地の建ங（近世都市ਤሯ෩の建ஙత研究ʵབ中བ֎ਤ・

ͦの２ʵ）ʯ（h 日本建ஙֶ会࿦文報告集ʱ第180号　日本建ஙֶ会）　1971

஫̒ ᓎ井成広ʰ๛ਉल٢のډ城ʱ聚楽第　෬見城編（日本城ֲࢿྉؗ出൛会）　1971

஫̓ ଍利྄݈ʮ聚楽第内城についてʯ（h 長岡京古文化࿦૓ʱ２　中ࢁमҰઌ生تण記೦事ۀ会）　1992

஫̔ ඦ੉ਖ਼߃ʮ聚楽第のங城と都市の発లʯ（h ๛ਉल٢と京都ʵ聚楽第・ޚ土ډと෬見城ʵ 　ɦ日本࢙研

究会）　2001

஫̕ ৿ౡ߁༤ʮ聚楽第内ֲの෮ݩʯ（h 近世近代の地Ҭとྗݖʱ大ࡕ大ֶ文ֶ部日本࢙研究ࣨ૑ཱ50周年
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記೦࿦文集　下巻　大ࡕ大ֶ文ֶ部日本࢙研究ࣨ）1998

৿ౡ߁༤ʮ聚楽第と城下町ʯ（h ๛ਉल٢と京都ʵ聚楽第・ޚ土ډと෬見城ʵʱ日本࢙研究会）　2001

஫10 ֿ川හ෉・馬੉ஐޫʮ聚楽第の෮ݩと平安宮ʯ（h 地ਤとྺۭ࢙間ʱʵ଍利྄݈ઌ生௥ౣ࿦文集ʵ　

଍利྄݈ઌ生௥ౣ࿦文集編ࢊҕһ会）　2000

஫11 馬੉ஐޫʮ聚楽第跡の෮ݩʵ考古ֶత考察ʵʯ（h 古代文化ʱ57ʵ2　財団法人古代ֶڠ会）　2005

஫12 同ࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗʰֶ生会 കؗ地఺発掘調査報告書ʵࣨ町殿と近世西ཱച町の調査ʵפؗ・ （ɦ同

ྉؗ調査研究報告　第̐集）　2005ࢿ࢙社大ֶྺࢤ

஫13 ٢࡚　৳ʮ上京遺跡ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2004-9ʱ財団法人京都市埋蔵文化財

研究所）　2004、木下อ明、本໻ീ࿠、平ాହʮ平安京ࠨ京Ұ৚三๥ʯ（h ত࿨61年౓京都市埋蔵文化

財調査֓要ʱ財団法人京都市埋蔵文化財研究所）　1989

஫14 近౻஌子ʮ平安京ࠨ京ࣣ৚ೋ๥・本ᅳ寺跡ʯ（h 平成̒年౓京都市埋蔵文化財調査֓要ʱ財団法人京

都市埋蔵文化財研究所）　1996

஫15 ʰ本能寺跡発掘調査報告ʱ関西文化財調査会　2008

஫16 同ࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗ・（財）京都市埋蔵文化財研究所ʰ相国寺ڥچ内・上京遺跡の発掘調査ʵ同ࢤ

社大ֶӊ丸Ωϟンύε建設に൐う発掘調査ʵʱ2011　

同ࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗʰ現地આ明会ࢿྉ　相国寺ڥچ内の発掘調査２ʱʵ同ࢤ社大ֶ今出川Ωϟン

ύε੔備に൐う発掘調査 （ɻ今出川Ωϟンύε੔備に൐う発掘調査ҕһ会・ྺࢿ࢙ྉؗ）　2011

஫17 ৿ౡ߁༤ʮ̐ɽ平安京跡・چೋ৚城跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第59冊　財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　1994　

ʰ京都市ߴ଎鉄道ӊ丸ઢ内遺跡調査年報ᶗ～ᶙʱ京都市ߴ଎鉄道ӊ丸ઢ内遺跡調査会　1980～1982

஫18 ʮ平安京ࠨ京三৚ೋ๥े町（ງՏ院）跡ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2007-17ʱ財団法人

京都市埋蔵文化財研究所）　2008

஫19 ʮ平安京跡・ޚ土ډ跡ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2006-18 　ɦ財団法人京都市埋蔵文

化財研究所）　2007

஫20 ʮ法ॅ寺殿跡・࿡೾ཏ੓庁跡・ํ広寺跡ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2009-8ʱ財団法

人京都市埋蔵文化財研究所）　2010

஫21）ʮ࢙跡چೋ৚཭宮（ೋ৚城）ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2001-15ʱ財団法人京都市埋蔵

文化財研究所）　2003　

ʮ࢙跡چೋ৚཭宮（ೋ৚城）ʯ（h 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2009-14ʱ財団法人京都市埋蔵

文化財研究所）　2010

஫22 小৿ढ़׮ʮ෬見城ʑ下町ʯ（h ত࿨62年౓　京都市埋蔵文化財֓要 　ɦ財団法人京都市埋蔵文化財研究

所）　1991　

本խ࿨ʮ෬見城跡（09F%133）ʯ（hࢁ          京都市内遺跡ৄࡉ分布調査報告　平成21年౓ 　ɦ京都市文化市ຽ

2010　（ہ

஫23 前ܝ஫３文ݙ

஫24 報文については、ॾൠの事৘によりా݁ঙࢯのॿݴとࢲ৴をݩに古川が代චした

஫25 前ܝ஫18文ݙ

஫26 財団法人京都市埋蔵文化財研究所ʰ京都市考古ࢿྉؗ։ؗ30周年記೦　京都　ल٢の時代　つちの

中から 　ɦ2010

஫27 ʰำ҇ଠ߰記ʱやʰ当代記ʱにはఱਖ਼13年य़から聚楽第଄営ணखとされるが、h 多ฉ院日記ʱによる
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とఱਖ਼14年２月21日に本֨తに޻事が։࢝されたとする。また、hӉ野主水日記 にɦはʮ京都内野辺に、

関ന殿のޚ殿たてらる΂きに෇ࣕ、ೋ月下०よりॾ大名在京して大ී੥࢝まるなり。大ࡔには中国

೭大名の΅りてී੥あり。人଍ࣣീສ、またはेສばかりある΂しとӠʑ京都のී੥ͦのৗなる事

にてはなし。༛以大ร೭事とӠʑʯと記されている

஫28 ҏ野近෋ʮʮかわらけʯ考ʯ（h 京都府埋蔵文化財࿦集ʱ第１集　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究

センター）　1987

஫29 ٢岡߁ெʮ14・15世ل中国陶磁編年の࿦఺ʵླྀٿ出土陶磁を中心にʵʯ（h 中近世土器の基礎研究ʱ

24　日本中世土器研究会）　2012

஫30 ৿ాษʮ14～16世لのന磁のܕ式分類と編年ʯ（h ๵қ陶磁研究ʱ/o.2　日本๵қ陶磁研究会）　1982

஫31 ཱ石ࢤݎʮ奈良Րുʯ（h ֓આ 中世の土器・陶磁器ʱਅཅ社）　1995

஫32 ৿ౡ߁༤ʮ平安京跡（聚楽第跡）発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第54冊　財団法人京都府埋

蔵文化財調査研究センター）　1993

஫33 ৿ౡ߁༤ʮ聚楽第跡出土のݢ平瓦ʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第49号　財団法人京都府埋蔵文化財

調査研究センター）　1993、なお、஫32文ݙ第84ਤ90・91もࢀর

஫34 ࠤ౻ѥ੟ʮ瓦質土器のध要ʵ大࿨における出土܏向とͦのഎܠʵʯ（h ٢岡߁ெઌ生古ر記೦࿦集　

陶磁器の社会࢙ʱ٢岡߁ெઌ生古ر記೦࿦集ץ行会　ܡ書๪）　2006

஫35 前ܝ஫３文ݙ

஫36 ङ野޾ݩʰल٢のޚ所ࢀ内・聚楽第行޾ਤሯ෩ 　ɦ੨ݬ社　2010

஫37 前ܝ஫17文ݙ

஫38 財団法人大ࡕ市文化財ڠ会ʰ大ࡔ城跡ʱ̒　2002

஫39 文࿣̐年̐月10日のۨ井日記には

聚楽本丸石垣೭上น೭ն間਺　Ұ　南೭門より北೭門຦ඦീे間　Ұ　北೭門より西೭門຦

ೋඦೋे間　Ұ　西೭門より南೭門までീे࿡間　Ұ　　߹࢛ඦീे࿡間　ୠീ町Ұ൓੾（以下ུ）

と記ड़されている。

஫40 ౻木ࢤٱ・ҏ౻ਖ਼ٛʰ城ഁりの考古ֶ 　ɦ٢川߂文ؗ　2001

஫41 ここで本અでの用ޠ法を੔ཧすると、ʮ石垣ʯは、前面から見て石ࡐをࠨ右、上下にஙいた広ٛの石

垣をࢦす。ʮ石ྥʯは྆ଆนに石垣を༗する構଄物で、城内よりҰஈߴく、అ๷ঢ়にཱち上がる。ʮ石

垣ʯはʮ石ྥʯ構成要ૉである。なお、上記の分類は通ৗの考古ֶత用法とはҟなるが、本અでの

みศٓతに用いる。

ʮ石ྥʯの用法は三Ӝਖ਼޾ʰ城のつくりํਤయ 　ɦ小ֶؗ　2005による。なお、ా中ୖ・ࠤ原ਅʰ日

本考古ֶ事య （ɦ三লಊ）2003では、ʮ石ྥʯは近世城ֲ以前の石を積み上͛た๷ྥ、とఆٛされてい

るが、؅見ではద当な用ޠがଞに存在しないため、前ܝ三Ӝ2005にैう

஫42 ਔ木޺ʰۭ間・公・ڞ同ମ 　ɦ੨木書ళ　1997

஫43 ल٢のޚՀऺの大村༝ݾは、h 聚楽第行޾記ʱにʮʜํ࢛三ઍาの石のついがきࢁの೗しʜʯと記し

ている。また、ルΠε・ϑϩΠεは聚楽第の石垣について、ʮ石นの石はີ઀していないが、࣫۬で

઀߹されており、ٕज़が༏れ、นがްいためにԕํからは石଄建ஙと見ޡるほどであった。石の多

くはك༗の大きさで、ԕくからはるばるݞに୲いでӡばれてきたのであるが、時にはҰݸの石をӡ

ൖするのに三、࢛ઍ人をඞ要とした。ʯ（দాؽҰ・川࡚౧ଠ༁ʰϑϩΠε　日本࢙ 　ɦ中ԝ公࿦社　

1977）と記ड़している

஫44 中村ത࢘ʮ৴長・ल٢のஙいた城ֲ石垣についてʯ（h 考古ֶ࿦究　小ּ原޷඙ઌ生ୀ೚記೦࿦集ʱ
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小ּ原޷඙ઌ生ୀ೚記೦࿦集ץ行会編）　2007

஫45 ୌ川ॏಙ・෌ా࿨ؾ෉（ʮॾ大名Ոの石垣　前ాՈ（加լ）ʯ（h 金୔城࢙ྉ૓書16　城ֲ石垣のٕज़と

૊৫ʱ石川ݝ金୔城調査研究所）　 2012

஫46 出宮ಙঘ・৐岡࣮・஥井ޫ代・岡ౢོ࢘（h 城跡本丸中のஈ発掘調査報告ʱࢁ跡岡࢙　ۀ跡อ存੔備事࢙

岡ࢁ市ڭҭҕһ会）　1997

஫47 前ܝ஫17文ݙ

஫48 ീլ৾ʮ古代都城の઎地についてʵͦの地形తڥ؀ʯ（h ֶ૓ʱ૑ץ号　京都国ཱത物ؗ）　1979

஫49 聚楽第跡は文࿣ （̐1595）年のഁ٫後も後世の土地利用によってഁյをडけているが、ܚ長 （̔1603）

年のೋ৚城ங城もӨڹした可能性がある。前ܝ（஫17）文ݙの発掘調査で検出されたܚ長期ೋ৚城の

石垣は、ࣸ ਅで見るݶり、今回の聚楽第本丸南石垣と࢖用石ࡐの形ଶとؠ石తな特徴がよくࣅている。

ೋ৚城ங城にあたって、近๣の聚楽第跡石垣石ࡐのҰ部をൈऔり、࠶利用したことが考えಘる。なお、

聚楽第跡石垣とܚ長期ೋ৚城石垣の相ࣅについては、ࢁ本խ࿨ࢯからࣔ͝ڭをಘた。

஫50　平安宮跡・聚楽第跡の発掘調査にあたっては、下記のํʑからࢦಋ、͝ 。（শུܟ・ॱෆ同）ったࣀをࣔڭ

 অฑढ़෉（同ࢤ社大ֶ）、एྛ๜඙・浜中๜߂（同ࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗ）、ז井ढ़޹（京都大ֶ๷ࡂ研究

所）、ా݁ঙ良ত（์ૹ大ֶ）、࿨ా੖ޗ・木ཱխ明・ߴਖ਼ （ཾ໋ཱؗ大ֶ）、北垣ᡏҰ࿠・木ӽོ三・

ୌ川ॏಙ（金୔城調査研究所）、ೌ⃻തਖ਼（京都଄形ܳज़大ֶ日本ఉԂ・ྺ࢙遺࢈研究センター）、中

村ത࢘（前大ࡕ城ఱकֳത物ؗ）、৿岡ल人（日本考古ֶڠ会）、૿ ా෋࢜༤（前京都大ֶ）、村ాम三（前

大ࡕ大ֶ）、木戸խण（࣎լڭݝҭҕһ会）、宮෢ਖ਼ 大ߴ下、（ҭҕһ会ڭݝլࠤొ） （ี඙ࠜ市ڭҭҕ

һ会）、ૣ川ܓ（ߴ௬市ڭҭҕһ会）、建部ګએ（日本城ֲ研究センター）、ాߴప（城ؗࢿྉֶ会）、市

川૑（公益財団法人大ࡕ市ത物ؗڠ会大ࡕ文化財研究所）、ᒜࠨ٢ᦱ門（公益財団法人ᒜඒज़ؗ）、西

川ఓ （྄中村石ۀ޻ࡐ株式会社）、西村金଄・西村大଄（株式会社西村石౮࿊ళ）、ࡔ本ढ़（奈良大ֶ大

ֶ院）、中ඌ๕࣏・井上ຬ࿠・ڮߴ੣Ұ・中୩խ࣏・上原ਅ人（当調査研究センターཧ事）

　　　また、公益財団法人三井記೦ඒज़ؗからʮ聚楽第ਤሯ෩ʯのࣸਅఏڙをडけた。
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෇表３　石垣Ｓ̬105石ࡐҰཡ

൪߸ ੴࡐ छผ ࣼ܏ ෯ ߴ Ԟߦʢ͑߇ʣԞߦ � ෯ Ԟߦ � ߴ ॏྔ උߟ

̱１ ؠՖቋཻࡉ ங石 50 0.8 0.6 1.15 1.44 1.92 1

̱２ ؠ࠭ ٧石 44 0.45 0.25 ʵ ʵ

̱３ チϟート ங石 49 0.6 0.6 1.2 2 2 ʵ

̱̐ チϟート ங石 61 0.75 0.5 1.45 1.93 2.9 ʵ

̱̑ Ֆቋؠ 間石 ʵ 0.35 0.2 ʵ ʵ

̱̒ Ֆቋؠ ங石 ʵ 1.1 -0.3 ʵ

̱̓ Ֆቋؠ 間石 49 1.05 0.55 1.15 1.1 2.09 1.2 チϟートとの
઀৮部

̱̔ ؠՖቋཻࡉ ෆ明 47 -0.45 -0.4 ʵ

̱̕ Ֆቋؠ ෆ明 50 -0.5 0.3 ʵ

̲１ 層ঢ়チϟート ங石 48 1.05 0.5 0.9 0.86 1.8 ʵ

̲２ ؠՖቋཻࡉ ங石 52 1.1 0.4 -0.95 ʵ

̲３ チϟート 間石 ʵ 0.4 0.2 ʵ ʵ

̲̐ Ֆቋؠ ங石 51 1.1 0.45 1.15 ʵ

̲̑ Ֆቋؠ 間石 ʵ 0.4 0.2 ʵ ʵ

̲̒ チϟート 間石 ʵ 0.3 0.2 0.35 ʵ

̲̓ 層ঢ়チϟート ங石 45 1.05 0.55 1.15 1.1 2.09 ʵ

̲̔ Ֆቋؠ ங石 42 1.15 0.55 1.25 1.09 2.27 1.43

̲̕ Ֆቋؠ ங石 56 0.95 0.55 ʵ ʵ

̳１ Ֆቋؠ ங石 67 0.7 0.2 0.9 1.29 4.5 0.23

̳２ Ֆቋؠ ங石 57 0.8 0.4 1 1.25 2.5 0.58

̳３ Ֆቋؠ ங石 59 0.85 0.4 ʵ ʵ ʵ

̳̐ Ֆቋؠ ங石 40 0.6 0.35 0.9 1.5 2.57 0.34

̳̑ Ֆቋؠ 間石 47 0.7 0.4 ʵ ʵ ʵ

̳̒ Ֆቋؠ ங石 ʵ 0.65 -0.2 ʵ ʵ ʵ

̳̓ Ֆቋؠ ங石 35 0.5 0.2 ʵ ʵ ʵ

̳̔ Ֆቋؠ ங石 57 1.65 1.1 0.55 0.37 0.5 2.06

̳̕ ؠ࠭ 間石 52 0.35 0.35 0.6 1.71 1.71 ʵ

̴１ Ֆቋؠ ங石 57 0.6 0.45 1.05 1.75 2.33 0.51

̴２ Ֆቋؠ ෆ明 ʵ 0.3 0.15 ʵ ʵ ʵ

̴３ Ֆቋؠ ங石 49 0.7 0.2 0.9 1.29 4.5 0.23

̴̐ Ֆቋؠ ங石 45 0.6 0.3 ʵ ʵ ʵ

̵１ Ֆቋؠ ங石 59 0.75 0.45 1 1.33 2.22 0.61

̵２ Ֆቋؠ ங石 63 0.7 0.35 ʵ ʵ ʵ

̵３ ؠՖቋཻࡉ ங石 43 0.55 0.2 1.05 1.91 5.25 0.21

̵̐ Ֆቋؠ ங石 57 0.75 0.45 ʵ ʵ ʵ

̵̑ 石ӳൗؠ ங石 59 0.6 -0.3 ʵ ʵ ʵ

̵̒ Ֆቋؠ ங石 51 0.7 0.4 ʵ ʵ ʵ

̵̓ Ֆቋؠ ங石 67 0.6 0.25 1 1.67 4 0.27

̵̔ Ֆቋؠ ங石 57 1.4 0.75 1.1 0.79 1.47 1.79

̵̕ ひんؠ ங石 45 1.05 -0.4 -0.75 ʵ ʵ

̵ 10 Ֆቋؠ ங石 47 1.25 0.55 1.05 0.84 1.91 1.3

̵ 11 Ֆቋؠ ࠜ石 ʵ 1 0.5 1.1 1.1 2.2 0.99
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˞　෯、ߴ、Ԟ行き（߇え）の୯位はｍ、ॏ量の୯位はtである。
˞　ॏ量は、石ࡐの෯、ߴ、Ԟ行を৐じた਺値に、さらに石ࡐの形ଶと෩化౓にԠじたൺ཰ܭ਺およͼ、
国ཱఱ文୆編ʰཧՊ年表ʱ記ࡌのྖՈଳՖቋؠのີ౓2.58（t/ὗ）を৐じてࢉ出した。なお、ൺ཰ܭ਺は石ࡐ
̵̔が0.6、石̳̔ࡐが0.8、ͦのଞの石ࡐは全て0.7とした。

測ఆには奈良大ֶが所༗するΤωルΪー分散̭ޫܬܕઢ分ੳ૷置&%"9 +apan &"(-& 99-

を࢖用した。この૷置の9ઢターήοトは$rである。測ఆ৚݅は、ਅۭڥ؀下で印加ిѹを10～

40k7とし、ి流を380～500Ж"のൣғでカ΢ントຖඵ（DpT）が1,000ఔ౓となるように調અした。

測ఆ時間は32分間である。本ࢼྉはؠ石であるため߭物ޮՌ（ෆۉҰޮՌ）をආけるためคࡅし、

෇表̐　石垣Ｓ̬105̭ޫܬઢ分ੳ݁Ռ（奈良ڭҭ大ֶ）　୯位：ॏ量ˋ

൪߸ ੴࡐ छผ ࣼ܏ ෯ ߴ Ԟߦʢ͑߇ʣԞߦ � ෯ Ԟߦ � ߴ ॏྔ උߟ

̶１ Ֆቋؠ ங石 67 1.05 0.4 ʵ ʵ ʵ
̶２ Ֆቋؠ 間石 65 0.4 0.25 ʵ ʵ ʵ
̶３ Ֆቋؠ ங石 61 0.9 0.5 1.15 1.28 2.3 0.93
̶̐ Ֆቋؠ ங石 59 0.8 0.5 -0.55 ʵ ʵ
̶̑ Ֆቋؠ ங石 60 0.95 0.45 0.9 0.95 2 0.69
̶̒ Ֆቋؠ ங石 64 0.85 0.4 ʵ ʵ ʵ
̶̓ Ֆቋؠ ங石 49 0.6 0.25 ʵ ʵ ʵ
̶̔ Ֆቋؠ ங石 54 0.6 -0.15 ʵ ʵ ʵ
̶̕ Ֆቋؠ 間石 67 0.2 -0.15 ʵ ʵ ʵ
̶ 10 Ֆቋؠ ங石 59 0.9 0.3 ʵ ʵ ʵ
̶ 11 Ֆቋؠ ங石 69 0.3 0.3 ʵ ʵ ʵ
̶ 12 石ӳൗؠ ங石 57 0.8 0.45 ʵ ʵ ʵ
̶ 13 Ֆቋؠ ங石 63 0.85 0.3 ʵ ʵ ʵ
̶ 14 石ӳൗؠ ங石 57 0.75 0.3 ʵ ʵ ʵ
̶ 15 Ֆቋؠ ங石 57 0.6 0.4 ʵ ʵ ʵ
̶ 16 ൗঢ়Ֆቋؠ ங石 43 -0.7 -0.25 ʵ ʵ ʵ
̷１ Ֆቋؠ ங石 63 0.7 0.35 0.9 1.29 2.57 0.4
̷２ Ֆቋؠ ங石 58 0.7 0.35 1.3 1.86 3.71 0.58
̷３ Ֆቋؠ ங石 ʵ 0.75 0.4 1.1 1.47 2.75 0.6
̷̐ Ֆቋؠ ங石 ʵ -0.4 0.25 -0.7 ʵ ʵ
̷̑ Ֆቋؠ ங石 41 1.05 0.45 0.65 0.62 1.44 0.55
̷̒ Ֆቋؠ ங石 70 0.9 0.5 ʵ ʵ ʵ
̷̓ Ֆቋؠ ங石 50 0.85 0.5 0.7 0.82 1.4 0.54
̷̔ Ֆቋؠ ங石 ʵ -0.2 0.5 ʵ
̷̕ Ֆቋؠ ங石 ʵ -0.3 -0.2 ʵ
̸１ Ֆቋؠ ங石 68 -0.3 -0.45 ʵ ʵ

̸２ 文৅ൗؠ ங石 51 0.6 0.4 0.8 1.33 2 ʵ 流໲ؠの可能
性

̸３ Ֆቋؠ ங石 61 0.55 0.55 1.1 2 2 0.6

̸̐ Ֆቋؠ ங石 45 -0.8 -0.5 ʵ ʵ

̸̑ Ֆቋؠ ங石 54 0.6 0.2 ʵ ʵ

4J0� "M�0� 'F�0� ,�0 /B�0 $B0 .H0 5J0� .O0 1�05 4S0 3C�0 ' ܭ߹

71.9 15.5 2.85 3.63 4.06 2.62 2.49 0.38 0.05 0.07 0.04 0.02 ʵ 103.56
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෇表̑　石垣Ｓ̬105̭ޫܬઢ分ੳ݁Ռ（京都市ٕۀ࢈ज़研究所）

ԘϏリンάを用いた加ѹ成形法によりσΟεΫঢ়のϒリέοトを࡞成して測ఆに用いた。ఆ量分

ੳは、ݩૉೱ౓がط஌であるಠཱ行੓法人ٕۀ࢈ज़૯߹研究所のఏڙするؠ石ඪ४ࢼྉ+(-1、

+(-1a、+"-3、+#-2、+#-3、+3-1を用いて、/a（φトリ΢Ϝ）、.H（マάωシ΢Ϝ）、1（リン）、4i（ܔ

ૉ）、"l（アルミニ΢Ϝ）、,（カリ΢Ϝ）、$a（カルシ΢Ϝ）、Fe（鉄）、.n（マンΨン）、Ti（チタン）

の主要10ݩૉおよͼඍ量ݩૉ3b（ルϏδ΢Ϝ）、4r（εトϩンチ΢Ϝ）、F（ϑοૉ）についての検量

ઢを࡞成し、ࢼྉにؚまれるݩૉؚ༗量ධՁを行った。なお、F（ϑοૉ）に関しては、基本తに

本研究で࢖用したようなΤωルΪー分散9ޫܬܕઢ分ੳ૷置ではF以下のܰݩૉの測ఆはࠔ೉と

されており、本分ੳでも可能なݶり検౼を行ったが、ఆ性分ੳにおいてϐーΫは検出されるもの

の、ఆ量分ੳでは࠶現తな݁Ռをಘることはできなかった。よって、F（ϑοૉ）についてはؚ༗

量をධՁしていない。

（奈良ڭҭ大ֶ　੨木ஐ࢙）

ඃ検ࢼྉは、ؠ石であるため߭物ޮՌ（ෆۉҰޮՌ）をආけるためඍคࡅし、東京Պֶ᷂製Ψϥ

εϏードαンϓϥーT,-4200ܕを用い、༥ࡎの࢛ほうࢎリチ΢Ϝとࠞͥ߹わせ、Ψϥε൘に成形

したものを測ఆࢼྉとして࡞製した。　　　

഑߹は、*H-loTT（ڧ೤ݮ量）測ఆを行った൸検ࢼྉ0.5̶にରし、࢛ほうࢎリチ΢Ϝをਖ਼確にਫ਼ട

し、൸検ࢼྉと༥ࡎが1：10になるようにした。ࢎ化ࡎは঳ࢎリチ΢Ϝ、Ṟ཭ࡎは、ष化リチ΢

Ϝを࢖用した。

測ఆは、京都市ٕۀ࢈ज़研究所が所༗する᷂リΨΫ製೾長分散̭ޫܬܕઢ分ੳ૷置 ;49 

1rimuTᶘにより行った。この૷置の9ઢターήοトは3h（ϩδ΢Ϝ）である。

測ఆ৚݅は、測ఆݩૉによってҟなるが、ਅۭڥ؀下で印加ిѹが30～50k7、ి流が60～

100m"のൣғであった。

分ੳํ法は、ೋつのख法を用いた。

Ұつは、各ࢎ化物ೱ౓がط஌のඪ४物質（଱Ր物ٕज़ڠ会のఏڙする+33.101・106・110、公

ˋ୯位：ॏ量　ࡐྉ名：聚楽第本丸石垣ࢼ（１）

ˋ୯位：ॏ量　（ྉࢿൺֱ）ྉ名：+33.102ࢼ（２）

ɹ 4J0� "M�0� 'F�0� ,�0 /B�0 $B0 .H0 5J0� .O0 1�05 4S0 3C�0 ' MH�MPTT ܭ߹

検量ઢ法 71.2 14.95 2.84 3.51 3.71 2.3 0.84 0.36 0.07 ʵ ʵ ʵ ʵ 0.61 100.39

F1 法（˞） 69.7 15.1 2.84 3.74 3.28 2.6 0.73 0.37 0.08 0.12 0.03 0.02 ʵ 0.61 99.21

ɹ 4J0� "M�0� 'F�0� ,�0 /B�0 $B0 .H0 5J0� .O0 1�05 4S0 3C�0 ' MH�MPTT ܭ߹

規֨値 80.47 13.79 3.97 0.14 0.3 0.04 0.67 0.45 0.01 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 99.84

検量ઢ法 80.43 13.77 4.42 0.12 0.32 0.01 0.7 0.45 0.01 0.13 100.36

F1 法（˞） 78.9 13.9 3.97 0.19 0.31 0.05 0.62 0.46 0.02 0.08 0.01 ʵ ʵ 0.13 98.63
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෇表̒　出土遺物法量表

益社団法人日本セϥミοΫεڠ会のఏڙする+$3.-3701、地質調査所（現ಠཱ行੓法人ٕۀ࢈ज़

研究所）のఏڙする+#-2、ࢼༀのFe203（99.9ˋ））を用い、ඃ検ࢼྉと同じํ法で測ఆࢼྉを࡞製

しɼ̭ޫܬઢ૷置にかけ、 4i02、"l203、Fe203、$a0、.H0、/a20、,20、.n0、Ti02の主

要̕成分について検量ઢを࡞成した後、ඃ検ࢼྉにؚまれる各ࢎ化物ؚ༗量のఆ量分ੳを行った

（検量ઢ法）。

ଞํは、 F1法（ϑΝンμϝンタル・ύϥϝータ法）により半ఆ量測ఆを行った後、*H-loTTٴͼ測

ఆࢼྉ࡞製時における༥ࡎとࢼྉの഑߹ׂ߹を૊みࠐんだ429（4Dan 2uant 9）ࢉܭॲཧを行い、

ఆ量値をٻめた（F1法による429半ఆ量分ੳ法）。

分ੳ値の৴པ性を確認するため、଱Ր物ٕज़ڠ会のఏڙするඪ४ࢼྉ+33.102を同様のख法

で測ఆし、ಘられた൸検ࢼྉの分ੳ݁ՌにରするධՁを行った。

（京都市ٕۀ࢈ज़研究所　ాޱ　ഹ ・ԣࢁ ௚ൣ）

報告
൪߸ छث ܗث ஍۠ 遺໊ߏ ܘޱ

ʢDNʣ
ߴث

ʢDNʣ
ఈܘ

ʢDNʣ ଘʢ�ʣ࢒ ৭調 උߟ

1 土師器 ࡼ %7 4,85 7.3 1.5 ऑ ܘޱ 40 փԫ׊৭ 10:36/2
2 土師器 ࡼ %7 4,85 7.5 1.55 ܘޱ 70 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3 ～ᒵ৭ 5:36/6

3 土師器 ࡼ %7 4,85 7.8 （1.2） 全ମ 20
ܘޱ 15 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

4 土師器 ࡼ %7 4,85 8.4 （1.1） 全ମ 50 ઙԫᒵ৭ 10:38/3 と、にͿいԫᒵ৭
10:38/4 の間

5 土師器 ࡼ %7 4,85 8.8 （1.6） 全ମ 50 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

6 土師器 ࡼ %7 4,85 8.4 1.45 ܘޱ 20 փԫ৭ 2.5:7/2 コーεター
ܕ

7 土師器 ࡼ %7 4,85 10 （1.2）  全ମ 20
ܘޱ 15 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3 ～ 6/3 の間

8 土師器 ࡼ %7 4,85 10.3 1.6 全ମ 90 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
9 土師器 ࡼ %7 4,85 13.1 2.75 ܘޱ 25 にͿいᒵ৭ 7.5:36/4
10 土師器 ࡼ %7 4,85 13.4 1.9 ܘޱ 75 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
11 土師器 ࡼ %7 4,85 13.7 2.6 ܘޱ 20 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4
12 瓦器 ࿶ %7 4,85 （14.6）（3.1） ܘޱ 25 փ৭ /5/

13 陶器 ࿶ %7 4,85 ʵ （1.3） 3.8 ఈ部 25 ૉ地 փԫ৭ 2.5:7/2
釉 ࠇ৭ 2.5:2/1

14 ന磁 ࿶ %7 4,85 ʵ （2.5） 5.0 ఈ部 10 釉内֎ փന৭ 10:7/2
ૉ地 փന৭ 10:7/1 中国南部

15 ੨磁 ࿶ %7 4,85 ʵ （2.5） 5.0 ఈ部 10 釉内֎փന৭ 10:7/2
ૉ地 փന৭ 10:7/1 ཾઘ༼系

16 ੨磁 ࿶ %7 4,85 15.0 （5.9） ܘޱ 25 釉内֎ փΦリーϒ৭ 7.5:5/3
ૉ地 փന৭ 7.5:7/1 ཾઘ༼系

17 瓦質 Ӌז %7 4,85 （14.0）（3.6） ܘޱ 10 փ৭ /5/
18 瓦質 Ӌז %7 4,85 （18.4）（3.65） ܘޱ 10 Φリーϒࠇ৭ 5:3/1
19 瓦質 ು %7 4,85 （25.2）（2.65） ܘޱ 10 ৭ࠇ /1.5/
20 陶器 ᙈ %7 4,85 29.6 （1.85） ܘޱ 10 փന৭ /5/ ৗ׈
29 土師器 ഋߴ &2 4,10 （5.1）（20.5） 全ମ 40 ᒵ৭ 5:36/6 部٭

30 緑釉陶器 ࿶ %8 4,60 ʵ （2.0） 小ย ૉ地 փ৭
釉 ҉緑৭

31 緑釉陶器 ࡼ (4 4&90 11.6 （2.15） ܘޱ 10 釉 ौ緑৭
ૉ地 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

32 緑釉陶器 ࿶ )4 4&90 ʵ （1.9） 5.8 ఈ部 50 釉 փന৭ 10:7/2
ૉ地 にͿいᒵ৭ 7.5:36/4 京都系

33 緑釉陶器 ࿶ʁ (4 4&90 8.0 （13.5） ఈ部 10 釉 明Φリーϒփ৭ 5(:7/1
ૉ地 փ৭ /6/1 京都系

34 ੨磁 ࡼ %8 4,60 ʵ （1.3） 小ย ૉ地 փന৭
釉 明緑փ৭ ཾઘ༼系

35 土師器 ࡼ %8 4,60 6.7 1.9 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 へͦࡼ

౔ثɾಃ࣓ث



京都府遺跡調査報告集　第 øüý 冊

-þÿ-

報告
൪߸ छث ܗث ஍۠ 遺໊ߏ ܘޱ

ʢDNʣ
ߴث

ʢDNʣ
ఈܘ

ʢDNʣ ଘʢ�ʣ࢒ ৭調 උߟ

36 土師器 ࡼ %8 4,60 6.8 1.7 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4
ᒵ৭ 7.5:37/6 へͦࡼ

37 土師器 ࡼ %8 4,60 6.8 1.7 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/3 へͦࡼ
38 土師器 ࡼ %8 4,60 7 17 ほ΅׬形 にͿいԫᒵ৭ 10:37/2

39 土師器 ࡼ %8 4,60 7.4 1.7 全ମ 75
ܘޱ 65 ઙԫᒵ৭ 10:38/3

40 土師器 ࡼ %8 4,60 7.5 1.8 形׬ にͿいᒵ৭ 5:36/3

41 土師器 ࡼ %8 4,60 7.6 1.9 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4 ౮明ࡼ

42 土師器 ࡼ %8 4,60 8.4 1.9 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4

43 土師器 ࡼ %8 4,60 8.6 2.0 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4 ౮明ࡼ

44 土師器 ࡼ %8 4,60 8.4 1.9 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/6 ～ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

45 土師器 ࡼ %8 4,60 8.9 1.9 ほ΅׬形 ઙԫᒵ৭ 10:38/4 ౮明ࡼ

46 土師器 ࡼ %8 4,60 8.4 1.85 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

47 土師器 ࡼ %8 4,60 8.5 2.1 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

48 土師器 ࡼ %8 4,60 8.5 2.05 ほ΅׬形 ᒵ৭ 7.5:37/6  
内֎　Ұ部փന৭ 10:38/2 ౮明ࡼ

49 土師器 ࡼ %8 4,60 8.7 1.98 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4

50 土師器 ࡼ %8 4,60 8.9 1.85 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4

51 土師器 ࡼ %8 4,60 8.9 2.0 ほ΅׬形 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

52 土師器 ࡼ 　%8 4,60 9.0 2.0 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

53 土師器 ࡼ %8 4,60 10.0 2.0 ܘޱ 75
全ମ 75 ઙԫ৭ 2.5:8/3 ౮明ࡼ

54 土師器 ࡼ %8 4,60 10.4 （2.2） ほ΅׬形 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4 ౮明ࡼ

55 土師器 ࡼ %8 4,60 11.0 2.55 ほ΅׬形 ઙԫ৭ 2.5:8/3 ౮明ࡼ

56 土師器 ࡼ %8 4,60 11.3 2.3 ほ΅׬形 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

57 土師器 ࡼ %8 4,60 11.4 2.2 形׬ ୶ԫ৭ 2.5:8/3

58 土師器 ࡼ %8 4,60 11.5 2.3 形׬ ୶ԫ৭ 2.5:8/3 ౮明ࡼ

59 土師器 ࡼ %8 4,60 11.4 2.1 ほ΅׬形 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4

60 土師器 ࡼ %8 4,60 11.8 2.3 ほ΅׬形 ઙԫᒵ৭ 10:38/4 ౮明ࡼ

61 土師器 ࡼ %8 4,60 12.0 2.25 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6  ౮明ࡼ

62 土師器 ࡼ %8 4,60 14.0 2.6 ほ΅׬形 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4

63 土師器 ࡼ %8 4,60 14.3 2.3 ܘޱ 60 ઙԫᒵ৭ 10:38/3

64 土師器 ࡼ %8 4,60 14.5 2.4 ܘޱ 90
全ମ 95 ઙԫᒵ৭ 10:38/4

65 土師器 ࡼ %8 4,60 14.6 3.0 ܘޱ 90
全ମ 90 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 ౮明ࡼ

66 ੨磁 ࿶ %8 4,60 14.0 （4.8） ܘޱ 15 ૉ地 փന৭ 10:7/1 ཾઘ༼系

67 ੨磁 ࿶ %8 4,60 14.6 （4.3） ܘޱ 10 Φリーϒփ৭ 5(:6/1 ཾઘ༼系

68 ੨磁 ࿶ %8 4,60 13.9 （4.55） ܘޱ 25 明Φリーϒփ৭ 5(:7/1 ཾઘ༼系

69 ੨磁 ࿶ %8 4,60 15.4 （4.8） ܘޱ 10 ૉ地 փന৭ /8/0
釉 Φリーϒփ৭ 2.5(:5/1 ཾઘ༼系

70 ੨磁 ࿶ %8 4,60 15.0 7.1 ܘޱ 25
全ମ 50

ૉ地 Φリーϒԫ৭ 2.5:7/4
釉 ઙԫ৭ 5:6/4 ཾઘ༼系

71 ੨磁 ࿶ %8 4,60 14.7 （4.9） ܘޱ 15 釉内֎ ୶੨փ৭
ૉ地 փ৭ 5:7/1 ཾઘ༼系

72 ੨磁 ࿶ %8 4,60 14.8 （4.45） ܘޱ 20 釉内 ֎੨緑փ৭
ૉ地 փന৭ 10:9/1 ཾઘ༼系

73 ੨磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （5.35） 5.4 ఈ部 ཾઘ༼系

74 ੨磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （4.7） ఈ部 明Φリーϒփ৭ 5(:7/1 ཾઘ༼系

75 ੨磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （5.1） 5.8 ఈ部 ཾઘ༼系

76 ੨磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （3.6） 5.6 ఈ部 ཾઘ༼系

77 ੨磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （2.0） 6.8 ఈ部 ૉ地 փന৭ 10:7/1 ཾઘ༼系

78 ੨磁 ࡼ %8 4,60 10.8 3.4 5.1 ほ΅׬形 明Φリーϒփ৭ 5(: ཾઘ༼系
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79 ੨磁 ࡼ %8 4,60 11.0 （2.5） ܘޱ 15 ૉ地 փന৭ 10:7/1
釉 明緑փ৭ ཾઘ༼系

80 ന磁 ࿶ %8 4,60 ʵ （4.2） 5.6 ఈ部 55 釉 փന৭ 5(:8/1 中国南部

81 ന磁 ࡼ %8 　4,60　 9.85 2.5 3.8 ఈ部 50
ܘޱ 35

ૉ地 փന৭ 5:8/2
釉 փന৭ 10:8/1 中国

82 ന磁 ࡼ %8 4,60 10.0 （1.8） ܘޱ 15
֎（釉） փന৭ 10:38/1 ～ 8/3
内（釉） փന৭ 2.5:38/2
֎（ૉ地）にͿいԫᒵ৭ 10:37/3

中国南部

83 ന磁 ࡼ %8 4,60 12.8 2.55 ܘޱ 10 ૉ地 փന৭ 10:8/1
釉 փന৭ 10:7/1 中国南部

84 陶器 ࿶ %8 4,60 ʵ （3.7） 小ย ૉ地 փന৭ 10:38/2
釉 ࠇ৭（஡৭まじり） ఱ目஡࿶

85 陶器 ു %8 4,60 24.2 （5.1） ܘޱ 10 釉 ઙԫ৭ 7.5:7/3 ～Φリーϒԫ৭ 6/3 ੉戸փ釉

86 陶器 ു %8 4,60 ʵ （4.0） 小ย ૉ地 ୶ԫ৭ 2.5:8/3
釉 Φリーϒ৭ 5:6/6 ੉戸ยޱ

87 陶器 ു %8 4,60 ʵ （1.4） 15.6 ఈ部 25
֎ փന৭ 7.5:7/1
内 փന৭ 7.5:7/2 ～փΦリーϒ৭
7.5:6/2

੉戸փ釉

88 瓦質 Ӌז %8 4,60 16.2 （8.75） ܘޱ 20 փ৭ 10:6/1

89 瓦質 Ӌז %8 4,60 22.0 （11.4） ܘޱ 25
釉内 փന৭ 2.5(:8/1
֎ ҉փ৭ /3/
ૉ地 փന৭ 2.5(:8/1

90 瓦質 Ӌז %8 4,60 24.6 （13.2） ܘޱ 12.5 内 փന৭ 2.5:8/1
֎ փ～҉փ৭ /4/0/3/0

91 瓦質 Րു 　%8 4,60 46.6 48.5 16.2 70 内֎ ҉փ৭ /3/
ૉ地 փന৭ /8/ ํ形

92 瓦質 ു %8 4,60 30.3 7.9 ܘޱ 10
ఈ部 35

内 փԫ৭ 2.5:7/2
৭׊҉ ֎ 10:33/3

93 陶器 すりു %8 4,60 26.2 9.5 ܘޱ 10
釉内 ੺৭ 1035/6
釉֎ にͿい੺׊৭ 7.534/3
ૉ地 Ұ部փ৭ /4/0

備前

94 陶器 すりു %9 4,60 27.9 （9.8） ܘޱ 25
釉内֎ ׊փ৭ 10:35/1 ～にͿい׊৭
5:34/3
ૉ地 փ৭ /4/0

備前

96 土師器 ࡼ )4 4&90 6.2 1.71 形׬ ԫᒵ৭ 10:38/6 ～ઙԫᒵ৭ 10:38/4 へͦࡼ

97 土師器 ࡼ )4 4&90 6.9 1.8 ほ΅׬形 ԫᒵ৭ 10:38/6 へͦࡼ

98 土師器 ࡼ (4 4&90 7.0 1.6 ܘޱ 55
全ମ 60 ᒵ৭ 7.5:37/6 へͦࡼ

99 土師器 ࡼ )4 4&90 7.0 1.7 ほ΅׬形 内 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/6
֎ ᒵ৭ 7.5:37/6 へͦࡼ

100 土師器 ࡼ (4 4&90 7.2 1.7 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6
101 土師器 ࡼ (4 4&90 7.5 1.7 形׬ ᒵ৭ 5:37/6 へͦࡼ

102 土師器 ࡼ (4 4&90 7.6 1.7 ほ΅׬形 ᒵ৭ 7.5:37/6

103 土師器 ࡼ (4 4&90 8.4 2.1 ほ΅׬形 ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

104 土師器 ࡼ (4 4&90 8.5 1.85 ほ΅׬形 ઙԫᒵ৭ 10:38/3 ౮明ࡼ

105 土師器 ࡼ (4 4&90 8.6 1.95 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6
106 土師器 ࡼ )4 4&90 8.6 1.8 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/3
107 土師器 ࡼ (4 4&90 8.6 2.0 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ
108 土師器 ࡼ (4 4&90 8.7 1.85 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ
109 土師器 ࡼ (4 4&90 8.8 1.71 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ
110 土師器 ࡼ )4 4&90 8.8 1.92 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/3
111 土師器 ࡼ (4 4&90 9.0 2.1 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6
112 土師器 ࡼ (4 4&90 10.0 2.1 ܘޱ 75 ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

113 土師器 ࡼ (4 4&90 10.0 2.2 形׬ ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

114 土師器 ࡼ (4 4&90 10.0 2.0 全ମ 85 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

115 土師器 ࡼ (4 4&90 10.1 2.0 ܘޱ 75
全ମ 75 ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

116 土師器 ࡼ (4 4&90 10.2 2.2 ܘޱ 80
全ମ 90 ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

117 土師器 ࡼ (4 4&90 11.6 2.3 ܘޱ 90
全ମ 95 ઙԫᒵ৭ 10:38/4

118 土師器 ࡼ (4 4&90 14.0 2.4 ܘޱ 30
内  ᒵ৭ 2.5:37/6
ԑ֎ ᒵ৭ޱ 2.5:37/6
ఈ֎ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/3
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119 土師器 ࡼ (4 4&90 14.2 2.4 ܘޱ 55 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/6 ౮明ࡼ
120 土師器 ࡼ (4 4&90 14.3 2.3 全ମ 55 ୶੺ᒵ৭ 2.5:37/4 ～明׊փ৭ 7.5:37/2
121 土師器 ࡼ )4 4&90 14.4 1.2 ܘޱ 30 ઙԫᒵ৭ 10:38/4

122 土師器 ࡼ (4 4&90 14.4 2.25 ܘޱ 40 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3
ૉ地 ୶ᒵ৭ 5:38/4 の部分あり

123 土師器 ࡼ )4 4&90 14.4 2.5 ܘޱ 70 内 ᒵ৭ 7.5:37/6 ～փന৭ 10:38/2
֎ ᒵ৭ 7.5:37/6 ᒵ৭

124 土師器 ࡼ (4 4&90 15.9 3.1 ܘޱ 60 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4

125 土師器 ࡼ (4 4&90 16.0 2.3 ܘޱ 25
全ମ 40

内 ᒵ৭ 2.5:37/6
ԑ֎ ᒵ৭ޱ 2.5:37/6
ఈ֎ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/3

126 土師器 ࡼ 　(4 4&90 16.2 2.55 全ମ 50 ᒵ৭ 5:37/6 ～փന৭ 10:38/2（ఈ部֎）
127 土師器 ࡼ )4 4&90 16.3 2.6 ܘޱ 30 内֎ ᒵ৭ 7.5:37/6～ઙԫᒵ৭10:38/3

128 土師器 ࡼ (4 4&90 16.4 2.25 全ମ 50 内֎ ᒵ৭ 5:37/6 ～փന৭ 7.5:38/1
ૉ地 ׊փ৭ 7.5:36/1 の部分もあり

129 ੨磁 ࿶ )4 4&90 15.0 （2.8） ܘޱ 10 にͿいԫ৭ 2.5:6/4 ཾઘ༼系
130 ੨磁 ࿶ (4 4&90 ʵ （3.8） 4.6 ఈ部 にͿいԫ৭ 2.5:6/4 ཾઘ༼系
131 ੨磁 ࿶ )4 4&90 14.4 （5.3） ܘޱ 60 明Φリーϒփ৭ 5(:7/1 ཾઘ༼系

132 ੨磁 ࿶ )4 4&90 ʵ （3.8） 5.4 ఈ部
釉 明緑փ৭ 7.5(:7/1
ૉ地 փന৭ /7/0
ఈ部 にͿい੺׊৭ 5:35/3

ཾઘ༼系

133 ੨磁 ࿶ (4 4&90 14.6 （4.5） ܘޱ 10 釉 Φリーϒփ৭ 10:6/2
ૉ地 փന৭ /8/0 ཾઘ༼系

134 ੨磁 ࿶ )4 4&90 16.0 （4.0） ܘޱ 20 Φリーϒփ৭ 10:6/2 ཾઘ༼系
135 ੨磁 ࿶ (4 4&90 16.0 （4.7） ܘޱ 15 Φリーϒփ৭ (:6/1 ～ 5/1 ཾઘ༼系
136 ੨磁 ࿶ )4 4&90 15.0 （4.8） ܘޱ 15 փന৭ 10:7/2 ཾઘ༼系
137 ੨磁 ࿶ (4 4&90 15.4 （3.8） ܘޱ 15 ԫ׊৭ 2.5:5/3 ～にͿいԫ׊৭ 10:35/4 ཾઘ༼系
138 ੨磁 ࿶ )4 4&90 ʵ （3.6） 5.6 ఈ部 明Φリーϒփ৭ 5:(7/1 ཾઘ༼系

139 ੨磁 ࿶ (4 4&90 ʵ （4.6） 5.6 ఈ部 ૉ地 明੺׊৭ 5:35/6
釉 明Φリーϒփ৭ 5(:7/1 ཾઘ༼系

140 ੨磁 ࡼ )4 4&90 11.6 （2.6） ܘޱ 20 Φリーϒփ৭ 7.5(:6/1 ～҉緑փ৭
7.5(:4/1 ཾઘ༼系

141 ੨磁 ࡼ (4 4&90 ʵ （3.3） 8.3 ఈ部 ૉ地 にͿい੺׊৭ 5:35/4
釉 Φリーϒփ৭ 2.5(:6/1 ཾઘ༼系

142 ന磁 ࿶ (4 4&90 9.0 （2.8） ܘޱ 15 ֎ փ৭ 2.5:8/1 ～ 8/2
内 փ৭ 2.5:8/1

中国南部小
࿶

143 ੨Ֆ ࿶ )4 4&90 14.3 （5.5） ܘޱ 10 છ෇ ҉੨փ৭ 5#4/1
ૉ地 փന৭ 5(:8/1 中国南部

144 陶器 ࿶ (4 4&90 13.0 （3.3） ܘޱ 810 ৭ࠇ /1.5/0 ～ 2/1
৭׊ࠇ 10:33/2 ৭׊҉～ 10:33/3 ఱ目஡࿶

145 陶器 すりു (4 4&90 31.7 （5.1） ܘޱ 45 釉内֎ ੺৭ 1035/6 ～੺׊৭ 1034/4
ૉ地 փ৭ /6/0  にͿい׊৭ 7.5:35/3 備前

146 瓦質 ു (4 4&90 45.4 17.3 ～
15.4 32.1 全ମ 80 փ৭ /5/0 ～ /4/0

内 Ұ部 ᒵ৭ 7.5:37/6 奈良ઙുᶛ

147 土師器 ࡼ %7 4,80 6.4 1.6 ܘޱ 70 ઙԫᒵ৭ 10:38/4 へͦࡼ

148 土師器 ࡼ %7 4,80 7.0 1.5 ܘޱ 30
全ମ 40 ઙԫᒵ৭ 10:3/8/4 へͦࡼ

149 土師器 ࡼ %7 4,80 7.0 2.0 全ମ 80 にͿいᒵ৭ 7.5:37/3
150 土師器 ࡼ %7 4,80 7.6 1.8 ほ΅׬形 ᒵ৭ 7.5:37/6

151 土師器 ࡼ %7 4,80 8.2 1.8 全ମ 30 փന৭ 10:38/2
փ৭׊ 10:35/1

152 土師器 ࡼ %7 4,80 8.6 1.2 ～
1.6 ܘޱ 80 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

153 土師器 ࡼ %7 4,80 8.9 1.6 ܘޱ 30
全ମ 35 ઙԫᒵ৭ 7.5:3

154 土師器 ࡼ %7 4,80 9.0 1.6 全ମ 25
֎ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3
փ৭׊ 　　　 10:36/1
内 ׊փ৭ 10:35/1 ～ 4/1

155 土師器 ࡼ %7 4,80 13.0 （2.0） ܘޱ 15
全ମ 30 ઙԫᒵ৭ 7.5:3

156 瓦質 ು %7 4,80 25.9 （13.4） ܘޱ 20 内 փԫ৭ 2.5:7/2 Ұ部҉փԫ৭ 2.5:4/2
֎ փ৭ /4/0

157 土師器 ࡼ F8 4,70 5.6 （1） ܘޱ 15 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

158 土師器 ࡼ F8 4,70 11.8 （2.1） ܘޱ 15 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ～にͿいᒵ৭
7.5:37/4

159 土師器 ࡼ F8 4,70 11.8 （1.2） 全ମ 10 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3 ౮明ࡼ
160 瓦質 ു F8 4,70 37.4 （5） ܘޱ 5 ԫփ৭ 2.5:5/1 Րു
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161 瓦質 Րു
　)11
　)12

　4,30 48.8 48.8 17.65 40 内֎ փ৭ /4/
ૉ地 明׊փ৭ 5:37/2 ํ形

162 土師器 ࡼ *3 4955 9.0 （1.65） ܘޱ 20 内 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
֎ૉ地 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

163 土師器 ࡼ *3 4955 9.5 1.85 ܘޱ 15 ᒵ৭ 5:37/6
164 土師器 ࡼ *4 4955 11.2 （2.1） ܘޱ 15 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ～փന৭ 10:38/1
165 土師器 ࡼ *3 4955 14.4 （2.2） ܘޱ 10 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4

166 瓦質 ು *3 4955 15.2 （3.0） 全ମ 15
内 ԫփ৭（গし஡৭をଳͼる）2.5:6/1
৭ࠇ ֎ /1.5/0 ～փന৭ /8/0
ૉ地 փന৭ 2.5:8/1

167 瓦質 Ӌז *3 4955 27.8 （3.05） ܘޱ 10
内 ࠇ৭ /2/0
֎ ҉փ৭ /3/0
ૉ地 փന৭ 5:8/1

168 土師器 ು )12 4,38 26.8 （7.5） ܘޱ 85
全ମ 70 にͿいᒵ৭ 7.5:36/4

169 土師器 ࡼ )12 4,38 10.8 2.3 ܘޱ 60
全ମ 50 ᒵ৭ 5:37/6 ౮明ࡼ

170 土師器 ࡼ )12 4,38 11 （2.1） ܘޱ 50
全ମ 40

৭ࠇ /2/0
৭׊ࠇ 10:33/1 ౮明ࡼ

171 土師器 ࡼ F11 
F12 4,26 11 2.1 ܘޱ 75

全ମ 80 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4 ౮明ࡼ

185 土師器 ࡼ (11 4,25 5.2 1.0 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
186 土師器 ࡼ (11 4,25 5.2 1.2 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
187 土師器 ࡼ (11 4,25 5.3 1.1 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
188 土師器 ࡼ (11 4,25 5.4 1.35 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

189 土師器 ࡼ (11 4,25 5.4 1.15 ほ΅׬形 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3

190 土師器 ࡼ (11 4,25 5.5 1.15 ほ΅׬形 内 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
֎ にͿいᒵ৭ 7.5:37/3

191 土師器 ࡼ (11 4,25 5.6 1.3 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
192 土師器 ࡼ (11 4,25 5.8 1.4 ほ΅׬形 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

193 土師器 ࡼ (11 4,25 5.8 1.1 形׬ 内 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4 ～ᒵ 7.5:36/5
֎ ᒵ৭ 7.5:37/6

194 土師器 ࡼ (11 4,25 5.9 1.4 ほ΅׬形 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
195 土師器 ࡼ (11 4,25 6.1 1.2 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

196 土師器 ࡼ (11 4,25 6.1 1.1 ほ΅׬形 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4

197 土師器 ࡼ (11 4,25 6.25 1.25 全ମ 85 内 ᒵ৭ 7.5:37/6
֎ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

198 土師器 ࡼ (11 4,25 8.8 1.9 全ମ 90 ᒵ৭ 5:37/6 すす෇ண ౮明ࡼ

199 土師器 ࡼ (11 4,25 9.4 2.3 形׬
֎ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 ～ᒵ৭
7.5:37/6
内 ᒵ৭ 7.5:37/6

౮明ࡼ

200 土師器 ࡼ (11 4,25 10.0 2.1 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

201 土師器 ࡼ (11 4,25 10.4 2.1 全ମ 75

֎ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 ～ᒵ৭
7.5:37/6
内 ઙԫᒵ৭ 7.5:38/3 ～にͿいᒵ৭
7.5:7/4

౮明ࡼ

202 土師器 ࡼ (11 4,25 10.4 2.3 ܘޱ 70
全ମ 80 փ৭׊ 10:36/1

203 土師器 ࡼ (11 4,25 10.4 ～
10.6 2.3 形׬ ֎ にͿいᒵ৭ 7.5:36/4

内 ᒵ৭ 7.5:37/6 ౮明ࡼ

204 土師器 ࡼ (11 4,25 10.55 2.2 形׬ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

205 土師器 ࡼ (11 4,25 10.8 2.3 全ମ 50 ֎ ᒵ৭ 7.5:37/6 ～ 6/6
内 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4

206 土師器 ࡼ (11 4,25 10.9 2.45 ܘޱ 40
全ମ 55 ઙԫᒵ৭ 10:38/4 ౮明ࡼ

207 陶器 ࿶ (11 4,25 10.8 （5.6） ʵ ܘޱ 10 釉 ׊ࠇ৭ 2.5:3/2
ૉ地 փന৭ 2.5:8/2 ఱ目஡࿶

208 陶器 ࡼ (11 4,25 12.9 3.15 4.3 ܘޱ 35
全ମ 40

釉 փ৭ 5:6/1
ૉ地ᒵ৭ 2.5:36/6 ං前

209 陶器 ࡼ (11 4,25 12.4 2.9 3.7 ܘޱ 60 釉 փ৭ 10:6/1
ૉ地 փന৭ 2.5:7/1 ං前

210 陶器 ു (11 4,25 ʵ ʵ ʵ 小ย 釉 փΦリーϒ
ૉ地 փ׊৭

212 陶器 ࿶ %10 4,42 11.1 （6.15） ܘޱ 15 փന৭ 2.5:8/2 ఱ目஡࿶
213 陶器 ࡼ %10 4,42 14.6 3.0 （8.5） ܘޱ 40 փന৭ 2.5:8/2 ੉戸փ釉
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214 陶器 ࡼ %10 4,42 11.6 2.35 （6.7） ܘޱ 35 փന৭ 5:8/1 野ࢤ
215 陶器 向෇ %10 4,42 ʵ ʵ 全ମ 5 փന৭ 2.5:8/2 ৫部

216 土師器 ࡼ %9 4,44 10.6 2.1 ܘޱ 25 内 փԫ৭ 2.5:6/2
֎ にͿいԫᒵ৭ 10:36/3

217 陶器 ു %9 4,44 ʵ （5.3） 全ମ 15 փന৭ 10:7/1 ֆ౜津
218 陶器 ࿶ %9 4,44 9.8 （5.35） 全ମ 20 ແ৭ಁ明釉 京ম
219 陶器 向෇ %9 4,44 ʵ 3.4 全ମ 25 ૉ地 փԫ৭ 2.5:7/2 ੨৫部
220 মԘᆵ %9 4,44 ʵ （8.9） ほ΅׬形 明੺׊৭ 5:35/6
221 土師器 ࡼ %8 49101 （16.0） 2.85 全ମ 25 にͿいԫᒵ৭ 10:37/3
222 陶器 ࡼ %8 49101 （11.2）（1.55） ఈ部 25 ୶ԫ৭ 2.5:8/3 ੺৫部
223 陶器 向෇ %8 49101 ʵ ʵ 全ମ 5 փന৭ 10:7/1 ৫部
224 磁器 ࿶ %8 49101 （12.7）（5.15） ܘޱ 15 明緑փ৭ 7.5(:7/1 ං前੨磁
225 ന磁 ࡼ %8 49101 （19.4） 2.9 （11.4） ܘޱ 15 ന৭ /9/ 中国南部
226 陶器 すりു %8 49101 （28.0）（7.2） 小ഁย にͿいԫ׊৭ 10:35/3 ୮೾
227 土師器 ࡼ #2 4&01 7.0 1.6 形׬ にͿいᒵ৭～ᒵ৭ 7.5:36/4 ～ 6/6 ౮明ࡼ

228 土師器 ࡼ #2 4&01 10.3 2.2 全ମ 30 にͿいᒵ৭ 7.5:37/4
にͿいԫᒵ৭ 10:37/4

229 土師器 ࡼ #2 4&01 10.2 1.9 ܘޱ 40
全ମ 50 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4

230 瓦質 ৪୆ #2 4&01 13.3 （3.5） ܘޱ 20 ৭׊ࠇ 10:33/1 ～փԫ׊৭ 10:34/2

231 磁器 ࿶ #2 4&01 11.1 5.8
ܘޱ 65
全ମ 60
ఈ部 100

փന৭ 10:39/1 ං前છ෇

232 磁器 ࡼ #2 4&01 14.3 （2.1） ܘޱ 20
全ମ 25 釉 փന৭ /8/0 ං前છ෇

233 磁器 ࡼ #2 4&01 12.8 3.65 4.2 ܘޱ 60
ఈ部 100 明緑փ৭ 10(:8/1 ං前

234 মԘᆵ #2 4&01 7.6 （10.3） 5.1 ほ΅׬形 内 ᒵ৭～明੺׊৭ 5:36/6 ～ 5/6
֎ ᒵ৭ 7.5:36/6 印ありࠁ

235 陶器 すりു #2 4&01 37.9 （6.0） ܘޱ 10 内֎ にͿい੺׊৭ 5:34/4
ૉ地 փന৭ /7/0 ৴楽

237 土師器 ࡼ &6F6 4,88 4.8 1.5 形׬ ᒵ৭ 5:36/6
238 土師器 ࡼ &6F6 4,88 4.8 1.15 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4
239 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.0 1.2 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4
240 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.0 1.2 形׬ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/4
241 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.0 1.4 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3
242 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.1 1.1 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4 ౮明ࡼ
243 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.1 1.4 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4
244 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.3 1.15 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/4
245 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.3 1.25 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:3
246 土師器 ࡼ &6F6 4,88 5.4 1.15 形׬ ᒵ৭ 5:37/6
247 土師器 ࡼ &6F6 4,88 7.3 1.45 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4
248 土師器 ࡼ &6F6 4,88 7.4 1.4 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/4
249 土師器 ࡼ &6F6 4,88 7.5 1.6 形׬ ઙԫᒵ৭ 10:38/3 ౮明ࡼ
250 土師器 ࡼ &6F6 4,88 9.2 1.4 全ମ 30 ઙԫᒵ৭ 10:38/3 ౮明ࡼ

251 土師器 ࡼ &6F6 4,88 9.9 1.5 全ମ 60 ઙԫᒵ৭ 10:38/3
ᒵ৭ 7.5:37/6

252 土師器 ࡼ &6F6 4,88 10.4 1.7 全ମ 50 ઙԫᒵ৭ 10:38/3

253 土師器 ࡼ &6F6 4,88 11.5 2.4 ܘޱ 30
全ମ 50 ᒵ৭ 5:37/6

254 土師器 ࡼ &6F6 4,88 10.2 2.7 ܘޱ 20 փന৭ 10:38/2

255 মԘᆵ &6F6 4,88 10.4 1.7 全ମ 35

֎ にͿいᒵ৭ 2.5:36/4
　 にͿい੺׊৭ 2.5:35/3
　 ҉փ৭ /3/3
内 にͿいᒵ৭ 2.5:36/4
　 ੺փ৭ 2.5:35/1
　 ҉փ৭ /3/3

֖

256 土師器 ࡼ &6F6 4,88 20.4 2.1 ܘޱ 40
全ମ 20 ઙԫᒵ৭ 10:38/4

257 土師器 ࡼ %9 4,75 10.4 2.1 ܘޱ 60 ઙԫᒵ৭ 10:38/4

258 土師器 ࡼ %9 4,75 10.4 2.0 ほ΅׬形 ԑ にͿいᒵ৭ޱ 7.5:37/4
中心 ੺ᒵ৭ 1036/6
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259 土師器 ࡼ %9 4,75 10.6 2.2 ほ΅׬形 ԑ にͿいᒵ৭ޱ 7.5:37/4
中心 ੺ᒵ৭ 10:36/6

260 土師器 ࡼ %9 4,75 10.7 2.1 ܘޱ 75 փന৭ 2.5:7/1

261 土師器 ࡼ %9 4,75 10.8 2.2 ほ΅׬形 ԑ にͿいᒵ৭ޱ 7.5:37/4
中心 ੺ᒵ৭ 1036/6

262 土師器 ࡼ %9 4,75 10.8 2.3 ほ΅׬形 փന৭ 2.5:8/2

263 土師器 ࡼ %9 4,75 10.9 2.2 ܘޱ 65
全ମ 70 にͿいԫᒵ৭ 10:37/2

264 土師器 ࡼ %9 4,75 10.9 2.1 ܘޱ 75 にͿいԫᒵ৭ 10:37/4

265 土師器 ࡼ %9 4,75 11.0 2.2 ܘޱ 55
全ମ 55 փԫ৭ 2.5:7/2

266 土師器 ࡼ %9 4,75 11.0 1.9 ܘޱ 45
全ମ 50 փന৭ 2.5:8/2

267 土師器 ࡼ %9 4,75 11.1 （2.1） ܘޱ 25 փന৭ 2.5:8/2
268 土師器 ࡼ %9 4,75 11.0 2.1 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3

269 土師器 ࡼ %9 4,75 11.0 2.1 ܘޱ 60
全ମ 70 փԫ৭ 2.5:7/2

270 土師器 ࡼ %9 4,75 11.2 2.15 形׬ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3

報告൪߸ छྨ ஍۠ 遺໊ߏ ෯ʢDNʣ௕͞ʢDNʣް͞ʢDNʣ ଘʢ�ʣ࢒ ৭調 උߟ

95 ౐石 %8 4,60 3.05 5.2 1.85 ほ΅׬形 փന৭ 7.5:6/1

236 ౐石 #2 4&01 4.9 （13.3） 6.5 ～ 8 小ഁย փന৭ 7.5:7/2

報告൪߸ 遺෺໊ ஍۠ 遺໊ߏ ෯ʢDNʣ ௕ ʢ͞DNʣ ް͞ʢDNʣ ଘʢ�ʣ࢒ උߟ

21 鉄ఝ %7 4,85 0.7 8.4 0.55 ほ΅׬形
22 鉄ఝ %7 4,85 0.45 8.3 0.4 形׬

211 鉄ఝ (11 4,25 0.3 4.9 0.2 ほ΅׬形

ྨנ

ੴ੡඼

మ੡඼

נؙݢ ஍۠ 遺໊ߏ ʢDNʣܘ֎ ް͞ʢDNʣ ଻౔ ম੒ ৭調 ۚഩࠟ跡

172 ̚３ அちׂり 16 2.7 ～ 1.8 ややૈ 良޷ փ৭、அ面：փന৭ なし

173 Ｄ 10 Ｓ̠ 42 14 2 ～ 1.1 ີ 良޷ փ～҉փ৭と緑ࠇփ৭ なし

174 ̜ 11 Ｓ̭ 20 -15 2 ～ 1.3 ີ 良޷ փ৭ なし

175 ̜１ Ｓ̭ 110 16.2 2.4 ～ 1.4 ີ 良޷ かにありۇ

176 ̔̚ Ｓ̠ 79 小ย 2.1 ～ 1.6 ີ 良޷ փ৭ なし

177 ̞１ Ｓ̭ 110 -14 2.3 ～ 1.3 良 良 緑ࠇփ৭ あり

178 ̘１ Ｓ̭ 110 -16 2.8 ～ 1.9 良 良 ҉փ৭ かにありۇ

179 ̞１ Ｓ̭ 110 小ย 2.9 ～ 1.7 ີ 良޷ ҉փ৭ あり

180 Ｄ̔ Ｓ̭ 110 小ย 2.4 ～ 1.0 良 良 փ৭、அ面：փന৭ なし

181 ̞１ Ｓ̭ 110 -14 2.6 ～ 1.4 ີ 良޷ ҉փ৭ なし

נฏݢ ஍۠ 遺໊ߏ ʢDNʣ͞ߴ ֺ௕͞ʢDNʣ ଻౔ ম੒ ৭調 ۚഩࠟ跡

27 Ｄ̔ Ｓ̠ 60 7.4 2.1 ີ 良޷ փ৭、அ面：փന৭ （平安時代）

28 南東部 表土 4.5 1.3 ີ 良޷ փ৭～҉փ৭ （平安時代）

182 ̜１ Ｓ̭ 110 4.1 2.6 ີ 良޷ փ৭～҉փ৭ あり

183 ̞ 1 Ｓ̭ 110 3.3 1.4 ややૈ 良޷ փ৭～҉փ৭ あり

184 ̗２ Ｓ̚ 01 小ย 2.1 ີ 良޷ ҉փ৭ あり

ؙɾฏנ ஍۠ 遺໊ߏ ෯ʷ௕͞ʷް͞ʢDNʣ ଻౔ ম੒ ৭調 ತ໘

23 Ｄ̓ Ｓ̠ 85 7.45 ʷ 6.8 ʷ 1.55 ີ 良޷ փ৭ φσ

24 Ｄ̓ Ｓ̠ 85 10.55 ʷ 9.5 ʷ 1.55 ີ 良޷ փ৭ ೄタタΩ

25 Ｄ̓ Ｓ̠ 85 9.5 ʷ 11.3 ʷ 1.45 ີ 良޷ փԫׇ৭ ֨子タタΩ

26 Ｄ̓ Ｓ̠ 85 9.2 ʷ 8.1 ʷ 1.8 ີ 良޷ ੨փ৭ ֨子タタΩ
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第52ਤ　土坑Ｓ̠85出土遺物法量άϥϑ

第53ਤ　土坑Ｓ̠60出土遺物法量άϥϑ

第54ਤ　井戸Ｓ̚90出土遺物法量άϥϑ
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第56ਤ　土坑Ｓ̠25出土遺物法量άϥϑ

第55ਤ　土坑Ｓ̠80出土遺物法量άϥϑ

෇表̓　主要遺構出土遺物ܭ量表

̨̠ �5 ഁย਺ ൺ཰ ମ਺ݸ ൺ཰ උɹɹߟ

੺৭系ࡼ 534 47.09�　　 ̑　  3/4 46.11�　　
੺৭系小ࡼ 51 4.50�　　  1   　1/2 12.03�　　
ന৭系ࡼ 476 41.98�　　 ̐ 　 1/2 36.08�　　

ന৭系小ࡼ 50 4.41�　　 ʵ ʵ
瓦質土器 12 1.06�　　 　　　 21/95 1.77�　　
瓦器࿶ 3 0.26�　　 　　　 1/4 2.00�　　
੨　磁 1 0.09�　　 　　　 1/4 2.00�　　
ന　磁 3 0.26�　　 ʵ ʵ
陶　器 4 0.35�　　 ʵ ʵ
૯　਺ 1134 100.00�　　 12 　　 4/9 100.00�　　
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˞Ｓ̠ 85・60、Ｓ̚ 90、Ｓ̠ 80・25 から出土した土師器のܘޱ（ޱԑ部࢒存཰１ʗ̒以上）をܭ測し、
άϥϑ化した（第 52 ～ 56 ਤ）。また、上記遺構出土遺物のഁย਺をܭ਺し、ޱԑ部࢒存཰１ʗ̒以上の土
師器、瓦質土器、陶磁器の਺量からݸମ਺をࢉ出した（෇表̓）。

̨̠ 6� ഁย਺ ൺ཰ ମ਺ݸ ൺ཰ උɹɹߟ

੺৭系ࡼ 745 48.76�　　 31    11/12 39.40�　　 ̕　3/4 ମεε෇ணݸ

੺৭系小ࡼ 219 14.33�　　 13     5/12 16.56�　　

ന৭系ࡼ 249 16.75�　　 15      1/6 18.72�　　 ̐　1/12 ମεε෇ணݸ

ന৭系小ࡼ 215 14.07�　　 17      1/2 21.60�　　

瓦質土器 59 3.86�　　        1 1.23�　　

੨　磁 33 2.16�　　   1      7/12 1.95�　　

ന　磁 8 0.52�　　          5/12 0.51�　　

૯　਺ 1,528 100.00�　　       81 100.00�　　

̨̠ �� ഁย਺ ൺ཰ ମ਺ݸ ൺ཰ උɹɹߟ

੺৭系ࡼ 34 10.79�　　 2 　   2/3 31.37�　　

੺৭系小ࡼ 64 20.32�　　  1 　 11/12 22.55�　　

ന৭系ࡼ 155 49.21�　　           2/3 　7.84�　　

ന৭系小ࡼ 44 13.97�　　  3  　 1/12 36.27�　　

瓦質土器 10 3.17�　　           1/6 1.96�　　

੨　Ֆ 3 0.95�　　 ʵ ʵ

陶　器 5 1.59�　　 ʵ ʵ

૯　਺ 315 100.00�　　  8  　  1/2 100.00�　　

̨̠ �5 ഁย਺ ൺ཰ ମ਺ݸ ൺ཰ උɹɹߟ

੺৭系ࡼ 210 33.39�　　  ̔      3/4 22.29�　　

੺৭系小ࡼ 87 13.83�　　  11 　  1/2 29.30�　　

ന৭系ࡼ 155 24.64�　　  ３　   1/2 8.92�　　

ന৭系小ࡼ 165 26.23�　　  14    7/12 37.15�　　

瓦質土器 1 0.16�　　 ʵ ʵ

੨　磁 1 0.16�　　 ʵ ʵ

ന　磁 1 0.16�　　 ʵ ʵ

陶　器 9 1.43�　　 ʵ 2.34�　　

૯　਺ 629 100.00�　　  39    1/4 100.00�　　

̨̚ �� ഁย਺ ൺ཰ ମ਺ݸ ൺ཰ උɹɹߟ

੺৭系ࡼ 5,525 62.13�　　     424    7/12 60.84� 43　5/12 ମεε෇ணݸ

੺৭系小ࡼ 1,477 16.61�　　 135　　 19.34�

ന৭系ࡼ 879 9.88�　　      84      1/4 12.07� １　5/12 ମεε෇ணݸ

ന৭系小ࡼ 709 7.97�　　      50      2/3 7.26�

瓦質土器 234 2.63�　　       1     7/12 0.23�

੨　磁 34 0.38�　　       1     7/12 0.23�

ന　磁 4 0.04�　　               1/6 0.02�

੨　Ֆ 1 0.01�　　 　　　　1/12 0.01�

陶　器 30 0.34�　　 　　　 　5/6 0.12�

૯　਺ 8,893 100.00�　　 　 697 　 11/12 100.00� 　　  



-ÿþ-

２.京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡
平成24年౓発掘調査報告

（１）長岡京跡右京第1046次（7"/3),-12地区）

̍ � ͸ ͡ Ί ʹ

この調査は、平成24年౓Ұൠ国道

478号京都ॎ؏自ಈं道京都第ೋ֎

؀ঢ়道路建設事ۀに൐い、国土ަ通

ল近ـ地ํ੔備ہ京都国道事຿所の

ґཔをडけて࣮ࢪした。

調査地は、長岡京跡の৚๥෮ݩで

は長岡京右京ീ৚三๥࿡町（新৚๥

では۝৚三๥ീ町）にあたる。調査

地の東およͼ南ଆでは、長岡京跡右

京第968次調査が࣮ࢪされており、

古代・中世、近世の溝を中心とした

遺構が検出されたほか、これらに൐

う多くの遺物が出土している。

今回の調査地は、右京第968次調

査にྡ઀するൣғがର৅である。調査にあたっては、ຽՈへのਐ入路の確อおよͼ南西ଆの೶ۀ

用水路のอ全のため、調査ର৅地を３分ׂして調査区を設ఆした。

本調査報告で࢖用した国土࠲ඪは、日本測地系第ᶜ࠲ඪ系である。現地調査ฒͼに報告につい

ては、京都府ڭҭҕһ会、長岡京市ڭҭҕһ会、公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センターを࢝

め、関܎各機関、地ݩ自࣏会や近ྡॅຽのํʑに͝ࢦಋと͝ྗڠをいただいた。記してँײしま

す。

なお、調査に܎る経අは、全ֹ、国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہ京都国道事຿所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　水୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝調査第２܎長　ؠদ　อ

　　　　　　　　　      　同調査第２܎主೚調査һ　૿ా޹඙

調ɹ査ɹ৔ɹॴ　長岡京市調子２丁目

第１ਤ　調査地位置ਤ（国土地ཧ院　1/25,000　京都西南部）
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ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成24年̓月19日～̔月30日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　200㎡

� ɽݕ ग़ 遺 ߏ

̍ʣ̍ τϨϯν（第２・３ਤ、ਤ൛第１・２）

右京第968次調査の̲３ʵ１地区と̲３ʵ２地区の間に設ఆした。現代の੝土が約0.7ｍ認めら

れ、ͦの下にچ水ా࡞ߞ土がある。基本層ংは、࡞ߞ土の下にփ৭೪質土（第̑層）のচ土が約

0.6ｍ堆積しており、ͦの下層ににͿいԫᒵ৭᛽ࠞじり （࠭第̓層）とにͿいᒵ৭᛽ࠞじり࠭質土

（第̔層）が、ほ΅水平に堆積する。遺構面は３面確認した。第１面は第̒層上面で、南西から北

東ํ向に延ͼる෯約0.8ｍ、ਂさ0.2ｍఔのઙい溝を部分తに２৚（第10層）ほどを検出した。第２

面は第̔層上面で、流路ＳＤ01の検出面である。第３面は地ࢁである明׊৭シルト（第̕層）上面

である。第３面では流路ＳＤ02を検出した。第̒層上面で検出したઙい溝（第10層）は、右京第

968次調査̲３ʵ２・̲３ʵ３地区で多਺検出された江戸時代の࡞ߞ溝܈と同じ層位で検出され

ていることから、ͦのҰ部と考えられる。

ྲྀ࿏̨̙�1　トレンチほ΅全Ҭで検出した流路である。西ଆのݞ部は明ྎであるのにରし、

東ଆは؇いࣼ܏となっており、トレンチ東น中ԝ部分より南では明確なݞ部を確認できなかった。

右京第968次調査̲３ʵ１・̲３ʵ２地区で検出した流路ＳＤ36のݞ部につながることから、ͦ

のҰ部と考えられる。上流となる北西ଆほど෯がڱく南ଆが大きく։く。検出長12.8ｍ、ਂさは

中ԝ部で0.8ｍを測る。埋土は上層（第12・15層）が࠭質土・᛽ࠞじり೪質土で、下層（第17・29・

30層）は೪質土を中心とする。古墳時代後期～平安時代中期の遺物が出土した。

ྲྀ࿏̨̙��　流路ＳＤ01の下層で検出した。検出長10.8ｍ、෯3.7ｍ、ਂさ1.2ｍを測る。南ଆ

の̲３ʵ１地区の西นԊいで検出した流路ＳＤ36のਂ࠷部北ଆ延長部分の可能性がある。࠷下層

には緑փ৭᛽ࠞじり（第22・22�層）～ࠇփ৭系（第10層）の೪質土が堆積し、上層は೪質土や࠭ࡉ・

࠭᛽の堆積で、水が流れた後࠶ͼ଺水したことをࣔす堆積が２回ఔ౓確認できる。第22・22�・

10層からは遺物は出土しなかった。上層からは、平安時代前期～中期を中心とした遺物が出土し

た。

̎ʣ̎ τϨϯν（第２・̐ਤ、ਤ൛第３）　

１トレンチの南ଆ、̲３ʵ１地区の西ଆに設ఆした。現地表面が水ా࡞ߞ土で、ඪߴは19.1～

19.2ｍである。基本層ংは、上から࡞ߞ土（第１層）、চ土（第２層）、੔地土と考えられる水平堆

積の᛽ࠞじりの೪質土（第３・̔・̕層）、地ࢁ面となる明ԫ׊৭೪質土（第18層）のॱであり、第

18層上面で流路を検出した。また、੔地土には೪質土や࠭᛽を埋土とする溝（第̑～̓層）が掘り

部のみである。埋土の大半が࠭᛽の堆積であることや、東ଆݞまれる。検出遺構は、流路の南ࠐ

に೶ۀ用水路があることから、น面่落のݥةが生じたため検出面から2.5ｍまでの掘࡟にとど

めた。流路内のஅ面観察では、３回ఔ౓水が流れたことをࣔす堆積が確認できた。遺物は出土し

なかった。東ଆの̲３ʵ１地区西นԊいにある流路ＳＤ36のҰஈਂくなった部分に通じているも
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第２ਤ　調査トレンチ഑置ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øüý 冊

-Ā÷-

第３ਤ　１トレンチ平面・அ面ਤ
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のと判அされる。ＳＤ36からは平安時代前期～中期の遺物が多量に出土している。

̏ʣ̏ τϨϯν（第２・̑ਤ、ਤ൛第̐・̑）

１トレンチの北西ଆ、̲３ʵ３地区の西ଆに設ఆした。基本層ংは、地表下に現代の੝土が約

0.5ｍあり、ͦの下に約0.2ｍの࡞ߞ土、ͦの下層にփ׊৭೪質土のচ土（第２層）があり、遺構検

出面である׊ࠇ৭࠭᛽（第16層）までは、土地利用に൐う੔地土である。第17層上面では１トレン

チ同様近世以降の遺構と考えられる柱穴を検出した。この層より下層についてはトレンチ北୺で

0.75ｍ、南୺で1.2ｍ下までஅちׂりを行ったが、࠭᛽の堆積がଓき遺構面は確認できなかった。

ただし、南部では遺構検出面より0.6ｍ下の࠭᛽層中に҉׊৭೪質土（第12層）が認められ、この

層中より奈良時代後半～平安時代ॳ಄にൺఆされる土師器ഋ（33）が出土した。また、検出面であ

る׊ࠇ৭࠭᛽中からも須恵器長ᰍᆵのޱԑ部（31）が出土している。

３トレンチで検出した遺構は、流路２৚と柱穴14基である。なお、̲３ʵ３地区で検出されて

いる流路ＳＤ50の延長部は確認できなかった。本トレンチの遺構検出面が̲３ʵ３地区とൺ΂て

௿いことや̲３ʵ２ ・̲３ʵ３地区の調査でも్中で్੾れる流路が見られることから、ＳＤ

50も３トレンチ間で్੾れているものと考えられる。

ྲྀ࿏̨̙��　トレンチ南୺で検出した。検出長4.5ｍ、෯2.7ｍ、ਂさ0.6ｍを測る。̲３ʵ２地

区の流路ＳＤ36の延長部と考えられるもので、流路の北ݞに相当する。南ݞは調査地֎になる。

今回の成Ռから、ＳＤ36は̲３ʵ２地区北୺でほ΅௚֯に近い形で西に۶ۂしていると考えられ

第̐ਤ　２トレンチ平面・அ面ਤ
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第̑ਤ　３トレンチ平面・அ面ਤ



京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡発掘調査報告

-Āú-

る。埋土（第̑・̒・̔～10層）は࠭・᛽を中心とする。土師器ยがগ量出土した。

ྲྀ࿏̨̙��　トレンチ北୺で検出した。長さ1.7ｍ以上、෯1.3ｍ以上、ਂさ0.5ｍを測る。埋土

は࠷下層がփ׊৭ （࠭第25層）で、これより上層にはփ׊৭ૈ࠭・ࡉ （࠭第23・24層）が堆積する。

土師器ᙈ（38）が出土した。

ப̨̥݀�5ɾ�6ɾ��ɾ��ɾ11ʙ1�　柱穴は、ઙいもの（10Dm前後）とਂいもの（18Dm以上）

がある。ઙいもの（Ｓ̥05・13・11ٴͼͦの周ғ）は第17層より掘りࠐまれており、࠭質土を埋土

とする溝（第̐層）と同じく、近世以降のものと考えられる。ਂいもの（Ｓ̥06・08・09・12ٴͼ

北東ଆஅちׂり溝に੾られた３か所）については、流路の検出面（第16層上面）から掘りࠐまれて

おり、規模は௚0.4～0.25ܘｍ、ਂさ0.09～0.18ｍを測る。建物等は෮ݩできない。埋土中より土

師器小ยが出土している。

̏ � ग़ ౔ 遺 ෺

出土遺物の૯量は遺物੔ཧശ３ശで、１トレンチＳＤ01と３トレンチで遺構検出の際に出土し

た遺物が大半を઎める。２トレンチでは、遺物は出土しなかった。

̍τϨϯνग़౔遺෺（第̒ਤ、ਤ൛第̒）　１・３～22・24～27はＳＤ01、２・23はＳＤ02から

出土した。１は須恵器ഋ਎である。内֎面を回సφσで࢓上͛る。ޱԑ部が内܏ぎみにཱち上が

る。୺部は丸くおさめる。̒世ل後半のものである。２は須恵器ഋ̗である。内֎面ともに回స

φσ調੔する。ఈ部はϔϥ੾り後、ߴ୆をషり෇ける。ޱԑ部をܽଛする。৭調はփ৭で、ম成

は良޷である。３・̐は土師器ߴഋである。３はഋ部ยで、ޱԑ部はやや֎൓ぎみに։く。ܘޱ

22.0Dmを測る。̐はޱԑ部・੄部をܽଛする。٭部のஅ面がࣣ～ീ֯形になるとਪ測される。٭

部はႡりൈかれて中ۭになっており、ഋ部は別෇けで、ઙいࡼঢ়をなす。଻土はૈく、0.5～１

mmのന৭・փ৭の࠭を多くؚΉ。ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭である。奈良時代後半～平安

時代前期のものである。̑～̒は須恵器࿶である。14.8ܘޱDmを測る。ޱԑ୺部はංްし丸くお

さめる。内֎面とも回సφσで࢓上͛る。̓～11はແ釉陶器࿶である。̒はޱԑ部が小さくʮくʯ

のࣈঢ়に֎൓する。内面はຏきをࢪし、֎面は回సφσで࢓上͛る。ఈ部はࢳ੾りである。଻土

は៛ີで、৭調はփന৭である。15.0ܘޱDm、器5.2ߴDmを測る。̓～̕は௚ઢతに֎൓するମ

部をもつ。̓はషり෇けߴ୆である。17.0ܘޱDm、器6.1ߴDmを測る。଻土は៛ີで、৭調はփ

ന৭である。10・11はఈ部ยである。いͣれも࡟り出しߴ୆である。平安時代前期のものである。

12・13はʮてʯのࣈঢ়ޱԑの土師器小ࡼである。12は10.0ܘޱDm、器1.4ߴDm。13は10.2ܘޱDm

を測る。10世ل後半～11世ل前半のものである。14は土師器ഋである。丸みをもってཱち上がり、

14.9Dmܘޱ。る࢒ԑ୺部を上ํに小さくつまみ上͛る。֎面ఈ部෇近にϋέのࠟ跡がわͣかにޱ

を測る。଻土はີで、৭調はにͿいԫᒵ৭である。15～17は須恵器ᆵである。内֎面とも回సφ

σで࢓上͛、ఈ部はࢳ੾りである。18～20は緑釉陶器ఈ部ยである。18・19は࡟り出しのྠߴ୆

である。଻土はີで、৭調はΦリーϒԫ৭・ઙԫ৭をఄする。20はऄϊ目ߴ୆である。଻土はີ

で、ࠇ৭のཻ࠭をؚΉ。৭調はにͿいᒵ৭をఄする。21はࠇ৭土器̗類࿶ఈ部ยである。షり෇
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けߴ୆で、内面にはີなϔϥミΨΩをࢪす。22・23は須恵器ᆵである。22はషり෇けߴ୆で、23

はఈ部にࢳ੾りࠟが認められる。24は須恵器ുఈ部ยとࢥわれる。25は須恵器ᙈ、26・27は土師

器ᙈである。

̏τϨϯνग़౔遺෺（第̓ਤ、ਤ൛第̒）　28～30・32・34～37・39～45はแؚ層中ٴͼ遺構検

出ۀ࡞中に出土した。31は第16層中、33は第12層、38はＳＤ04より出土した。

28は須恵器֖である。ๅचつまみが෇くとࢥわれる。15.0ܘޱDm、৭調はփ৭である。29は須

恵器̗である。షり෇けߴ୆で、内֎面とも回సφσをࢪす。長岡京期～平安時代ॳ期のもので

ある。30は須恵器ഋ̖である。ఈ部֎面はϔϥ੾り後φσがࢪされる。12.7ܘޱDm、器3.0ߴDm

第̒ਤ　１トレンチ出土遺物࣮測ਤ
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を測る。৭調はփന৭である。31

はᆵ(である。ޱԑ୺部は֎൓す

る。5.5ܘޱDmを測る。32・33は土

師器ഋ̗である。షり෇けߴ୆で

ある。長岡京期～平安時代ॳ期の

ものである。34・35は土師器ࡼで

ある。ޱԑ部はϤコφσし、平ら

なఈ部からやや֎൓ؾຯにཱち上

がる。ମ部֎面にはϢϏΦαΤが

ԑ୺部をわͣかにつޱる。35は࢒

まみあ͛る。34は12.0ܘޱDm、35

は12.2ܘޱDm、器1.6ߴDmを測る。

৭ 調 は い ͣ れ も ԫ ᒵ ৭ で あ る。

36・37は土師器ࡼである。ޱԑ部

はϤコφσし、୺部を丸くおさめ

る。36は ޱ 14.6Dm、37はܘ ޱ ܘ

14.4Dmを測る。38は土師器ᙈであ

る。৭調はԫᒵ৭である。39は緑

釉陶器で、࡟り出しߴ୆である。

40は須恵器࿶である。41・42はミニチュアカマドである。いͣれも৭調はᒵ৭である。43・44は

土馬である。43は಄部ยである。44は಑部ยである。಄部ઌ୺・٭部・৲ඌをܽく。いͣれもಷ

いᒵ৭である。45は製Ԙ土器である。調੔は内֎面ともにφσである。଻土はૈくന৭・നփ৭

のཻ࠭を多くؚΉ。৭調はᒵ৭である。

̐ � · ͱ Ί

今回の調査では、平安時代前期～中期にかけての流路・柱穴、近世と考えられる溝・柱穴を検

出した。なお、１～３トレンチ全てにおいて長岡京跡右京第968次調査で検出された平安時代前

期～中期にかけての流路ＳＤ36の延長部を確認し、１トレンチでは同じ৔所で上下にॏෳしてＳ

Ｄ01、02に分かれることが判明した。出土遺物は右京第968次調査で出土している古墳時代、奈

良時代後半～平安時代中期にかけての遺物と同様のものであるが、瓦類の出土はほとんど認めら

れなかった。3トレンチでは柱穴を検出しており、周辺に小規模な建物が存在した可能性がある。

また、ミニチュアカマド、土馬等の出土から、周辺で祭祀が行われていた可能性もうかがえる。

（඙޹ా૿）　

第̓ਤ　３トレンチ出土遺物࣮測ਤ
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（２）京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡発掘調査の૯ׅ

̍ ɽ͸ ͡ Ί ʹ

京都第ೋ֎؀ঢ়道路は、京都市南西部・Ե܇地Ҭのަ通ौ଺のղফのため、国土ަ通ল近ـ地

ํ੔備ہが名ਆߴ଎道路の大࡚ࢁΠンターチΣンδから京都ॎ؏自ಈं道路۹ֻΠンターチΣン

δまで約8.5kmの間、大࡚ࢁ町から長岡京市を経て京都市西京区までの間にܭըされた。京都第

ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡の発掘調査は、平成15年౓の༑岡・୬井地区、下ւ印寺؛ϊ下地区の調査

をൽ੾りに、平成24年౓に調子地区で࣮ࢪした右京第1046次調査でऴྃをܴえた。この道路建設

に൐う調査は、଍かけ10年にわたって࣮ࢪしたことになる。

この地Ҭには平安京ભ都前の都である長岡京跡をはじめとして、多くの遺跡が分布している。

ͦのため、道路建設に൐う事前調査として、大࡚ࢁ町・長岡京市Ҭの約３kmの区間については、

主として公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが発掘調査を࣮ࢪした。

長岡京市内では、国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہ京都国道事຿所のґཔをडけて、京都第ೋ֎؀ঢ়

道路関܎遺跡として調査を࣮ࢪした。長岡京市内での発掘調査ର৅地は約2.5kmにおよͼ、北か

第̔ਤ　京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡　調査地区഑置ਤ（国土地ཧ院　1/25,000　京都西南部・ཎ）



京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡発掘調査報告

-Āþ-

ら大ࣈԞւ印寺、ߴ୆、下ւ印寺、༑岡、調子が位置している。調査ର৅地は広ൣғにٴͿため、

発掘調査地に小ࣈ名をףして地区名として੔ཧした（第̔ਤ）。

調査に当たっては、京都府ڭҭҕһ会、長岡京市ڭҭҕһ会、公益財団法人長岡京市埋蔵文化

財センターをはじめ、地ݩ自࣏会、長岡京市建設部まちづくりਪਐࣨ、関܎各機関の͝ॿྗ、͝

ॿݴをಘた。ここにվめてँײのҙを表したい。

また、京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡の発掘調査は、主として国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہ京都国

道事຿所のґཔをडけて࣮ࢪしたが、Ұ部、京都府、ωΫεコ西日本株式会社のґཔにより関࿈

事ۀとして調査を࣮ࢪしたՕ所もある。これらの調査についても、今回の૯ׅの中でऔり上͛て

いる。

̎ ɽԞ ւ ҹ ࣉ ஍ ۠

長岡京市大ࣈԞւ印寺では、小ࣈ西代以下、小ॣࣈՏాまでの̔つの小ࣈにわたって調査を࣮

Ԟւ、（地区ࢁߴ・ాࢁ୩・ยླ）した（෇表１）。遺跡地ਤでは西代遺跡（西代地区）、ླ୩遺跡ࢪ

印寺遺跡（荒ງ・新ڷ地区）、下ւ印寺遺跡（Րϊඌ・ॣՏా地区）に当たる。

新ڷ～ॣՏా地区にかけては、小ઘ川の൙ཞ原にあたっており、小ઘ川のچՏ道内の堆積࠭᛽

を確認したにとどまった。西代から荒ງ地区はٰྕ上に位置しており、ݦ著な遺構・遺物を確認

したのは、ླ୩遺跡のࢁߴ地区にݶられる。

̍ʣ੢୅஍ （۠第̕ਤ、෇表１）

西代遺跡は東向きの؇ࣼ地にある。平成21年౓に長岡京市ڭҭҕһ会が調査を࣮ࢪし、古墳時

代から中世にかけてのแؚ層が確認され、周஌の遺跡として認ࣝされた。

同年౓に̕か所のトレンチを設ఆして調査を行った。࡞ߞ土中からは古代から近世にかけての

土器類がएׯ出土し、एׯの柱穴を確認したが、ͦの下位には大ࡕ層܈の೪土層が基൫層として

あった。ஈٰ上に存在したと૝ఆされる遺構面は中世以後に大きく࡟平されたとਪఆされる。

調査次਺の ʵ は京֎の୯ಠ調査のため、長岡京の調査次਺をもたない

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

奥
海
印
寺

西代 21 年౓ ʵ １～̕ 著な遺構なしݦ 142

ླ୩
21 年౓ ʵ ̖～̘ 著な遺構なし、̘トレンチで長岡京期の遺物ݦ

出土 149
22 年౓ ʵ Ｄ 著な遺構なしݦ

ยాࢁ 17 年౓ 右京 851 次 １～̑ 著な遺構なしݦ 124

ࢁߴ

20 年౓ 右京 956 次 ʵ 古墳時代後期の土器ย出土 137

21 年౓ ʵ ̖～Ｄ Ո形৥ྠ・土師器・須恵器、長岡京期土馬出土
149

22 年౓ ʵ " ԣ穴式石ࣨ・土坑・ϐοト

荒ງ

17 年౓ 右京 851 次 １～̑ 著な遺構なしݦ 124

19 年౓ 右京 902 次 １～̑ 土石流のࠟ跡 131

20 年౓ 右京 956 次 １～̒ 時期ෆ明溝 137

23 年౓ ʵ ̖～̚ 遺構確認できͣ 150

෇表１　Ԟւ印寺地区調査Ұཡ
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第̕ਤ　西代地区調査トレンチ഑置ਤ

̎ʣླ ୩஍ （۠第10ਤ、෇表１）

̖・̗トレンチでは、表土下にްく竹ྛ଄成土が堆積し、近世以降の遺物が出土したが、ݦ著

な遺構は認められなかった。̘トレンチ଄成土下には遺物แؚ層が認められ、長岡京期の土馬や

土師器ᆵ等が出土した。Ｄトレンチは、̘トレンチで遺物の出土したことをडけ、同トレンチの

南に設ఆした。竹ྛ଄成土がްく堆積しており、ݦ著な遺構・遺物は検出できなかった。

̏ʣยాࢁ஍ （۠第10ਤ、෇表１）

この地区は୐地跡にあたり、地表下１～２ｍでࣼ܏面となるچ地表を確認した。このچ地表を

埋める土࠭内から奈良～平安時代の土師器ยが਺఺出土しただけで、遺構は確認できなかった。

ʣߴ̐ ஍ࢁ （۠第10・11ਤ、෇表１）

平成20～22年౓に調査を࣮ࢪした。̖トレンチおよͼͦれを֦෯した調査区で、古墳時代後期

の土坑・ϐοト、ऴ຤期のԣ穴式石ࣨ、ೄ文時代、古墳時代、長岡京期の遺物を検出した。

古墳時代前・中期の遺物として、ර০のࢪされるՈ形৥ྠ、ԁ౵৥ྠ、ேإ形৥ྠのഁยが出

土した。今回の調査地をؚめ、近ྡには周஌の古墳は確認されていないため、竹ྛ଄成によって

ഁյされたか、古墳が埋຅しているものとਪఆされる。

古墳時代後期では、土坑・ϐοトを検出した。ॅډ跡は確認できなかった。

古墳時代ऴ຤期のԣ穴式石ࣨ１基（Ｓ̭01）を検出した。時期はඈௗᶙ～ᶚ期に位置づけられ、

Ե܇地Ҭ全ମでも新しい時期の古墳であり、古代寺院の᯶岡廃寺の૑建と前後するものである。

長岡京期の土馬や土器が、ࣼ面地やࣼ面下の平ୱ面のแؚ層からগ量出土した。調査地周辺の

ٰྕ地が長岡京֎として、祭祀行ҝが行われていたことが考えられる。

̑ʣߥງ஍ （۠第10ਤ、෇表１）

荒ງ地区では୐地଄成時にްい੝土がなされており、ͦの下はچ地形（ٰྕ）のૈ᛽層となり、
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第11ਤ　ࢁߴ地区調査トレンチ഑置ਤ

第10ਤ　ླ୩～荒ງ地区調査トレンチ഑置ਤ 

。著な遺構は見つからなかったݦ

平成23年౓は府道の෇けସえに൐う調査を࣮ࢪしたが、։発に൐う掘ਂ࡟౓は遺構面に౸ୡし

ておらͣ、遺構・遺物は確認できなかった。

̒ʣ৽ڷ஍ （۠第12ਤ、෇表２）

小ઘ川の؛ࠨに位置し、地表下0.5ｍまでは水ా࡞ߞや੔地に൐う堆積層を確認し、これらの

層からછ෇ยが出土した。ͦの下位を2.7mまで掘り下͛たが、᛽・࠭を主ମとするՏ川堆積物

を確認しただけで、遺物は出土しなかった。このようなঢ়گから、この地区は水ా࡞ߞとして利
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第12ਤ　ߴ୆～Րϊඌ地区調査トレンチ഑置ਤ

用されている時期をআくと、཭水していた可能性はۃめて௿いと判அされる。

̓ʣՐϊඌ஍ （۠第12ਤ、෇表２）

平成17年౓に２か所でトレンチ調査を行った。ࡐࢿ置き৔およͼ୐地として利用されていた。

ともに、現地表下1.9～2.4ｍまでが੝土されており、ͦの下に଄成以前の水ా࡞ߞ土が広がって

いた。この下には、চ土が20～40Dmあり、ͦの下はچ流路内で堆積した࠭᛽層となる。চ土内

からは瓦器ย・土師器ย、࠭᛽層内からは古墳時代の須恵器・土師器ยが出土した。

̔ʣॣ Տా஍ （۠第13ਤ、෇表２）

ॣՏా地区では小ઘ川の؛ࠨ・右؛で調査を࣮ࢪした。ともにแؚ層およͼ遺構面は確認でき

なかった。؛ࠨでは、現地表下0.8～１ｍが現代の੝土で、ͦの下に࡞ߞچ土・চ土があり、小

ઘ川のچ流路内に堆積した࠭᛽層となる。চ土内から土師器ย・瓦器ยが出土したことから、中

世ஈ֊に水ాが଄成されたものとਪఆされる。

右؛では、近世から現代にࢸるՏ川を確認し、安ఆした遺構面や遺物は確認できなかった。

̏ ɽߴ ୆ ஍ ۠

平成17年౓に୐地跡地で調査を࣮ࢪした（第12ਤ、෇表２）。現代੝土が地表下2.0～3.5ｍにٴ

んでおり、ͦの下に大ࡕ層܈の࠭᛽層が堆積していた。遺構・遺物は確認できなかった。

̐ ɽԼ ւ ҹ ࣉ ஍ ۠

長岡京市大ࣈ下ւ印寺では、小ࣈ฾ఏ寺から小ࣈ下内ాまでの̔つの小ࣈにわたって調査を࣮
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第13ਤ　ॣՏా～฾ఏ寺地区調査トレンチ഑置ਤ

した（第̔ਤ）。遺跡地ਤでは、下ւ印寺遺跡（฾ఏ寺・ํ丸・ඌ流・西৚地区）、ҏլ寺遺跡（上ࢪ

内ా・川向井・؛ϊ下・下内ా地区）にؚまれる。また、ඌ流・西৚地区より東ଆが長岡京Ҭに

相当する。

̍ʣ฾ఏࣉ஍ （۠第13ਤ、෇表３）

小ઘ川の右؛に位置し、平成17年౓と平成20年౓に調査を࣮ࢪした。ともに、࡞ߞ土・੔地土

下ではՏ川堆積の࠭᛽を検出した。これらは฾ఏ寺川と小ઘ川のچ流路と考えられる。฾ఏ寺川

のچ流路内からは古墳時代の土師器ߴഋが出土したことから、周辺に同時期の集落跡が存在して

いる可能性が認められた。

̎ʣํ ؙ஍ （۠第14・15ਤ、෇表３）

ํ丸地区は、௿位ஈٰ上にཱ地し、平成20・21年౓に３か所で調査を࣮ࢪした。いͣれのトレ

ンチでも෯３～3.5ｍ、ਂさ0.8～1.7ｍの等ߴઢにฒ行する中世の溝を検出した。ͦの規模・ํ向

から、同Ұの溝であると判அした。૯延長66ｍにわたって掘࡟されており、Կらかの土地区ըを

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

奥
海
印
寺

新ڷ 21 年౓ ʵ ʵ Տ川堆積層を確認 142

Րϊඌ 17 年౓ 右京 851 次 １・２ 小ઘ川چ流路

124

ॣՏా

17 年౓ 右京 851 次
１～̐ 小ઘ川چ流路（؛ࠨ）

１～̐ 小ઘ川چ流路（右؛）

20 年౓
右京 947 次 ʵ Տ道内堆積چ

137
右京 956 次 ʵ Տ道内堆積چ

21 年౓ ʵ ʵ Տ道内堆積چ 142

୆ߴ ୆ߴ 17 年౓ 右京 851 次 １～̒ 著な遺構なしݦ 124

෇表２　Ԟւ印寺・ߴ୆地区調査Ұཡ
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第14ਤ　ඌ流～西৚地区調査トレンチ഑置ਤ

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

下
海
印
寺

฾ఏ寺
17 年౓ 右京 851 次 ʵ 小ઘ川چ流路 124
20 年౓ 右京 947 次 ʵ 著な遺構ແしݦ 137

ํ丸
20 年౓

右京 947 次 ʵ 中世溝、ೄ文時代土坑
137

右京 956 次 ʵ 時期ෆ明土坑
21 年౓ 右京 973 次 ̖～̘ 中世溝 142

ඌ流

16 年౓ 右京 842 次 １・２ 自然流路・古墳時代・奈良～平安時代溝 118

17 年౓
右京 851 次 １～３ 小ઘ川چ流路（長岡京期の可能性）

124
右京 862 次 ２～̐ ໻生時代୦穴建物・古墳時代୦穴建物・奈良

～平安時代溝
18 年౓ 右京 870 次 ̑・̒ 古墳時代流路、平安時代溝 126
19 年౓ 右京 902 次 １・２ 小ઘ川چ流路 131

20 年౓
右京 956 次 ʵ 著な遺構ແしݦ

137
右京 957 次 ʵ ೄ文時代土坑、໻生時代୦穴建物、奈良時代

掘ཱ柱建物
21 年౓ 右京 973 次 ʵ ໻生時代୦穴建物・掘ཱ柱建物・溝・土坑 142

西৚

16 年౓ 右京 842 次 １～３ 古墳時代、奈良～平安時代 118

17 年౓ 右京 852 次 ʵ 古墳時代୦穴建物、奈良～平安時代掘ཱ柱建
物 124

20 年౓
右京 956 次 １～̒ 平安時代～中世柱穴・溝、古墳時代後期土坑

137
右京 957 次 １・２ 古墳時代掘ཱ柱建物、奈良～平安時代柱穴、

中世溝
21 年౓ 右京 970 次 ʵ 平安時代຤～中世濠・掘ཱ柱建物・ࡤ ・ྻ土坑、

長岡京期溝・土坑、古墳時代୦穴建物・土坑、
໻生時代୦穴建物

15022 年౓ 右京 1007 次 ʵ
23 年౓ 右京 1024 次 ʵ

෇表３　下ւ印寺（฾ఏ寺・ํ丸・ඌ流・西৚）地区調査Ұཡ
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目తにしたものと૝ఆ

される。

̏ʣඌྲྀ஍ （۠第14～

17ਤ、෇表３）

ඌ流地区は小ઘ川の

Տ ؛ ஈ ٰ 上 に 位 置 し、

ํ丸・西৚地区よりも

２ｍఔ౓௿位に位置す

る。この地区では、ೄ

文時代、໻生時代、古

墳時代、長岡京期の遺

構を検出した。֓要に

ついては、西৚地区の

項で૯ׅする。

̐ʣ੢ ৚ ஍ （۠ 第14・

16・17ਤ、෇表３）

西৚地区は小ઘ川ࠨ

の௿位ஈٰ上にཱ地؛

する。ඌ流地区とは２

ｍఔ౓のߴ௿ࠩがある。

ೄจ࣌୅（第16ਤ）　ඌ流地区では後期・൩期の土坑・ϐοトを検出した。௿位ஈٰ上に位置す

る西৚地区では、広ൣғに調査を࣮ࢪしたが、この時代の遺構は確認できなかった。ೄ文時代後

期の下ւ印寺遺跡の中心部分は、ํ丸・ॣՏా地区の北ଆのஈٰ上に位置していると考えられて

いたが、ͦの分布ൣғがՏ؛ஈٰ上にも位置していることが明らかとなった。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ॳ಄（第16ਤ）　この時期の遺構はඌ流地区から上内ా地区の広いൣғ

に分布しているが、ͦのີ౓はೱくない。上内ా地区で検出した溝ＳＤ2001は、෯̔ｍの流路で

南東ํ向に流れており、ͦの྆؛で୦穴建物を検出した。Ｓ̝121はϕοドঢ়遺構を༗した、Ұ

辺̕ｍを測る大ډॅܕである。

ඌ流地区で溝ＳＤ25、上内ా地区で溝ＳＤ1001・2001を検出し、ஈٰ　（第16ਤ）ظޙ୅࣌෿ݹ

੄部を大きくऄ行する流路が෮原できる。ͦの北ଆのஈٰ上に位置するඌ流地区・西৚地区に୦

穴建物が分布しており、ඌ流地区の北西ଆ、西৚地区の北ଆにはさらに୦穴建物が分布している

ことが૝ఆされる。南ଆの上内ా地区では土坑܈・流路跡を検出しただけである。掘ཱ柱建物は、

ඌ流地区のＳ̗184、西৚地区のＳ̗95706の２౩を検出しただけである。また溝ＳＤ95703は、

෯3.6ｍを測り、ٷঢ়に検出した。周辺の୦穴建物の埋土中から須恵器器୆のഁยが出土したこ

とと、ͦの規模・形ঢ়から、古墳に൐う遺構である可能性がある。

第15ਤ　ํ丸・ඌ流地区検出遺構഑置ਤ
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ಸྑ࣌୅ʙฏ҆࣌୅લظ（第

17ਤ）　長岡京の右京ࣣ৚࢛๥

ेҰ・ेೋ・े࢛町෇近に位置

する。掘ཱ柱建物、ྻࡤ、溝、

土坑などを検出した。溝ＳＤ

79・112・139からはミニチュア

ᜱや土馬などが਺多く出土し

た。西৚地区の南東۱で検出し

たＳＤ79・112、ඌ流地区の溝

ＳＤ02は、ͦのํ向がਅ南北・

ਅ東西からわͣかにৼれてお

り、長岡京৚๥ଆ溝のৼれ֯と

はҟなる。Ұํ、ਅ東西を向く

溝ＳＤ366は、ࣣ৚৚間南小路

෇近に、ਅ南北を向く溝ＳＤ

132は西࢛๥๥間西小路෇近に

位置する。いͣれも検出長10ｍ

前後であり、৚๥ଆ溝であるか

どうかはෆ明である。ඌ流地区

の掘ཱ柱建物Ｓ̗06の西ଆ෇

近が西࢛๥大路のਪఆ地と考

えられるが、関࿈する遺構は検

出できなかった。長岡京の国Ո

తな祭祀৔である西ాࢁ遺跡

とは小ઘ川をڬんでର؛に位

置し、ͦの関࿈が஫目される。

ฏ҆࣌୅຤ظʙח૔࣌୅（第

17ਤ）　平安時代຤期では、西

৚地区で検出したํ形の屋敷

地と、ඌ流地区南東部の遺構܈

がある。屋敷地はํ形にງが८

り、内ଆにࡤ （ྻ൘ญ）がஙか

れ、ງの内部にํ位をଗえて掘

ཱ柱建物が଄られている。西辺

のງの中ԝには土ڮＳ̭133が第16ਤ　ඌ流・西৚地区検出遺構มભਤ　１
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設けられている。屋敷は、11

世ل຤ࠒにஙかれ、12世ل中

༿にかけて存ଓしている。ඌ

流地区では、ݻくୟきకめら

れた道路ঢ়遺構Ｓ̭51と、ͦ

のଆ溝と判அされる溝ＳＤ64

を検出した。東ํ約50ｍの延

長ઢ上に土ڮＳ̭133が位置す

ることから、ํ形区ըの屋敷

地から西ํに通じる道路が෮

原できる。

鎌倉時代では、主࣠ํ向が

西にࣼ܏する掘ཱ柱建物܈や

溝などがある。西৚地区に集

中しているが、ͦの全༰や原

因についてはෆ明である。

̑ʣ্ ಺ా஍ （۠第18・19ਤ、

෇表̐）

上内ా地区は下ւ印寺西৚

の南東に位置し、西৚地区の

集落がߴ୆にల։しているの

にରして、ͦのԑ辺部の௿い

位置にあたる。ೄ文時代から

近世にかけての集落遺跡である

ҏլ寺遺跡にؚまれ、長岡京跡では右京ࣣ৚࢛๥ޒ・ेೋ町に位置する。

ೄจ࣌୅ɹ൩期の遺物が出土しただけで、遺構は検出できていない。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ॳ಄ɹ୦穴建物、流路を検出した。୦穴建物Ｓ̝２は多֯形ॅډで、

ͦの分布は東部੉戸内地Ҭの加古川流Ҭに集中することから、同地Ҭとのަ流がうかがえる。

。流路や土坑を検出した　ظޙ୅࣌෿ݹ

ಸྑʙฏ҆࣌୅　建物は෮ݩできなかったが、柱穴を検出した。この時期の土器や瓦が出土し

ていることから、Կらかの土地利用がなされていたことがうかがえる。̧890-1の溝ＳＤ２は、

ਅ東西の溝で、్中約40ｍは్੾れるが、85ｍにわたってҰ௚ઢに検出した。埋土中から古墳時

代の遺物が出土したが、遺構の検出ঢ়گから長岡京期の可能性がある。

平成16年౓には右؛地Ҭの調査を࣮ࢪした。現在の水ాの下には近世以降の੔地土層があり、

ͦの下には小ઘ川のچ流路内の࠭᛽がްく堆積していた。

第17ਤ　ඌ流・西৚地区検出遺構มભਤ　２
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̒ʣ઒޲Ҫ஍ （۠第18ਤ、෇表̐）

川向井地区は、長岡京跡の৚๥෮原では右京ࣣ৚࢛๥ޒ・࢛町、ࣣ৚大路（چ৚๥では右京ࣣ

৚࢛๥ೋ・ࣣ町、ࣣ৚৚間小路）に位置する。また、ೄ文時代～中世の集落遺跡であるҏլ寺遺

跡のൣғにؚまれる。現在の小ઘ川は、ত࿨56年౓以降に当時の建設লによるՏ川վमで北西か

ら南東ํ向の௚ઢతな流路にվมされているが、ͦれ以前は大きくऄ行しながら流れていた。川

向井地区は、چ小ઘ川と現小ઘ川にはさまれた部分にあたる。西・北・東ଆにはچՏ道がऄ行し

ていたࠟ跡が࢒ることから、南ଆのઘがٰ地区からのٰྕが北にுり出し、ͦの੄部にԊってچ

Տ道がʮ̪ʯࣈঢ়に८り、調査地はٰྕ上に位置する可能性が認められた。

第18ਤ　上内ా～川向井地区調査トレンチ഑置ਤ

第19ਤ　上内ా地区調査トレンチ഑置ਤ
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２か所で調査を࣮ࢪしたが、࡞ߞ土・চ土下にはްく࠭᛽層が堆積しており、中世以前は小ઘ

川の൙ཞ原と判அされた。この地区におけるߞ地化は中世以降と判அされる。

̓ʣ؛ϊԼ஍ （۠第20ਤ、෇表̑）

発掘調査区は小ઘ川൙ཞ原にあたり、下内ా地区とは約１ｍのஈࠩが認められる。遺構・遺物

の༗ແを確認するために、平成15・20年౓に調査を࣮ࢪした。

水ా࡞ߞに൐う੔地土下には᛽層が堆積しており、大ࡕ層܈の೪土層とଓく。᛽層にはຎ໓し

た奈良・平安時代の土器がؚまれることから、཯ྩ期以降のߑ水層と考えられる。᛽層の上位に

あるچচ土・࡞ߞ土中には瓦器ยや土師器ย等がࠞじることから、中世以降に࡞ߞ地としての土

地利用が։࢝されたと考えられる。

̔ʣԼ಺ా஍ （۠第20～23ਤ、෇表̑）

ஈٰ上に位置し、ೄ文時代から長岡京期にかけての遺構・遺物が良޷に遺存していた。

第20ਤ　川向井～؛ϊ下・下内ా地区調査トレンチ഑置ਤ

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

下
海
印
寺

上内ా

16 年౓ 右京 841 次 １～̔ 自然流路・古墳時代 118
17 年౓ 右京 851 次 １～̒ 小ઘ川چ流路 124
18 年౓ 右京 890 次 １・２ 古墳時代流路、平安時代溝 126

19 年౓

右京 901 次 ʵ 古墳時代ॳ಄の流路

131
右京 902 次 Ȃ 古墳時代ॳ಄の୦穴建物
右京 926 次 ʵ 流路
右京 928 次 ʵ 古墳時代ॳ಄のॅډ跡・土坑

20 年౓
右京 937 次 ʵ 古墳時代流路、中世ૉ掘り溝

137
右京 947 次 ３ 流路

川向井
17 年౓ 右京 851 次 ʵ 小ઘ川چ流路 124
23 年౓ 右京 1024 次 ʵ Տ道چ 150

෇表̐　下ւ印寺（上内ా・川向井）地区調査Ұཡ
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ೄจ࣌୅（第22ਤ）　ҏլ寺遺跡では、ೄ文時代の遺構・遺物がまとまって出土した。

ೄ文時代中期຤の遺構は、̧941-8南部、̧943-2などのԭ積ஈٰ面の൙ཞ原に近い部分に集中

する。ஈٰ֑とԭ積ஈٰ面が઀する地఺では、中期にはॅډにదさなかった可能性がある。この

時期の୦穴建物は̕基検出し、このうち࿍跡をもつॅډは３基ある。̧927-2のＳ̝08の࿍跡は

ํ形をఄし、࢛辺に大形の石を഑置した石ғい࿍である。̧943-3のＳ̝20は北東ଆに大形の࠭

ࠐ製ԁ᛽をਾえ、ͦのଞの部分は೪土をషり෇けている。̧988-3のＳ̝89は、20Dmఔ౓掘りؠ

んだ࿍跡の北ଆにԣํ向にম土がൈきऔられたような部分があり、大形の石がਾえられていた可

能性がある。

後期前༿では、̧927のＳ̠51では、ほ΅׬形の中津式のਂു１ݸମが埋ೲされていた。また、

̧927・988で土器ยが出土しているが、これらの時期の明確な遺構は検出されていない。

後期前༿（北ന川上層式１～３期）では、̧927・988で୦穴建物２基や土坑を検出した。̧

988-1のＳ̝78は中ԝに࿍をもつํ形の୦穴建物で、Ｓ̝107は۱丸ํ形の୦穴建物である。

̧988のＳ̭199はೄ文時代にՏ川によって形成された֑面である。この֑面のࣼ面に北ന川上

層式の土器が堆積していた。土器は時期෯がݶられた良޷なࢿྉで、北ന川上層式２期の新相も

しくは３期の古相として位置づけられる。

後期後༿では、୦穴建物は̧941-8で̑基、̧943-2で１基、このほか୦穴建物の可能性のある

ものが各１～２基ある。また周辺より࡞ۄりに関࿈する原石や成形加޻時のࡅย、平ۄのະ׬成

品が出土し、࡞ۄりが行われていたことが明らかとなった。また、̧941-8から̧943-2トレンチ

にかけてุҬが広がっている。̧943-2では、ࠎยをؚΉ土ᆮのほか、Ր૴したࠎを埋ೲした土

ᆮุを２基（Ｓ̠03・26）検出した。

൩期前༿では、̧988-1のＳ̠73が།Ұのものである。大ܕの土器のഁยを敷いた上に平らな

チϟート᛽をࡌせ、さらにͦの上に大ܕの土器のഁยをඃせたていた。

໻ੜ࣌୅຤ʙݹ෿࣌୅ॳ಄（第23ਤ）　̧943Ŗ1で୦穴建物Ｓ̝02・05を検出した。Ｓ̝05は北東・

北西・南西辺にϕοドঢ়遺構を༗するもので、南東辺中ԝにはାঢ়の土坑がある。̧941・948で

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

下
海
印
寺

ϊ下؛
15 年౓ 右京 799 次 １～ 13 自然流路、ೄ文・長岡京期・中世 113
16 年౓ 右京 840 次 １・２ 自然流路 118
19 年౓ 右京 927 次 １～̐ 自然流路 136

下内ా

19 年౓ 右京 927 次 １・２ ೄ文時代୦穴建物・土坑、古墳時代୦穴建物、
長岡京期溝・柱穴 136

20 年౓

右京 941 次 ̔ ೄ文時代୦穴建物・土ᆮุ、古墳時代୦穴建物、
長岡京期溝 137　府道関܎

右京 943 次 １～３ ೄ文時代୦穴建物・Ր૴ุ・土ᆮุ、໻生時代
୦穴建物・溝 133　府道関܎

右京 947 次
１・２ 流路

137
ʵ ໻生時代୦穴建物、中世掘ཱ柱建物・溝

21 年౓
右京 984 次 ʵ ೄ文時代土坑

148
右京 988 次 １～̐ 長岡京期溝・掘ཱ柱建物、古墳時代溝、ೄ文時

代୦穴建物

෇表̑　下ւ印寺（؛ϊ下・下内ా）地区調査Ұཡ



京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡発掘調査報告

-ø÷Ā-

第21ਤ　下内ా～୬井地区調査トレンチ഑置ਤ

第22ਤ　下内ా地区　ೄ文時代遺構഑置ਤ
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はこの時期の遺構は検出していない。

୅（第23ਤ）　̧941-8で後期の୦穴建物̔基、掘ཱ柱建物Ｓ̗490を検出した。この時期࣌෿ݹ

の集落遺構は、ஈٰ上のややԞまった位置に分布している。

௕Ԭ京ظ（第23・24ਤ）　下内ా地区は右京ീ৚三๥۝・े࿡町にあたる。周辺地では長岡京期

の遺構が見つかっている。右京第70次調査では、ࣣ৚大路北ଆ溝（ＳＤ7006）と西三๥๥間西小路

東ଆ溝（ＳＤ7004）とされる溝が報告されている。̧910-2では、ʮ-ʯࣈにۂがる溝ＳＤ02が検出

されており、ͦの東西ํ向部分がࣣ৚大路北ଆ溝位置に߹கする。しかし、̧910-2では、ਪఆ

ࣣ৚大路上に建物が建てられており、これらが৚๥ଆ溝とはҰ֓に判அできないঢ়گである。

̧927-2、̧ 941-8では、溝ＳＤ01・02を検出した。྆溝は平行して掘࡟されており、ங地ญの内・

֎に掘࡟された溝の様相をࣔすが、東で̓°北にৼり、長岡京の৚๥のৼれ֯とはҟなる。周辺

では、これらに௚ަするํ向の溝や建物を検出した。

こうした東で̓°北にৼる遺構܈と、ਖ਼ํ位を向く遺構܈との関܎を検౼すると、ਖ਼ํ位を向

く遺構܈は௿位ஈٰ上にཱ地しており、東で̓°北にৼる遺構܈はԭ積ஈٰ上に分布している。

྆者の間には２m前後のஈٰ֑があることから、この֑面の存在が৚๥ܭըઢのෆ੔߹をもたら

した可能性がある。また、長岡京はे年の都であり、近年の成Ռではࣣ৚近辺までしか৚๥はࢪ

第23ਤ　下内ా地区　໻生時代～長岡京期遺構഑置ਤ
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されていなかったと考えら޻

れている。当֘地は京内と京

֎を分けるまさにͦのڥ界辺

りに位置しており、京内と京

֎というཱ地のҧいを൓өし

ている可能性も૝ఆできる。

̑ ɽ༑ Ԭ ஍ ۠

大ࣈ༑岡には୬井地区と༑

岡地区がある（第̔ਤ）。

̍ʣ୬Ҫ஍ （۠第21ਤ、෇表

̒）

୬井地区は長岡京市༑岡୬

井地内にあり、下内ా地区の

南東ଆ、小ઘ川の൙ཞ原に位置している。ҏլ寺遺跡が所在する下内ా地区よりも１ｍఔ౓のߴ

௿ࠩを༗して௿い位置にあたる。

平成15年౓に̧799次調査、平成20年౓に̧943・947次調査を࣮ࢪした。いͣれのトレンチでも、

の土師器・須恵器・瓦器などがؚׯ土・চ土などの੔地土があり、ए࡞ߞچ土・চ土下には࡞ߞ

まれていた。この下位には小ઘ川のچ流路内の堆積࠭᛽があり、平安時代以前の土器ยがຎ໓し

たঢ়ଶで出土した。

以上のことから、この地区は中世ஈ֊まで小ઘ川の൙ཞ原であり、中世以後に水ాとして土地

利用されたものと判அされた。下内ా地区との間のߴ௿ࠩは、下内ా地区では長岡京期の遺構が

遺存していることを考え߹わせると、中世以後に形成されたものとਪఆされる。

̎ʣ༑Ԭ஍ （۠第25ਤ、෇表̒）

いͣれのトレンチでも、࡞ߞ土・চ土下には੔地土があり、中世の土器ยがؚまれていた。こ

の下位には小ઘ川の࠭᛽が堆積していた。この地区は、中世ஈ֊まで小ઘ川の൙ཞ原であり、中

世以降に水ాとして土地利用されたと判அできる。̧825-8はچ西国֗道上に位置しており、近

第24ਤ　下内ా地区　長岡京期遺構഑置ਤ

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

友
岡

୬井

15 年౓ 右京 799 次 ̖～̛ 自然流路 113

20 年౓
右京 943 次 ʵ Տ川堆積 133　府道

右京 947 次 ʵ Տ道چ 137

༑岡

16 年౓ 右京 825 次 １～̕・15 自然流路 118

17 年౓ 右京 851 次 １～３ 小ઘ川چ流路 124

19 年౓ 右京 926 次 ʵ 流路跡 131

21 年౓ 右京 969 次 ̳２・̳３ 流路跡（調子地区として調査） 149

෇表̒　༑岡地区調査Ұཡ
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世以後に道路が੝り土されていくঢ়گを土層அ面で確認した。この֗道に近઀した位置でも現代

の੝土を検出しただけで、中世～近世の֗道に面したՈฒみ等は確認できなかった。

̒ ɽ調 ࢠ ஍ ۠

調子地区は長岡京市の南西部に位置し、大࡚ࢁ町とのڥに位置している。この地区は長岡京跡

のൣғにؚまれているが、ैདྷ、発掘調査が࣮ࢪされておらͣ、遺跡の༗ແもؚめて、ͦの࣮ଶ

がよく分かっていなかった。

平成16・17年౓に遺跡のൣғ確認調査を࣮ࢪしたところ、遺構が全Ҭに分布していることが判

明した。この確認調査の݁Ռ、調子集落から南東に延ͼるཬ道を中心に໻生時代～中世にࢸる集

落遺構が分布し、ͦ の北ଆには中世以降のാや水ాの遺構が分布していることが明らかとなった。

集落遺構が分布していると૝ఆされるൣғを中心に、ཬ道の北ଆを̰地区、南ଆを̱地区とした。

̱地区の北ଆで、やや地形が下り、ാ地・水ా地が分布しているとਪఆされるൣғを̲地区とし

た。さらに、̲地区の北ଆ、府道Ԟւ印寺ೲ所ઢと府道西京ߴ௬ઢのަࠩ఺෇近を̳地区とした

（第25・26ਤ、෇表̓）。̳地区は調子集落がཱ地する୐地となっている。

ೄจ࣌୅　̱̔ʵ３では൩期のϐοトを検出し、̱̔ʵ２ではแؚ層中ではあるが、ಥଳ文土

器が出土している。周辺に同時期の集落が分布している可能性がある。

໻ੜ࣌୅　調子̰地区の南東部分およͼ̱地区の北半で、安ఆした遺構面が存在した。̰̐ʵ

１では୦穴建物を２基検出した。̰ １では໻生時代中期中༿の土坑からಔ୘形土製品が出土した。

。内第ᶙ様式のもので、୘の内部からઉが出土したـ൐遺物はڞ

̰地区の北西・西ଆは流路があったとਪఆされる。この流路は、調子地区の調査ର৅地の西辺

第25ਤ　༑岡～調子地区調査トレンチ഑置ਤ
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にԊうような形で流れ、̱１から南東ଆに流路をมえて̱̔をॎஅしていたと෮原できる。̲地

区はͦの൙ཞ原であったようである。

̱地区の南半にあたる̱２～̐、̱̒・̓・̕は、北半のඍߴ地とൺ΂て1.3～1.5ｍの௿地と

なっている。ͦの間の̱１、̱̔Ȃ１～３はඍߴ地から南に下る؇ࣼ܏面をなしており、自然流

路が南北にॎஅしているほかは、遺構のີ౓はബい。

ඍߴ地下の௿地である̱２・̒・̕では、大きくは西から東へ向けての流路跡を確認した。内

部からは多くの໻生土器が出土している。流路の西ଆには現在の調子集落がཱ地しており、この

時期の集落跡が存在している可能性がある。

調子地区の南には中期中༿のํ形周溝ุを検出した下২野南遺跡があり、今回の集落跡との関

。がӐわれる܎

໻ੜ࣌୅຤ʙݹ෿࣌୅ॳ಄　ඍߴ地上のߴ࠷所である̰地区では同時期の遺構は確認できてい

ないが、̱̔ʵ２で土坑を検出した。遺構ີ౓のബさから集落のԑ辺部に位置しているものと૝

ఆされる。̰・̲地区の西辺を流れ̱地区をॎஅする流路と̱地区の南辺を東西にԣஅする流路

は前代と同様に分布している。これらの流路内に同時期の土器がؚまれることから、今回の調査

地の近辺、おͦらく、現調子集落の下にこの時期の集落が位置しているものとਪఆされる。

୅　̰地区の北東部の遺構検出面下層の᛽層と、̱̔ʵ３の自然流路、̱２の自然流路࣌෿ݹ

内から、後期の須恵器ยがわͣかに出土しただけで、同時期の遺構は確認できなかった。出土量

がわͣかであることから、集落は周辺にཱ地していないものとਪఆされる。

ಸྑ࣌୅　調子地区全ମでこの時期の遺構は確認できなかった。各地区のแؚ層から、ͦの可

能性が認められる小ยが出土しているだけで、全ମの出土量もわͣかであることを考ྀすると、

大ࣈ 地区名 調査年౓ 調査次਺ トレンチ ֓要 ֓報・報告集

調
子 調子

16 年౓ 右京 825 次 10 ～ 14 自然流路 118

17 年౓ 右京 851 次 １～̔ 自然流路 124

19 年౓

右京 902 次 １～３ 自然流路

131右京 926 次 ʵ 中世の柱穴・溝

右京 928 次 ʵ 中世の柱穴・溝

20 年౓ 右京 946 次
a1 ～ a3 中世掘ཱ柱建物・ࡤ ・ྻ井戸・木׹ ・ุ土坑・

溝、໻生時代溝・土坑・柱穴 145

b1 ～ b7 ໻生時代土坑・流路、古墳時代流路、平
安～中世柱穴・流路 149

21 年౓ 右京 969 次 a4-1・2 中世掘ཱ柱建物・井戸・土坑・溝、໻生
時代୦穴建物・土坑 145

21 年౓ 右京 969 次
b 8 - 1 ・ 2 、
b9・10、E1
～ 3

໻生時代土坑、平安～中世掘ཱ柱建物・
流路・஑ঢ়遺構・井戸・土坑 149

22 年౓ 右京 1006 次
a5 近世以後井戸 145

b8-3 ೄ文時代൩期土坑、໻生～中世流路 149
24 年౓ 右京 1046 次 ʵ 本報告

20 年౓ 右京 938 次 b8-3 流路 133　府道

21 年౓ 右京 968 次 ʵ 141　府道

෇表̓　調子地区調査Ұཡ
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第26ਤ　調子地区調査トレンチ഑置ਤ
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奈良時代の集落はこの地Ҭにまでٴんでいないものと考えられる。

௕Ԭ京ظ　長岡京৚๥෮原によると、今回の調査地は右京۝৚Ұ～三町にあたる。調子地区全

ମにおいて、長岡京期の遺構は確認できなかった。出土遺物の中には長岡京期と判அしてもよい

ものも散見されるが、確ূはಘられない。̰地区と̱地区の北半にあっては、໻生時代などの遺

構が遺存していることから後世にさほど࡟平をडけているとは考えにくい。ͦのため、長岡京関

࿈の଄࡞は、調子地区の南半にٴんでいなかったものと判அされる。

ฏ҆࣌୅ʙதੈ　調子地区の北半では、̲２、̰２から平安時代前期から中期の遺物が多く出

土した。土器にࠞじって瓦ย、ڽփؠが出土し、̰２からは෩টが出土している。北西ଆのະ調

査区に古代寺院が存在していた可能性がある。

今回の調査地の北西から南東ํ向に分布する流路は、໻生時代から平安時代後半ࠒまでの遺物

をؚみ、時代によって流路をわͣかにมえながら流れていたとਪఆされる。この流路がほ΅廃ઈ

してから、調子地区の特に北半部の̲地区が཭水したようで、̲地区では中世以降の水ా・ാ࡞

遺構が見つかっており、この時期以降に土地利用がなされている。

また、̰・̱地区では11世لから12世لにかけての遺構を多く確認できた。̰１、̰̐ʵ１、

̰̐ʵ２、̱̔ʵ３では掘ཱ柱建物を検出し、ͦのଞの地区でも井戸や多਺の柱穴、土坑、溝を

検出した。また、a１では12世لの木ุ׹を検出した。この時期以降は土地が安ఆし、཭水した

後集落が広がったものと考えられる。

また、̱地区の南半であるඍߴ地の下でも、̱３でこの時期の水ా遺構が確認されており、調

子̲地区と同じく、ాാとしての土地利用がなされたようである。おͦらくこの時期以降に、荒

෥地を࡞ߞ地として活用するための։発がすすんだものであろう。

このように、̲地区から̱地区にࢸる਺ඦｍにわたって土地の利用ঢ়گがมわっている఺をॏ

。すると、この時期に小ઘ川の؅ཧがे分になされるようになったことが要因として૝ఆできるࢹ

12世ل以後、この地Ҭでは࡞ߞ溝や野井戸といった࡞ߞ関܎の遺構があるのみで、ॅډҬとし

ての໾ׂをՌたしていなかったものと考えられる。

̱１・̱̔では近世の࡞ߞ関࿈の小溝܈や井戸が検出されている。̧851-7では現代の野井戸

が確認されており、これは̰・̲地区でもॅډ関܎の遺構が確認できないという఺で同じঢ়گで

ある。中世の中ࠒ以後、調子地区全Ҭは生࢈Ҭとして土地利用されたと考えられる。

̳地区は̲地区の北ଆにあたる。̲地区では多਺の流路跡を検出し、埋土から奈良～平安時代

を中心に、中世以前の土器が出土した。̳地区では中世ஈ֊のแؚ層を確認し、ͦの下位では流

路内堆積の࠭᛽層を確認した。中世以後に࡞ߞ地が֦大するのは̲・̱地区と同じである。

̓ ɽ· ͱ Ί

京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡の調査をऴえるにあたって、10年間の調査をৼりฦると、大きく

見ると、大࡚ࢁ町・長岡京市を北西から南東に向けて、小ઘ川にԊって、ےঢ়のトレンチを設け

て調査を行ったこととなる。小ઘ川のӨڹをडけ、遺構を確認できなかったところも多くあるが、
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下記の఺で大きな成Ռをಘることができた。

ླ୩地区でのऴ຤期古墳の検出、周辺に中期古墳が埋もれている可能性が認められた。西৚地

区から上内ా地区にかけての古墳時代集落の広がりを検出し、大規模な集落が分布していること

が明らかとなった。西৚地区では中世ํ形ؗډを検出し、在地における༗ྗ者の存在を遺構とし

て確認することができた。西৚・ඌ流地区、下内ా地区では長岡京期の遺構を検出し、長岡京西

、๥における土地利用の࣮ଶが明らかとなった。また、下内ా地区においてೄ文集落を検出し࢛

小ઘ川流Ҭにおいてೄ文集落がܧଓతに営まれていることが明らかとなった。調子地区において

は土地利用のมભが明らかとなり、小ઘ川と各時代の集落との関܎をਪఆすることができた。

（দ　อؠ）

ݙจߟࢀ
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成15年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第113冊　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2005
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成16年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第118冊　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2006
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成17年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第124冊　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2007
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成18年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第126冊　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2008
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成19年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第131冊　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2009
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成19年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第136冊　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2010
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成20年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第137冊　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2010
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成21年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第142冊　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2011
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成20～22年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第145冊　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2011
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成21年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第148冊　（公財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2012
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成20～22年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第149冊　（公

財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2012
ʮ京都第ೋ֎؀ঢ়道路関܎遺跡平成21～23年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第150冊　（公

財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2012
府ಓؔߟࢀ܎จݙ

ʮ大࡚ࢁ大ࢬઢ道路վ良事ۀ関܎遺跡発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第133冊　（財）京都府
埋蔵文化財調査研究センター）　2009

ʮ長岡京跡右京第941次（7"/00%-5ŋ0*3-7ŋ//T-4地区）・༑岡遺跡・ҏլ寺遺跡発掘調査報告ʯ（h 京都
府遺跡調査報告集ʱ第137冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2010

ň長岡京跡右京第968次（7"/3),-8地区）発掘調査報告ŉ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第141冊　（財）京都
府埋蔵文化財調査研究センター）　2010
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３.出屋敷遺跡発掘調査報告

̍ � ͸ ͡ Ί ʹ

今回の調査は、京都府建設ަ通部が࣮ࢪする平成24年౓加茂Ӻ前ઢ（第２޻区）地Ҭ自主戦ུަ

෇金（֗路）ۀ຿事ۀにઌཱち、京都府建設ަ通部のґཔをडけて࣮ࢪした。

調査地は、木津川中流Ҭに։けた加茂ຍ地に位置する。地Ҭの主要道路である加茂Ӻ前ઢは、

̧̟大࿨路ઢ（関西本ઢ）加茂Ӻからຍ地を௚ઢతに東西ํ向にԣஅする。また、Ӻ前は道路֦෯

く通行ं྆とา行者の分཭も೉しいため、ަ通のωڱ事がਐんでいるが、ຍ地の西部は道෯が޻

οΫとなっていた。このため、道路੔備がૣٸに๬まれることから今回の事ۀがܭըされること

となった。

調査地は、໻生時代から奈良時代の遺物が採集されている出屋敷遺跡の北辺に当たる。また、

ਔ宮ग੃大路（ਪఆ）の延長に位置する。今回は、道路ګ、京Ҭにؚまれるとともにࠨਔ京跡のګ

の֦෯に൐う調査であり、ର৅ൣғが東西に広いため、北東部（ᶗ区）と南西部（ᶘ区）に分けて調

査を࣮ࢪした。

出屋敷遺跡については、平成16年に加茂町ڭҭҕһ会によって、大野地内でࢼ掘調査が࣮ࢪさ

れている。３か所のトレンチのうち、西୺෇近に設ఆされた第１トレンチでは西にߴまる࠭の堆

積が認められ、自然అ๷の東୺部が確認された。また、自然అ๷の東ଆでは木津川に༝དྷする᛽

層が広がるঢ়گが確認されている。

現地調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、木津川市ڭҭҕһ会をはじめ各関܎機関の͝ࢦಋ、

͝ॿݴをいただいた。また、地ݩ加茂町大野区・大野区土木事ۀରࡦҕһ会にはߴޚ഑をࣀった。

記してँײします。

なお、調査に܎る経අは、全ֹ京都府ࢁ城南土木事຿所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥɹ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　水୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝調査第２܎長　ؠদ　อ

　　　　　　　　　　　　同調査第２܎主೚調査һ　竹原Ұ඙

調ɹ査ɹ৔ɹॴɹ木津川市加茂町大野地内

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成24年̑月24日～̒月20日（ᶗ区）

　　　　　　　　平成24年̔月23日～̕月14日（ᶘ区）

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　290㎡
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出屋敷遺跡が所在する木津川市加茂町のྺ࢙を֓観すると、古くはچ石器時代にまで૎り、木

津川右؛のྫฎ遺跡からچ石器が出土している。ೄ文時代の遺跡はগなく、ᙈ原遺跡でαψカΠ

ト石֩が出土しているが、土器や遺構は検出されていない。

໻生時代では、西上ా遺跡・出屋敷遺跡で石器や土器が出土している。࠭原ࢁ墳ุでは主ମ部

はະ調査ながら、墳௖部෇近の土坑内からঙ内式土器が出土している。

古墳時代に入ると加茂ຍ地の東ଆٰྕ部に古墳がஙかれ、これまでに40基近くの古墳が確認さ

れている。ͦの多くはԣ穴式石ࣨを༗するԁ墳である。なかでも1981年に発掘調査が࣮ࢪされた

前ᑰ古墳܈は̑基のԁ墳からなり、特に２号墳では人ࠎ、金؀ۜ・؀・水থ製੾子ۄ・Ψϥεۄ・

ปۄ製ۄ؅などの૷০品、鉄᭲・౛子などの鉄器、土師器、須恵器など๛෋な副૴品が出土して

第１ਤ　調査地位置ਤ（国土地ཧ院　1/25,000　ా辺）

１ɽ出屋敷遺跡
２ɽګਔ宮関࿈遺跡
３ɽګਔ宮跡
̐ɽࢁ城国分寺跡　
̑ɽ௱城跡　
̒ɽئԠ寺跡　
̓ɽ石ϲ௰遺跡　
̔ɽ平ా遺跡　

̕ɽਿ୩遺跡　
10ɽ中ϊ町遺跡
11ɽ大明ਆ・י村遺跡　
12ɽ岡ాঙ༼跡　
13ɽ大ྛ遺跡　
14ɽߴ௩遺跡　
15ɽ౮明寺遺跡　
16ɽ౮明寺裏ࢁ古墳܈　

17ɽ࿡丁ࢁ古墳܈　
18ɽ寺ࢁ古墳܈　
19ɽ石௩古墳　
20ɽ૲ϲࢁ古墳܈　
21ɽがんがんಊ遺跡　
22ɽધ屋遺跡　
23ɽ西上ా遺跡　
24ɽ石部遺跡　

25ɽԣປ遺跡　
26ɽย؛遺跡　
27ɽࢁ際遺跡　
28ɽࣛഎࢁ城跡　
29ɽ২ా遺跡　
30ɽᙈ原遺跡　
31ɽٱอ遺跡　
32ɽ法՚寺野遺跡
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いる。同時期の集落跡はこれまでに確認されていない。

奈良時代に入ると加茂町Ҭは大きくม༰を਱͛る。木津川右؛のમ࢘には࿨ಔ։ᘘをர଄した

ரમ࢘が置かれた。さらにఱ平12（740）年、੟෢ఱߖは木津川右؛のළ原の地を新たな都とఆめ

て宮都の଄営を։࢝した。このګਔ京は଍かけ̑年ではあったが、੓࣏・経ࡁ・文化の中心とな

った。ګਔ京廃都後のఱ平18（746）年、ګਔ宮大ۃ殿はࢁഎ国分寺にࢪ入され、金ಊとして࢖用

されている。京Ҭについては、ఱ平13（741）年３月にはޒ位以上の׭ߴがګਔ京へのҠॅをڧ要

されたほか、̔月には平城京の東西྆市をګਔ京にҠし、̕月には୐地൝څが行われていること

から、京Ҭも੔備された可能性も考えられる。

ਔ京のϓϥンについてはかつて଍利྄݈ګ
ㅭ㉅１ㅮ

殿ۃਔ京大ګ、みている。଍利આではࢼが෮原をࢯ

が国分寺にࢪ入されたというʰଓ日本لʱの記ड़から国分寺金ಊ跡に大ۃ殿を設ఆし、ۭ中ࣸਅ

や地੶ਤを基にேಊ院ϓϥンをਪఆした。さらに、ఱ平13年̕月12日৚のʮࣛഎࢁ西道より東を

以ってࠨ京とҝし、西を以って右京とҝすʯという記ड़から、ʮࣛഎࢁ西道ʯをࣛഎࢁの西ଆを

ࣼめに૸る道路にあてて、ࣛഎࢁの東と西に平城京と同規模のࠨ京と右京を഑置している。ګਔ

京の෮原についてはઌの଍利આのほか、ઍాູ
ㅭ㉅２ㅮ

ҏ野近෋・ࢯ
ㅭ㉅３ㅮ

井র๕ؠ・ࢯ
ㅭ㉅̐ㅮ

も෮原Ҋをఏ出されࢯ

ているが、いͣれのઆも確ূをಘられていない。

ࣛ、ਔ京以֎の遺跡ではګ എྕٰࢁの北୺部に国分ೌ寺跡とਪఆされる法՚寺野遺跡が所在し、

瓦積み基ஃのҰ部や瓦༼（平༼）が確認され、多量の瓦が出土している。ͦのほか、ٰྕ部では須

恵器をমいたా܀༼跡・新஑༼跡܈・小西༼跡࢛・܈൓ా༼跡・φマε୩༼跡・三ޒ৲༼ほか、

多਺の༼跡の存在が確認されている。集落は検出されていないが、この時期の遺物散布地では、

中ϊ町遺跡・২ా遺跡・ย؛遺跡・西上ా遺跡・石部遺跡・ԣປ遺跡等が஌られる。

平安時代以降、加茂町の南୺の小ా原の地にড়土৴ڼにਂく݁ͼついたؠધ寺・ড়ྤཨ寺・ᡬ

、෱寺ゆかりの寺院でもありڵ寺のॾ寺が଄営される。ড়ྤཨ寺に代表される加茂町のॾ寺はئ

ઁ関Ոと݁ͼつく南都෹ڭのӨڹもडけている。鎌倉ॳ期には加茂町北୺にַࢁ寺院の様相を৭

ೱく࢒すւॅࢁ寺がڵ࠶される。この時期の集落は確認されていないが、遺物の散布地ではਿ୩

遺跡・中ϊ町遺跡・ย؛遺跡が認められる。

̏ ɽ調 査 ֓ ཁ

調査ର৅地は大きく２か所（ᶗ区・ᶘ区）に分かれる。調査ର৅地の東部で府道北ଆに位置する

部分をᶗ区、調査ର৅地の西部に位置し、木津川のఅ๷上を通る府道南ଆのఅ๷੄に位置するߞ

した。ᶗ区は東西約135ｍ、෯約10ｍが調査ର৅地࢝地をᶘ区とした。現地調査はᶗ区から։࡞

である。各චのڥ界にϑΣンεғいやϒϩοΫญが存在したことから、චຖに１～２か所のトレ

ンチを設ఆして発掘調査を࣮ࢪした。ᶗ区には̑か所のトレンチを設ఆし、東ଆから西に向かっ

て第１～̑の番号を෇けた。ഉ土置き৔の関܎から、トレンチの෯は２ｍで設ఆした。ᶗ区の調

査面積は߹140ܭ㎡である。

ᶗ区では、ݦ著な遺構は認められなかったが、木津川༝དྷと判அされる࠭と࠭᛽層を確認した。
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また、主に࠭᛽層から中世の土器ยが出土した。

ᶘ区は東西約115ｍを測る。調査ର৅地は中ԝ෇近が࠷も෯広く約12ｍを測るが、東西の྆୺

෇近では෯約̑ｍとڱくなる。ᶘ区では̑か所のトレンチを設ఆし、東ଆから西に向かって第̒

～10の番号を෇けた。また、各トレンチの෯は約３ｍである。ᶘ区の調査面積は߹150ܭ㎡で、

土の下には࠭層がްく堆積する。̔トレンチでは近世の土坑を１基検出した。奈良時代から࡞ߞ

近世の土器と瓦ยが出土した。

̍ʣجຊ૚ং

ᶗ区は、چ地表の上は1.5ｍ前後のްい੝土層で੔地されており、چ地表面のඪߴは36.2ｍ前後

を測る。چ地表の下には約0.5～１ｍのްさで、ཻ子のࡉかいփ৭系の࠭が堆積する。この࠭層

中には、ۇかな量ではあるが近世～近代の遺物がؚまれている。さらに࠭層の下には川原石（ݓ

～人಄大）による࠭᛽層が堆積する。࠭᛽層の上୺はඪ34.8ߴｍ（第１・２トレンチ）～36ｍ（第̐

トレンチ）を測り、西から東ํ向に下がるࣼ܏を確認した。ڱ小なトレンチであることから᛽層

のఈは確認できなかった。第２トレンチは地表から࠷もਂく掘࡟を行ったトレンチであるが、࠭

᛽層はඪ34.4ߴｍよりさらに下にଓくঢ়گにある。この࠭᛽層中から中世の遺物が出土している。

　ᶘ区は、中ԝ部から東にかけて自然అ๷のඍߴ地であり、現ঢ়ではാが営まれている。また、

調査ର৅地の周辺部では、このඍߴ地上に多਺のॅ୐が存在する。ᶘ区の西୺部は１ஈ下がった

௿地となり、水ాが広がる。この水 （ా第10トレンチ部）とാのある東ଆඍߴ地（第 ・̔̕ トレンチ）

との࠷大ൺߴは約3.4ｍを測る。北西のᶗ区とは堆積土の様相がҰมし、ᶘ区では࠭層がްく堆

積する。࠭層中にはԜತの著しいബい҉஡׊৭土が࠭とަޓに堆積する。࠭と҉஡׊৭土のޓ層

の堆積は、木津川の൙ཞによる自然అ๷の形成に関࿈する水際における堆積土層と判அされる。

このきめࡉかくബい҉஡׊৭土は、ߑ水࠭の堆積後にҰఆのס૩期間があり、ͦの期間中に෩Ӎ

等によってӡばれてߑ水࠭の上に堆積したとਪఆされる。水際堆積の࠷上部は第̔ŋ̕トレンチ

でඪ38.6ߴｍを測り、ほ΅水平に堆積しているが、第̓トレンチでは上面がඪ38.2ߴｍとやや௿

くなり、東୺の第̒トレンチではඪ36.9ߴｍとさらに௿くなる。明ྎに確認できる水際堆積の࠷

下部のඪߴは第̓・̔トレンチが38ｍ෇近、第̒トレンチが36.8ｍ෇近である。第̕トレンチは

ඪ37.4ߴｍまで掘り下͛たが、࠷下部の確認はできなかった。

̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ̍ʣᶗ۠ɹ

第̍τϨϯν（第３ਤ）　東୺に設ఆしたトレンチである。トレンチ規模は東西16ｍ、南北２ｍ

である。ਂさは地表面（ඪ37.4ߴｍ）から࠷大2.8ｍ（ඪ34.6ߴｍ）まで掘࡟した。トレンチはน面่

落๷ࢭのためஈ掘りを行った。トレンチ中ԝやや西ଆをഉ水؅がԣஅしていることから、ͦの部

分はあͥঢ়に࢒して調査した。

அ面と平面で遺構の検出に౒めたが、遺構は検出できなかった。அ面観察では、࠭ ᛽層（第̕層）
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上に堆積したփ৭系の࠭質土層（第２～̔層）では近世～現代の陶磁器ยがわͣかに出土した。ඪ

35.0ｍ෇近から下には、10Dm前後のԁ᛽を多਺ؚΉ୶փԫ৭࠭᛽（第̕層）が堆積する。この࠭ߴ

᛽層からの出土遺物はない。

第̎τϨϯν（第３ਤ）　第１トレンチの西ଆに設ఆしたトレンチである。トレンチ規模は東西

17ｍ、南北２ｍで、ਂさは地表面（ඪ37.4ߴｍ）から࠷大3.1ｍ（ඪ34.3ߴｍ）を測る。トレンチはน

面่落๷ࢭのためஈ掘りを行った。چ地表面（第２層上面）から0.7ｍ下がったඪ35.4ߴｍで、中世

遺物をؚΉ୶փԫ৭࠭᛽層（第11層）を確認した。この࠭᛽層はඪ34.3ߴｍよりさらにਂくଓくが、

トレンチน面の่落のݥة性が૿したことから、これより下層の掘࡟はஅ೦した。第̕ਤ３～̑

はこの第11層中から出土した。

中世以前の遺構面は確認できͣ、木津川の൙ཞでطに࡟られたか、࠭᛽層（第11層）より下位に

存在しているものと考えられる。

第̏τϨϯν（第３ਤ）　第２トレンチの西に設ఆしたトレンチであり、ګਔ宮ग੃大路（ਪఆ）

の延長から東に35ｍ前後཭れたところに位置する。トレンチの規模は東西15ｍ、南北２ｍで、ਂ

さは地表面（ඪ37.5ߴｍ）から࠷大2.6ｍ（ඪ34.9ߴｍ）を測る。トレンチ中ԝ෇近においてग੃大路

の東ଆ溝の検出が期଴されたが、遺構は検出できなかった。ඪ35.3ߴｍ෇近で୶஡փ৭࠭᛽層（第

11層）を確認したが、この層の下ఈ面にはࢸらなかった。遺物は出土しなかった。

第̐τϨϯν（第３ਤ）　第３トレンチの西ྡに設ఆしたトレンチである。ګਔ宮ग੃大路（ਪ

ఆ）の延長のやや東に位置する。トレンチの規模は東西約̕ｍ、南北約2.5ｍである。ਂさはඪߴ

35.4ｍ（地表下2.5ｍ）まで掘࡟した。第１～３トレンチと同様、遺構は検出できͣ、ग੃大路の路

面等のࠟ跡も確認できなかった。୶஡ԫ৭࠭᛽層（第̓層）の上面はଞのトレンチの࠭᛽層よりも

36ｍ෇近である。୶փ৭ߴく、ඪߴ （࠭第̑層）から土師器のഁยが出土したが時期はෆ明である。

第̑τϨϯν（第̐ਤ）　ᶗ区の西୺部、第̐トレンチから西に約20ｍの位置に設ఆしたトレン

チである。トレンチ規模は東西約̕ｍ、南北約2.5ｍである。ਂさはඪ35.4ߴｍ（地表下2.5ｍ）ま

で掘࡟した。このトレンチでは、西ଆのᶘ区からଓく自然అ๷の東੄を確認した。トレンチ中ԝ

部から西ଆには୶ԫփ৭ （࠭第̒層）や୶஡ԫ৭ （࠭第̐層）が堆積しており、ඍߴ地を形成する土

層と判அした。چ表土である第３層と第̓層の上面のൺߴは約１ｍを測る。遺構・遺物は確認で

きなかった。

ʢ̎ʣᶘ۠

第̒τϨϯν（第̐ਤ）　ඍߴ地のാ地に設けたトレンチであり、ߴ࠷所（第 ・̔̕ トレンチ෇近）

から؇やかに東に向かって下がるࣼ܏地に位置する。トレンチの規模は東西約12ｍ、南北約３ｍ

である。ਂ さは地表下2.5ｍ（ਂ࠷部）まで掘࡟した。࡞ߞ土の下にはԫ஡৭系の࠭がްく堆積する。

ඪ36.8ߴｍ෇近で水際堆積（第̔層）を確認した。この水際堆積は、ෆ੔形なى෬が࿈ଓして存在

する࠭層の上面に、ްさ0.3～0.5Dmの҉஡׊৭土がബく堆積する。ߑ水࠭の堆積後に地表面がס

૩し、ͦの後෩やӍでӡばれた҉஡׊৭土が堆積したとみられる。水際堆積はްさ約0.12ｍを測

り、ͦのൣғ内に҉஡׊৭土と࠭がޓ層に堆積する。この下を0.85ｍにわたってஅちׂったが、
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第３ਤ　第１～̐トレンチஅ面ਤ
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࠭層が堆積しており、遺物も出土しなかった。これ以上の掘࡟は、น面่落のݥةがあるため行

わなかった。

第̓τϨϯν（第̑ਤ）　第̒トレンチの西ଆに設ఆしたトレンチである。トレンチの規模は南

北7.2ｍ、東西３ｍで、ਂさは約１ｍである。ඪ38ߴｍ෇近でްさ約0.3ｍのൣғに水際堆積（第３

層）を検出した。水際堆積は南から北ํ向に向かって下がるࣼ܏をもつ。この第３層中から土師

器ᙈ（第̕ਤ̔）が出土したが、遺構は検出できなかった。北୺部でஅちׂりを࣮ࢪしඪ37ߴｍ෇

近まで掘り下͛たが、୶ԫ৭ （࠭第̐層）の堆積がଓくঢ়گで遺物は出土しなかった。

第̔τϨϯν（第̒ਤ）　第̓トレンチの西ଆに設ఆしたトレンチで、ඍߴ地のߴ࠷所にある。

トレンチの規模は東西19ｍ、南北2.8～3.4ｍである。ここでも水際堆積（第３層）を確認した。水

際堆積の下面はඪ38ߴｍ෇近にあり、約

0.5ｍのްさで堆積している。水際堆積

はほ΅水平である。水際堆積のうち、҉

஡׊৭土を中心に土器や瓦（第̕ਤ̕～

14）が出土した。土器には須恵器・土師器・

༌入陶磁器・瓦器があり、̓世13～ل世

と時期෯が広い。これらの出土遺物はل

ඪ38.4ߴｍ෇近から出土した。ਂいとこ

ろでは地表下1.8ｍまで掘࡟したが、่

第̐ਤ　第̑・̒トレンチஅ面ਤ

第̑ਤ　第̓トレンチஅ面ਤ
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落のݥةがあったため、ͦれ以上の掘࡟は行わな

かった。

トレンチ東部の中ԝ෇近でԁ形土坑Ｓ̠01（第

̓ਤ）を検出した。土坑は௚1.4ܘｍ、ਂさは検出

面から0.2ｍを測る。土坑ఈはほ΅水平である。

埋土は஡׊৭࠭質土であり、土師器のࡉยが出土

したが時期はෆ明である。掘形が水際堆積を੾る

ことから、13世ل以降の可能性がߴい。

第̕τϨϯν（第̔ਤ）　第̔トレンチの南西ଆ

に設ఆしたトレンチである。トレンチの規模は、

東西̓ｍ、南北３ｍである。遺構は検出できなか

った。ここでは、第̒～̔トレンチで確認した水

際堆積（第３層）がްく堆積しており、上面はඪߴ

38.6ｍ෇近である。ඪ37.4ߴｍまで掘࡟したが、༙水が著しくݥةであったため水際堆積のਂ࠷

部は確認できなかった。水際堆積内のඪ38.3ߴｍ෇近から須恵器ᆵのఈ部（第̕ਤ̓）が出土した。

地表下1.8ｍまで掘࡟したがน面่落のݥةがあったため、ͦれ以上の掘࡟はஅ೦した。

第1�τϨϯν（第̔ਤ）　ඍߴ地から西ଆに֎れたඍߴ地の੄に設ఆしたトレンチである。ト

レンチの規模は東西３ｍ、南北３ｍである。ਂさは1.9ｍ（ඪ34.1ߴｍ）まで掘࡟した。࡞ߞ土下に

はάϥΠ土৕であるփ৭・੨փ৭系の࠭層が堆積している。遺構は検出できなかったが、第̐層

中から土師器ࡼ（第̕ਤ̒）が出土し、第̑～̔層からは遺物は出土しなかった。

第̒ਤ　第̔トレンチ࣮測ਤ

第̓ਤ　土坑Ｓ̠01࣮測ਤ
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̏ʣग़౔遺෺

遺物は、̓～13世لの須恵器や土師器などが遺物੔ཧശ̐ശ分出土したが、水際堆積土層中か

らの出土が多਺を઎めている。ᶗ区では、第１・２トレンチから遺物（第̕ਤ１～5）が出土した。

いͣれも器นがຎ໓しており、木津川によってӡばれてきた遺物とみられる。第２トレンチの୶

஡փ৭࠭᛽層出土遺物（３～̑）はຎ໓がগなくഁยもൺֱత大きい܏向にあることから、ӡばれ

たڑ཭は୹いものとみられる。ᶘ区では、第̓～10トレンチから遺物（第̕ਤ̒～14）が出土した。

第̍τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ１・２）　１・２はփ৭೪質 （࠭第̓層）から出土した。１は土師

器ࡼで、8.6ܘޱDm、器2.0ߴDmを測る。ޱԑ部はංްし、୺部は丸くೲめる。２は須恵器のഋ

̖で、13.0ܘޱDm、器3.5ߴDmを測る。ఈ部はϔϥ੾りະ調੔である。৭調はփ৭である。

第̎τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ３～̑）　３～̑は、୶փԫ৭࠭᛽層（第11層）から出土した。３

は須恵器ഋ̗で、7.6ܘޱDm、器3.6ߴDmを測る。ମ部は֎上ํに௚ઢతにཱち上がり、ޱԑ部

は丸くೲめる。ఈ部֎ԑにߴ୆をషり෇ける。৭調はփ৭である。̐は৴楽মᎬുで、ܘޱ

24.4Dm、࢒存ߴは7.4Dmを測る。֎上ํに௚ઢతにཱち上がるମ部のްさは1.4Dmとްく、ޱԑ

୺部は֎ํに水平につまみ出し、上୺に面をつくる。内面には̐本１୯位のᎬり目が਺か所にࢪ

される。଻土はૈく、̒ mm大の小石がؚまれる。৭調はփന৭である。15世ل後半のものである。

̑は瓦質のӋזであり、௳部分のみ出土した。௳ܘからਪఆされるܘޱは約39Dmである。௳の

長さは2.4Dmを測り、基部からઌ୺部にかけてઑりؾຯにްさをݮじ、୺部は丸くೲめる。଻土

はີで、৭調はփ৭をఄする。

第̓τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ̔）　̔は土師器ᙈである。水際堆積（第３層）から出土した。ޱ

ԑ୺部とఈ部をܽく。ମ部20.5ܘDm、࢒存14.3ߴDmを測る。ܘޱはਪఆ約17Dmである。ޱԑ部

は֎上ํにཱち上がり、ମ部は丸みがڧい。調੔は、ମ部֎面はૈいタςϋέ、内面上半はϔϥ

έズリで、下半はφσである。৭調は明ԫ׊৭である。

第̔τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ̕～14）　̕～14は水際堆積層（第３層）から出土した。̕は須恵

器֖である。丸みのڧいఱ上部֎面中ԝに小ܕのつまみࠟ跡がある。ޱԑ部内面にかえりをもつ。

は2.3Dmを測る。֎面の回సϔϥέズリは全ମの２分の１ఔ౓ߴ存࢒9.6Dm、ఱ井部までのܘޱ

第̔ਤ　第̕・10トレンチ࣮測ਤ
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である。10は須恵器ഋ਎である。ޱԑ部内面にかえりをもつ。10.9ܘޱDm、器2.9ߴDmを測る。

ఈ部֎面はϔϥ੾りະ調੔である。11は須恵器ഋ֖である。15.4ܘޱDm、࢒存1.6ߴDmを測る。

12は中国製੨磁࿶のମ部ยである。֎面に᭩࿇หが認められる。଻土はਫ਼良で、器表面にはബい

੨փ৭釉がֻかる。13・14は平瓦である。Ԝ面には布目ѹࠟが࢒り、ತ面はॎํ向のೄ目タタΩ

をࢪす。器นのްさは2.5Dmఔ౓である。小ยのためਤ化できなかったが、このほかに瓦器も出

土した。

第̕τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ̓）　̓は水際堆積層中（第３層ඪ38.3ߴｍ෇近）から出土した。

須恵器ᆵఈ部で、ߴ୆6.9ܘDm、࢒存5.5ߴDmを測る。ఈ部֎面には回సࢳ੾りࠟ跡を࢒し、ʮϋʯ

のࣈに։くߴ୆をషり෇ける。ମ部は内࿷ؾຯに֎上ํにཱち上がる。

第1�τϨϯνग़౔遺෺（第̕ਤ̒）　̒は୶փ৭೪質土（第̐層）から出土した土師器ࡼである。

。ຯに丸くೲめるؾԑ୺部はઑりޱ、2.0Dmを測る。器นは̑mmとൺֱతްくߴ11.2Dm、器ܘޱ

第̕ਤ　出土遺物࣮測ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øüý 冊

-øùÿ-

̐ ɽ· ͱ Ί

ᶗ区では、޻৔跡地であったことからްい੝土が確認された。੝土下では、第１トレンチ東୺

෇近から第２トレンチ西୺෇近にかけて、東西ํ向約28ｍのൣғで҉փ৭೪質ඍ （࠭第１トレン

チ第２層）・փ৭ඍ （࠭同第３層）・փ৭ࡉ （࠭同第̐層）が堆積する。また、փ৭ૈ࠭中には᣼と

みられる২物のܪ・ࠜがؚまれることから、࠷近まで࣪地ঢ়のۼ地が存在していたとみられる。

第１トレンチでは࡞ߞچ土は確認できなかったが、第２トレンチ西部で࡞ߞچ土（第２層）を確

認した。࡞ߞچ土上面のඪߴは36.2ｍを測る。

第１トレンチではඪ35.5～35.0ߴｍの間はփ৭系の （࠭第̒～̔層）の堆積がみられ、ͦの下に

は木津川༝དྷと考える୶փԫ৭࠭᛽層（第̕層）が存在する。この࠭᛽層は、৭調のม化を࣋ちな

がらも西ଆの第̐トレンチ（୶஡ԫ৭࠭᛽：第̓層）まで広ൣғに認められる。第２トレンチでは

この࠭᛽層中から中世の遺物が出土した。この࠭᛽層の上面は東から西に向かってߴくなり、第

１トレンチではඪ35.2ߴｍ、第̐トレンチではඪ36.0ߴｍである。東୺と西୺では約0.8ｍのൺߴ

を測る。

第̑トレンチは、西ଆの第１～̐トレンチと土層のঢ়گがҟなっている。ഉ土εϖーεの関܎

からඪ35.6ߴｍまで掘࡟したが、第１～̐トレンチで確認した࠭᛽層は検出できなかった。トレ

ンチの西半部には第１～̐トレンチにみられなかった஡৭系やԫ৭系の࠭やૈ （࠭第̐～̒層）が

堆積する。この第̐～̒層は自然అ๷を形成した堆積土と考える。

ᶘ区は、自然అ๷上にあり、遺構・遺物の存在が༧૝されたが、検出遺構は近世ࠒのԁ形土坑

１基のみであった。調査地において、近世以前の遺構は確認できなかった。

第̔トレンチでは、ほ΅׬形の須恵器（第̕ਤ̕・10）が出土したが、これらは遺構に൐わͣ、

水際堆積とਪ測される࠭層からの出土である。水際堆積層中では上ड़の̓世لॳ಄の須恵器や13

世لの༌入陶磁器（第̕ਤ12）が同Ұ面で出土しており、中世ஈ֊に木津川の൙ཞでӡばれてきた

ものと判அされる。また、奈良時代の須恵器や平瓦が出土しているが、表面がほとんどຎ໓して

いないものもあることから、Տ川によりӡばれてきたとしてもさほど長いڑ཭を流れてきたとは

考えにくい。今回の調査地の周辺に当֘期の遺構が存在する可能性が考えられる。

また、ᶘ区のඍߴ地は周辺部の地形観察݁Ռから第̒～̕トレンチの東と南に広がるঢ়گが確

認できた。このことから出屋敷遺跡の中心部は調査地より南東に所在する現在の集落の下に広が

るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹原Ұ඙）

஫１　଍利྄݈ʮ都城のܭըについてʵګਔ京、平安京を中心にʵʯ（h 古代日本文化の研究　都城ʱ上ా

ਖ਼ত編　社会ࢥ૝社）　1976

஫２　ઍాູʮ平城京、ګਔ京෮ݩϓϥンからʯ（h 都城の生ଶʱ日本の古代　第̕巻　中ԝ公࿦社）　1987

஫３　ҏ野近෋ʮګਔ京とګਔ宮の෮ݩʯ（h 京都考古ʱ63号　京都考古ץ行会）　1994

஫̐　ؠ井র๕ʮઘ津と古代都城ʯ（h 古代文化ʱ第62巻第２号　（財）古代ֶڠ会）　2011

ը-ʯ（hܭʵઘ津の下津道を基఺とした都市ݩਔ京の෮ګ井র๕ʮؠ　　　 古代文化ʱ第64巻第１号　（財）

古代ֶڠ会）　2012
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1

（1）第１区全ܠ（上が北）

（2）第２区全ܠ（上が北）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）第３区全ܠ（上が東）

（2）第̐区全ܠ（上が東）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）第１区東น（西から）

（2）第１区東น近ܠ（西から）

（3）第１区南น（北から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）第２区南น（北東から）

（2）第２区南น西部（北から）

（3）第２・̐区西น南部（東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 5

（1）第２区北น（南から）

（2）第３区北น（南から）

（3）第３区東น（南西から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 6

（1）土坑Ｓ̠85遺物出土ঢ়گ（南から）

（2）土坑Ｓ̠80遺物出土ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）土坑Ｓ̠30遺物出土ঢ়گ（西から）

（2）土坑Ｓ̠60遺物出土ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）井戸Ｓ̚90遺物出土ঢ়گ（西から）

（2）井戸Ｓ̚90遺物出土ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �

（1）土坑Ｓ̠80下層遺物出土ঢ়گ
（南から）

（2）土坑Ｓ̠80・85・104南北土層
（西から）

（3）土坑Ｓ̠30・40南北土層
（西から）
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（1）土坑Ｓ̠60上層　埋土堆積ঢ়گ
（南西から）

（2）土坑Ｓ̠60下層　南北土層北部
（東から）

（3）土坑Ｓ̠60下層　南北土層南部
（西から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 11

（1）土坑Ｓ̠60下層　東西土層東部
（北から）

（2）土坑Ｓ̠60下層　東西土層西部
（南から）

（3）井戸Ｓ̚90　南北土層（東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）第２・̐区西น　石垣Ｓ̬105・੝土Ｓ̭100・଄成層Ｓ̭55堆積ঢ়گ（東から）

（2）第２・̐区西น南部　੝土Ｓ̭100・଄成層Ｓ̭55堆積ঢ়گ近ܠ（南東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）第２・̐区西น南部　੝土Ｓ̭100・଄成層Ｓ̭55堆積ঢ়گ近ܠ（北東から）

（2）第２・̐区西น北部　଄成層Ｓ̭55堆積ঢ়گ近ܠ（南東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）石垣Ｓ̬105検出ঢ়گ（北東から）

（2）石垣Ｓ̬105検出ঢ়گ（南東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 15

（1）石垣Ｓ̬105検出ঢ়گ（上が北）

（2）石垣Ｓ̬105検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 16

石垣Ｓ̬105検出ঢ়گ（西から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）石垣Ｓ̬105　地఺（1）土層堆積ঢ়گ（東から）

（2）石垣Ｓ̬105　地఺（2）土層堆積ঢ়گ（東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）石垣Ｓ̬105　地఺（3）土層堆積ঢ়گ（東から）

（2）石垣Ｓ̬105　)・*地区検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 1�

（1）石垣Ｓ̬105　F・(・)地区検出ঢ়گ（南西から）

（2）石垣Ｓ̬105　F 地区検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　%・&地区検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　$・%地区検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �1

（1）石垣Ｓ̬105　#・$地区検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　̗地区検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石３̸ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石̷̒ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（3）石垣Ｓ̬105　石̶̑ࡐ
検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石11̶ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石12̶ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（3）石垣Ｓ̬105　石̶̐ࡐ
検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石１̵ࡐ
検出ঢ়گ（北から）

（2）石垣Ｓ̬105　石３̵ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（3）石垣Ｓ̬105　石̵̕ࡐ
検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �5

（1）石垣Ｓ̬105　石̵̔ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石̵̔ࡐ
検出ঢ়گ（北から）

（3）石垣Ｓ̬105　石11̵ࡐ
検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �6

（1）石垣Ｓ̬105　石２̴ࡐ
検出ঢ়گ（北から）

（2）石垣Ｓ̬105　石２̳ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（3）石垣Ｓ̬105　石２̳ࡐ
検出ঢ়گ（北から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石３̳ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石̳̔ࡐ
検出ঢ়گ（南西から）

（3）石垣Ｓ̬105　石̳̕ࡐ
検出ঢ়گ（北から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石１̲ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石２̲ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（3）石垣Ｓ̬105　石２̲ࡐ
検出ঢ়گ（北から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）石垣Ｓ̬105　石̲̓ࡐ
検出ঢ়گ（南から）

（2）石垣Ｓ̬105　石̲̓ࡐ
検出ঢ়گ（北から）

（3）石垣Ｓ̬105　石̱̐ࡐ
検出ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）土坑Ｓ̠25遺物出土ঢ়گ（東から）

（2）土坑Ｓ̠75遺物出土ঢ়گ（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �1

（1）柱穴Ｓ̥22掘࡟ঢ়گ（南から）

（2）土坑Ｓ̠25南北土層（東から）

（3）土坑Ｓ̠75東西土層（南から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）土坑Ｓ̠10東部掘࡟ঢ়گ
（北から）

（2）土坑Ｓ̠10南北น（東から）

（3）土坑Ｓ̠10西部検出ঢ়گ
（南東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）井戸Ｓ̚111検出ঢ়گ
（南東から）

（2）礎石Ｓ̥45・溝ＳＤ50検出ঢ়گ
（東から）

（3）礎石Ｓ̥45・溝ＳＤ50南北土層
（東から）



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

土坑Ｓ̠60出土遺物　土師器ࡼ
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �5

井戸Ｓ̚90出土遺物　土師器ࡼ
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 �6

（1）土坑Ｓ̠60出土遺物　੨磁・ന磁（内面）

（2）土坑Ｓ̠60出土遺物　੨磁・ന磁（֎面）
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）土坑Ｓ̠60・井戸Ｓ̚90出土遺物　੨磁・ന磁（内面）

（2）土坑Ｓ̠60・井戸Ｓ̚90出土遺物　੨磁・ന磁（֎面）
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

（1）井戸Ｓ̚90出土遺物　瓦質ു

（2）土坑Ｓ̠60出土遺物　瓦質ു

ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

�1

1�6



ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

土坑Ｓ̠26・30・38・44・60・101・井戸Ｓ̚90出土遺物　陶磁器・瓦質土器・土師器
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ฏ҆ٶ跡ɾᡉָ第跡ɹਤ൛第 ��

土坑Ｓ̠42・79・੔地層Ｓ̭20・濠Ｓ̭110・井戸Ｓ̚01出土遺物　ݢ瓦
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京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1

（1）

（2）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

（1）調査前のঢ়گ（北西から）

（2）１トレンチ上層遺構（溝ＳＤ01）全ܠ（東から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

（1）１トレンチ上層遺構（溝ＳＤ01）全ܠ（南から）

（2）１トレンチ下層遺構（溝ＳＤ02）全ܠ（南から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（3）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

（3）２トレンチ全ܠ（南東から）

（1）１トレンチ下層遺構（溝ＳＤ02）
全ܠ（北から）

（2）１トレンチ溝ＳＤ01அ面
（南西から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（3）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

（3）３トレンチ溝ＳＤ03近ܠ
（南西から）

（2）３トレンチ柱穴検出ঢ়گ
（北西から）

（1）３トレンチ全ܠ（南東から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 5

（1）

（2）

（3）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

（3）３トレンチ北西นஅちׂりঢ়گ
（南から）

（2）３トレンチ溝ＳＤ03
அちׂりঢ়گ（南西から）

（1）３トレンチ溝ＳＤ04近ܠ
（北西から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 6

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��6 ࣍

出土遺物
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ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 1

（1）ᶗ区調査前全ܠ（西から）

（2）第１トレンチ東部北น土層அ面
（南西から）

（3）第１・２トレンチ全ܠ（西から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �

（2）第３トレンチ東น土層அ面
（西から）

（1）第３トレンチ全ܠ（東から）

（3）第３トレンチ西น土層அ面
（東から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）第̐トレンチ全ܠ（西から）

（2）第̑トレンチ全ܠ（東から）

（3）第̑トレンチ西部北น土層அ面
（南東から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）ᶘ区調査前全ܠ（東から）

（2）第̒トレンチ全ܠ（西から）

（3）第̒トレンチ西୺部北น
土層அ面（南から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 5

（1）第̓トレンチ全ܠ（北から）

（2）第̓トレンチ南୺部西น
水際堆積土層அ面（東から）

（3）第̔トレンチ全ܠ（東から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 6

（1）第̔トレンチ土坑Ｓ̠１
（南から）

（2）第̔トレンチ中ԝ部北น
水際堆積土層（南から）

（3）第̔トレンチ遺物出土ঢ়گ
（東から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）第̕トレンチ全ܠ（北から）

（2）第̕トレンチ南น土層அ面
（北から）

（3）第10トレンチ全ܠ（北から）



ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２

ग़԰ෑ遺跡ɹਤ൛第 �
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

へいあんきゅうあ
と・じゅらくだい
あと

平安宮跡・聚楽
第跡

きょうとしかみぎょう
くかみちょうじゃまち
うらもんひがしいるす
はまちょう

京都市上京区上長者
町通裏門東入須浜町

26102 2
234 35°01′23″ 135°44′49″

20120525
～

20121227
1,330 庁舎建設

ながおかきょうあ
とうきょうだいせ
んよんじゅうろく
じ

長岡京跡右京第
1046次

ながおかきょうしちょ
うしちょうしにちょう
め

長岡京市調子２丁目 26209 107 34°54′41″ 135°41′25″
20120719

～
20120830

200 道路建設

でやしきいせき

出屋敷遺跡

きづがわしかもちょう
おおの

木津川市加茂町大野 26214 233 34°45′10″ 135°51′40″

20120524
～

20120620
20120823

～
20120914

290 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮跡・聚楽第
跡

宮殿
平城

中世 石垣・濠・井戸・柱穴・
土坑

土師器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・
金箔瓦・鉄製品・石製品

聚楽第本丸南
辺の石垣を検
出。濠の埋土
から金箔瓦が
出土。

長 岡 京 跡 右 京 第
1046次

都城 平安～中世 流路・柱穴・溝・土坑 土師器・須恵器・緑釉陶器・瓦器・
瓦質土器・陶磁器・瓦

出屋敷遺跡 散布地
寺院

中世 土坑 土師器・須恵器・陶磁器・瓦

所収遺跡名 要 約

平安宮跡・聚楽第跡 　平安宮の梨本院跡と聚楽第跡に相当する位置にあたる。平安時代の遺構は見つからなかっ
たが、遺物は出土した。鎌倉～戦国時代は内野とよばれる荒れ地であったといわれているが、
今回の調査で土坑、井戸を検出し周辺で生活が営まれていたことが明らかになった。
　聚楽第の遺構としては、本丸南濠の石垣がはじめて検出できた。石垣は、0.5 ～ 1.5ｍを測
る自然石を用いている。いわゆる乱積みで、この時期の特徴を表している。
　江戸時代以降は、井戸、聚楽土採掘土坑・廃棄土坑・礎石を検出し、遺物が大量に出土した。
町屋・屋敷地としての土地利用がうかがわれる。

長岡京跡右京第1046次 　平安時代前期～中期にかけての流路・柱穴、近世と考えられる溝・柱穴を検出した。ト
レンチ全てにおいて長岡京跡右京第968次調査で検出された平安時代前期～中期にかけての
流路ＳＤ36の延長部を確認し、１トレンチでは２時期に分かれることが判明した。出土遺
物の様相は右京第968次調査と同じく古墳時代、奈良時代後半～平安時代中期にかけての遺
物が多いが、瓦類の出土はほとんど認められなかった。
　また、３トレンチ周辺には柱穴が分布することから小規模な建物が存在した可能性があ
る。さらに、ミニチュアカマド・土馬等の出土から、周辺で祭祀が行われていた可能性も
うかがえる。

出屋敷遺跡

　遺構は検出できなかったが、各トレンチで木津川による水際堆積層を確認した。この水
際堆積層からは古墳時代・奈良時代・中世の須恵器・土師器・瓦・瓦器などの遺物が出土
している。土層の観察や周辺の地形から、出屋敷遺跡の中心部は調査地より南東に所在す
る現在の集落の下に広がると考えられる。



　京都府遺跡調査報告集 第 156 冊

　　　平成25年３月31日

　　　発行　公益財団法人
                    京都府埋蔵文化財調査研究センター
    〒617-0002　向日市寺戸町南垣内40番の３
    Tel （075）933-3877（代）　Fax （075）922-1189　
    http://www.kyotofu-maibun.or.jp
　　　　
　　　印刷　三 星 商 事 印 刷 株 式 会 社
    〒604-0093　京都市中京区新町通竹屋町下ル
     Tel （075）256-0961（代） 　Fax （075）231-7141




